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遺跡について
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1.第一部

1.『MEM0 人類の歩みと文明、"不可逆性"と"可逆性"、遺跡等並びに之への人類

の行為、活用』

2019年(令和元年)12月9日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(遺跡について)

2.『MEM0 人類の地球の世界と日本地域森林都市中心と周辺長崎地域地政と社

会的共通資本遺跡』

2019年(令和元年)12月13日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(令和元年)12月16日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『MEM0 人類の世界日本地域長崎地域森林都市』

2019年(令和元年)12月13日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2m9年(令和元年)12月16日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『MEM0 長崎地域の人類自らが保有する社会的共通資本の確認と保守と活用

現代の人類の世界、文明に於ける長崎地域の現代の地政の形成人類・文化・産業・

遺跡・歴史・自然・空間』

2019年(令和元年)12月13日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2020年(令和2年)2月28日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

5.『MEM0 長崎地域の都市としての再確認』

2m9年(令和元年)12月23日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『MEM0 人類の概念たる真善美人類の存在に由来する人類自身と風土又そ

の各要素相互の関係の多様又は最適な均衡可逆性への担保社会的共通資本

人類の関係性と広範な文化経済活動の基盤人類の活動空間遺跡』

2020年(令和2年)1月6日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『MEM0 2020年(令和2年)1月6日月曜日一 7日火曜日日本経済新聞[文

化]第40面特集記事『グローバル化する日本研究(上)ー(下)』より』

2020年(令和2年)1月7日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『MEM0 長崎地域の開発計画事象の主体としての当該地域の人類の自律的

な文化経済活動宇宙と地球の人類の世界に対する、当該地域、並びに、当該地域

の人類の存在の意義人類の文化経済活動に於ける人類の社会的共通資本遺跡

人口流出』

2020年(令和2年)1月6日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

9.『MEM0 2020年(令和2年)1月1日水曜日一 10日金曜日日本経済新聞第1

面特集記事『逆境の資本主義1 -9』より』

2020年(令和2年)1月10日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『MEM0 2020年(令和2年)1月12日日曜日日本経済新聞第1面記事『イラ

ン「ミスで撃墜」ウクライナ機大統領が謝罪』より』

2020年(令和2年)1月12日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.『MEM0 2020年(令和2年)1月12日日曜日日本経済新聞第9-11面特集

記事『NIKKeThesTYLE TheBritishLibrary文化の十字路大英図書館』より』

2020年(令和2年)1月12日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

12.『MEM0 私達人類の現代の世界と人類の遺跡又文化財民主主義の形式と内

実人類存在(平等、そして、オリジナリティとオリジン、又、オリジナリティとオリジン

へのムーブメント、人類の存在のオリジナリティとオリジン)』

2020年(令和2年)1月17金曜日養生所を考える会代表池知和恭

13.『MEM0 私達当会の長崎地域の遺跡への提案と要望』

2020年(令和2年)1月17金曜日養生所を考える会代表池知和恭
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14.『MEM0 2020年(令和2年)1月23日木曜日日本経済新聞第3面記事

『「ダボス会議、格差・環境が転機」資本主義再定義探る旧MのCEO「全ての関係者

に配慮」』より』

2020年(令和2年)1月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

15.『MEM0 人類の行為たる記録、並びに、開示と議論、事象の全体像の模索、そ

して選択、権威』

2020年(令和2年)1月28日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

16.『MEM0 2020年(令和2年)2月1日土曜日長崎新聞第1面記事

『「新ホールは市役所跡地」長崎市長表明、県庁跡を断念』より』

2020年(令和2年)2月1日土曜日養生所を考える会代表池知和恭
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11.第二部参考資料(1)

1,『長崎国際歴史文イヒ都市本蒼想一"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて一創造環境の共有(.h討.)ー』

2m9年(平成31年)1月18日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(平成31年)1月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2版:2m9年(令和元年)7月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂3版:2019年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂4版:2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂5版:2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

(長崎地域の遺跡について)

2.『[長崎国際歴史文化都市構想一創造環境の共有(勤討.)ー]の提案と要望の具体案の展開』

2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(令和元年)7月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2版:2019年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂3版:2020年(令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『正長崎歴史文化都市構想一創造環境の共有(勤討。)ー]の提案と要望の具体案の展開』

2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(平成31年)3月2日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2版:2019年(令和元年)8月27火曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂3版念020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅲ.第三部参考資料(2)

1.『長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲』

2019年(令和元年)11月21日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂1版:2020年(令和2年)2月2日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『鶏"加"般"'"般那比"鵬""所"般""致憐""ー""""所"般雌牲"壤鄭舵坪艇醐*舶""所加,"鉾獣憾鄭舳*歌側臆
主事濱村一成探長崎県企画撮興部長怖本敏晶様長鴫県企面撮臭郁県庁舎跡地君用室長■田弘馳揮長崎県土朱都墨岩臭洋一樺墨鴫県文化観光国筒都長中崎謙司樫墨崎県謙会岸長瀬川光之様憂崎県文化財俣護喜羅会墨
林一属樺

遺跡に関する提案と要望のお届けについて

用にっいて」 2020年(令和2年地月9日日曜日奏生所を考える会代表池知和恭改訂1飯.2020年(令和2年)2月16日日曜日憂生所を考える会代表池知和恭)

2020年(令和2年)2月17日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
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(0)r長崎地域と遍跡』 2020年【令和2年)2月9日日曜日曼生所を考える会代表池知和恭【2}r長崎地堀の浦上地区蓋跡昇にっいて』 2020年(令和2年)2月9日日曜日斐生所を考える会代表池知和恭(3)『長崎奉行所西役所等適跡昇の誓壷と活

(長崎地域の個別の遺跡より)

3.『鵬"般殿飾'如血" 表崎市敏育委員会急育総務郁長前田孝卑掃長崎市歓育委員会教育総移郁範設課長西原政彦桂憂鵠市文化慨光都長般彊一男様長崎市文化鯉光部文化財隷長大賀史郎様長頗市
鳳埠被燭封繁郁長中川正仁様長崎市企価財政部畳片周研之様長嶋市企画財政郁郵市経営室長岩永浩樺長鴫市企■財政郁墨鴫創生捜逗室墨山田尚豊権長鴫市企画財政郎大型事妻推峯室長赤倉史明樺長鴫市生ちづくり郎長片
江伸一郎榛長崎市土ネ憾長吉田安雰様喪崎市中央惚合事衰所墨大畢昌之様長崎市理材郎長小田徹様長鴫市庫墳郁長官嶋忠彦様墨嶋市柚書広報郁長億田監子揮長崎市羅金躍長佐芯王洋樺畏崎市文化財審誕会会墨下
川煮弼擇

遺跡に関する提案と要望のお届けについて

用につぃて」 2020年(令和2年)2月9日日曜日蔓生所を考える会代表池知和毒改訂1駈・2020年(令和2年)2月16日白曜日蔓生所を考える会代嚢池知和卦)

2020年(令和2年)2月17日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

ι(1)1墨鵠地城と重跡」 2020年(令和2年)2月9日日曜日蔓生所を考える金代表池知和狂(2)「長崎地域の浦上地区這跡郭にっいて12020年(令和2年)2月9日日曜日蔓生所を毒える金代表池知和恭(3)t長崎毒行所西投所等量跡群の調査と活

4.『長崎地域と遺跡』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『長崎地域の浦上地区遺跡群について』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2版:2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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フ.『鵬""所"般殿.*'那獣"鵬""所"般胎非*加"*ー"

遺跡に関する提案と要望のお届けについて

【(1)r長峡地堪の症町地匡通跡群について』 2020年(令和2年)2月23日白曜日美生所を考える会代表池知和春)

2020年(令和2年)2月27日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

長崎県敏育庁轍育嬰員会学塞文化課戈化財班参事岩席哲齢様墨崎県敏育庁轍育委員会学茎文化課文化財斑主任文化財保餓

主享濱村一殿梓長崎県企固撮興都畏柿本敏●榛長鴫累企画振興郁索庁舎誹地活用室長■田弘鞄様長鶴県文化亀光国峰郁長中嶋誘閉樺長崎県土木都異岩見洋一様墨飾県喧堺郵長宮時浩曇様暴崎魚黛金諾墨叢川先之樺
長鴫県文化財保堰婁錘会長斡一長様

8.『鵬"般殿加"*.即* 長鴫市敏育委員会急育乾啓郁長前田皐吉様長薗市轍育嬰員会教育範襲部篤設恩長西鳳政塵様長崎市文化霞光佃長般聾一男様長鴫市文化観光佃文化財諜長大費史郎様長鴫市
原燭敏郷封景郵墨中川正仁様長崎布企而財政部長片昌研之様長鴫市企周財政郁馨市疑営室長岩赤浩拝長癖市企匝財政郁長鴫創生掩逢室長山田尚豊様甚鴫市企■財政郁大型事集推遭室長赤倉史鯛榛長鴫市まちづ(り郁長片江
伸一郎揮長鴫市土木都長古田安委様墨崎市中央艶合事袈所長大皐昌之樺墨崎市理村郁長小田徽様甚崎市理墳僅長言崎忠彦様憂崎市物書広報部長鳳田宏〒樺長崎市楼金羅長佐蛮正擇様墨崎市文化財野躍会金長
下川ゑ勇様

遺跡に関する提案と要望のお届けについて

α1)r異崎地域の桜町地区遍跡専について」 2020年(令和2年)2月23日日曜日蔓生所を考える会代表池知和恭)

2020年(令和2年)2月27日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

9.『長崎地域の桜町地区遺跡群について』

2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭



IV.第四部参考資料(3)

V.第五部参考資料(4)

(『文化財保護法』等)

Ⅵ.第六部参考資料(5)(新聞書評記事より)

1.『人文学』

2019年(令和元年)12月14日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

(新聞報道記事より)

Ⅵ1.第七部参考資料(6)(日本経済新聞文化欄等より)

1.『2020年(令和2年)1月6日月曜日一 7日火曜日日本経済新聞[文化]欄記事

『グローバル化する日本研究(上)ー(下)』より』

2020年(令和2年)1月7日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『「全てを残してこそーー・」』 [春秋]

2020年(令和2年)2月2日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅷ.第八部参考資料(フ)(その他 1)

1.『"危機"』

2018年(平成30年)9月14日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『"危機 11"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

3'『"突然です力ξ"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

9.『"遺跡は 11"』

2019年(平成31年)1月25日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『"遺跡は"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『[世界遣産][日本遺産]『都市長崎よりの日本開国世界文明の始発~山と海・坂と空・水・都市遺跡のハーモニー~』』
2019年(平成31年)2月11日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『"江戸一長崎"』

2018年(平成30年)12月4日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.『"都市は"』

2019年(平成31年)3月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『"文化財と活用"』

2019年(平成31年)1月19日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

12.『"私達当会は"』

2019年(平成31年)3月10日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『"文化財と活用 11"』

2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

13.『"例えば"』

2019年(令和元年)6月28日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『"文化財~遺跡を"』

2019年(平成31年)1月21日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

14.『"私達当会は"(")』

2019年(令和元年)7月19日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

15.『" VVE are"』

2019年(令和元年)7月23日火曜日養生所を考える会

16.『"遣跡について"』

2m9年(令和元年)10月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

17.『"遺跡について 11"』

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

18.『"遺跡についてⅢ"』

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

19.『'遺跡についてⅣ"』

2019年(令和元年)11月2日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

20.『"遺跡について V"』

2019年(令和元年)11月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

21.『"遺跡についてⅥ"』

2019年(令和元年)11月9日土曜日養生所を考える会代表池知和恭
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22.『'遺跡についてⅥ1"』

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

23.『"遺跡についてⅥ11"』

2019年(令和元年)11月13日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

24.『"遺跡について I×"』

2m9年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

25.『"遺跡について X"』

2019年(令和元年)力月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅸ.第九部参考資料(8) (その他 11)
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以上



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20ブ9卒イ今和元皐ノブ2月9日月雇日

1バ,類の歩みと戈勞、"不可逆性'Z'"可逆煙"、遁餅芋逆び/二Zへの入類の,テ為、活房J

1.人類の他者の改変と自己の修復~"超文明"の仮定

私達人類は、現生人類の出現以前より、他者(道具や火の材料や作用等の物理化学要素や河川森林や潅滅田畑等の環境要素

や人類の社会等の人文要素)を改変し、自己(人類の精神と肉体)を修復(医療行為)してきた、と考え得ます。

私達人類は、例えぱ、狩猟採集生活から農耕牧畜生活への転換などに伴う地球の環境その他、他者の改変に並行し、人類自身
の家畜化など、自己の改変を出現してきた、との見解があります。

私達当会は、私達人類が、人類の自己について、人類の自己の修復を凌駕超越して、人類の自己の改変が出現する事象を、人
類の19世紀の近代西洋に於ける文明の概念を超える事象として、人類の"超文明"と仮定し呼称します。

私達当会は、例えぱ、人類の中世から近代にかけて、ーつの"超文明"の段階がある、と仮定します。

MEMO

2.人類の持続可能性(sustainabiliw)又は持続可能(sustainable)な社会

私達人類の現代では、持続可能性(sustainability.サスティナビリティ)又は持続可能(sustainable:サステイナブル)な社会、と
の主題が言説されます。

私達当会は、持続可能性(sustainabHiw)又は持続可能(sustainab}e)な社会とは、之を欠けぱ、人類が生存できない事象が、
人類が生存できる事象を圧倒する、と理解します。

私達当会は、例えぱ、自然と人類の関係について、"超文明"以前に、ほぼ、完全に、持続可能性(sustainabilj智)又は持続可能
(sustainable)な社会を達成していた、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

3.人類の歩みの"不可逆性"

私達当会は、私達人類について、その個体維持のための社会的な集団の行動様式としての文化を随時変化させ、同時に当該の
人類の集団は、過去の事象となった行動様式を忘却してきた、と理解します。

私達当会は、私達人類の"過去の行動様式の忘却"(並ぴに、忘却による非認識)が、私達人類の歩み(選択)を、後戻りできない、
不可逆なものとしている(不可逆性)、と理解します。

4.遺跡について

私達当会は、遺跡について、人類により忘却され、又、過去のものとなった人類の"過去の行動様式"を示唆し得る、と理解します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の過去の事象に於ける唯一の具体であり再確認できる事実であり、私達人類の選択の

"可逆性"への発見(認識)であり、即ち、私達人類の選択の"可逆性"への"担保"で在り得る、と仮定します。

私達人類の、可逆性の選択は、人類の不可逆性による選択の限定に対して、私達人類の選択の多様性を、比類なく拡大する、と
仮定します。

フ.日本の『文化財保護法』と遺跡等文化財の関係、並びに、私達当会の提案と要望

遺跡等の文化財について、日本の『文化財保護法』(昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号)では、法に於いて目的(第一
条)を「国民の文化的向上に資する」「世界文化の進歩に貢献する」としつつ、文化財の定義(第二条)1こ「我が国にとつて歴史上

又は芸術上価値が高い、学術上価値の高い(ー、「有形文化財」)」「我が国にとつて歴史上又は芸術上価値の高いもの(ニ、「無
形文化財」)」「我が国民の生活の推移の理解のため欠くことのできない(三、「民俗文化財」)」「我が国にとつて歴史上又は学術上

価値の高い(四、「記念物」のうち遺跡)」「我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできない(五、「文化的景観」)」「価値
の高い(六、「伝統的建造物群」)」とし、[国指定文化財の指定等基準]1こ於いて「〔史跡〕左に掲げるもののうち我が国の歴史の

正しい理解のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの」「〔特別史跡〕史
跡のうち学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たるもの」、としています。

5.人にこける

私達当会ほ、遺跡の、「人々の生活の中での機能」の第一義、本義は、"人類の"可逆性"への"担保'川である、と理解します。
([世界遺産条約履行のための作業指針]《1.C 世界遺産条約締約国》段落15b)遺産に、人々の生活の中での機能を与えるような政策を採ること。(世界遺産条約第5条参照))

6.人類の地球規模の関係性

の

現代の人類の世界では、交流と技術の補助により、人類の危機と可能性が、人類の生活の地域、並びに、近代西洋に於ける概念

に由来する、近代国民主権国家、又は、これらの集合の形態を、伝達速度に於いて従来を超越し、地球規模の同時間的な関係へ
と、変化しています。

私達当会は、日本の『文化財保護法』以下の文化財への対応は、世界との関係性に着目しつつ、同時に、近代西洋における国民
主権国家の形成過程に於けるような個別国家の形態の表現としての概念に依存し限定される文化財の存在の在り方への残照が
読み取れる、と仮定し得る、と理解します。

8.私達当会の、日本の『文化財保護法』の運用に於ける、提案と要望

私達当会は、皆様に、日本の『文化財保護法』の運用に於いて、文化財の"人類の"可逆性"への"担保'川との存在の在り方を、
文化財の本義として、第一義に、例えぱ、之を、人類にとって一体の高い価値と位置付け、実現すること、を提案し要望します。

9.私達当会の、遺跡への人類の行為についての、提案と要望

私達当会は、皆様に、例えぱ、遺跡にっいて、..①概念の表象と認識の象徴一②証明又は説明と記号化、抽象化一③部分
への着目とその選択一④類型化と代表の選別、から、b.①人類の行動様式の示唆と理解一②具象一③全体又関係性の保
存一④個別の存在の自体、へと行為の基準を変化すること、を提案し要望します。

10.遺跡の活用について

(1)私達当会は、自然科学について、人類の知覚、意識、知能の経由に由来する解釈である、と考え得ると理解します。
私達当会は、解釈は、人類の認識の介在に由来する事象と考え得る、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡について、人類の非意図たる自然と、人類の意図たる人工と、人類の当該事象への意図(発現や目的や機
能)の消滅、忘却、時に、埋土による忘却によって、人工でありながら非意図たる遺跡、即ち、人類にとって自然と人工の中間に位
置し対置する第三の存在の性格を有する希少で特異な存在、を認識し、理解します。

( V2 )

(3)私達当会は、人類の認識が介在しない人類の非意図たる存在である自然や遺跡に、人類の解釈は成立しない、と理解します。

(4)私達当会は、人類に対する、遺跡の本義について"人類の"可逆性"への"担保""であると理解する処、当該の遺跡の活用に

ついて、遺跡の本義により、第一義に、"人類の"可逆性"への"担保川'としての存在の在り方を実現することである、と認識します。

(5)私達当会は、人工でありながら非意図たる遺跡について、非意図性、即ち、人類の肉体への関与、人類の知覚、意識、知能、

人類の認識の介在、を離れ、人類の肉体と認識に係る具象である、人類の利益の享受に、断絶する存在である、と理解します。

(6)私達当会は、遺跡の活用、即ち、遺跡に関わる、人類との関係の構築、人類の利益の享受、利益モデルの構築について、人

類の非意図たる存在である遺跡の改変による意図性への窓意的な転換を止め、人類の自己たる、人類の知覚、意識、知能の経由

に由来する解釈、認識の変更、例えば、歴史解釈や認識の変更、遺跡の意義の"人類の"可逆性"への"担保川'への転換、人類
の身体性、芸術、祝祭との関係等により、之を創生すること、を提案し要望します。

(フ)私達当会は、遺跡の活用、即ち、遺跡に関わる、人類との関係の構築、人類の利益の享受、利益モデルの構築について、人
類の他者たる遺跡の改変を慎み、人類の自己たる、人類の知覚、意識、知能の経由に由来する解釈、認識の変更により、之を創
生すること、を提案し要望します。

(8)私達当会は、私達人類が、人類の非意図たる遺跡に、人類の意図を付加することへの正統性はない、と理解します。
私達当会は、私達人類が、人類の非意図たる宇宙と地球の自然に、人類の意図を付加することへの正統性はない、と理解します。

( 2/2 )
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文化財保護法昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号より抜粋

第一章総則

にの法律の目的)

第一条この法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資するとともに、世界文化の
進歩に貢献することを目的とする。

(文化財の定義)

第二条この法律で「文化財」とは、次に掲げるものをいう。

建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我が国にとつて歴史上又は芸
術上価値が高いものにれらと一体をなしてその価値を形成している土地その他の物件を含む。)並びに考古資料及び
その他の学術上価値の高い歴史資料(以下「有形文化財」という。)
演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国にとつて歴史上又は芸術上価値の高いもの(以下

「無形文化財」という。)

衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術及びこれらに用いられる衣服、器具、
家屋その他の物件で我が国民の生活の推移の理解のため欠くことのできないもの(以下「民俗文化財」という。)
四貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの、庭園、橋
梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で残が国にとつて芸術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁殖
地及び渡来地を含む。)、植物(自生地を含む)及び地質鉱物(特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で裳が国
にとって学術上価値の高いもの(以下「記念物」という。)

五地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の
理解のため欠くことのできないもの(以下「文化的景観」という。)

六周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で価値の高いもの(以下「伝統的建造物
群」という。)

2 この法律の規定(第二十七条から第二十九条まで、第三十七条、第五十五条第一項第四号、第百五十三号第一項
第一号、第百六十五条、第百七十一条及び附則第三条の規定を除く。)中「重要文化財」にほ、国宝を含むものとする。
3 この法律の規定(第百九条、第百十条、第百十二条、第百二十二条、第百三十一条第一項第四号、第百五十三条
第一項第七号及び第八号、第百六十五条並びに第百七十一条の規定を除く。)中「史跡名勝天然記念物」には、特別
史跡名勝天然記念物を含むものとする。

,巨■個畦

文化財保護法抜粋
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以上

2019年(平成31年)2月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上

2018年(平成30年)"月1日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

(政府及び地方公共団体の任務)

第三条政府及び地方公共団体は、文化財が、わが国の歴史、文化等の正しい理解のため欠くことのできないものであ
り、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすものであることを認識し、その保存が適切に行われるように、周到の注
意をもつてこの法律の趣旨の徹底に努めなければならない。

(国民、所有者等の心構)

第四条一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協力しなけれぱ
ならない。

2文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し、これを公共のために大切に保
存するとともに、できるだけこれを公開する等その文化的活用に努めなけれぱならない。
3政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当つて関係者の所有権その他の財産権を尊重しなければならない。

ー(省略)... ●■●■●
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史跡

左に掲げるもののうち我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの
貝塚、集落跡、古墳、その他この類の遺跡

都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺跡
=寺社の跡又は旧境内その他祭杷信仰に関する遺跡

四学校、研究施設、文化施設その他教育・学術・文化に関する遺跡

五医療・福祉施設、生活関連施設その他社会・生活に関する遺跡

六交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡

七墳墓及び碑

八旧宅、園池その他特に由緒のある地域の類

九外国及び外国人に関する遺跡

特別史跡

史跡のうち学術上の価値が特に高く、衰が国文化の数徴たるもの

[登録記念物登録基準]

平成十七年三月二日文部科学省告示第四十六号
遺跡関係

政治、経済、文化、社会に関する遺跡その他の遺跡(史跡及び文化財保護法第百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを
除く。)のうち、原則として近代までのものであり、かつ、次の各号いずれかに該当するもの
我が国の歴史を理解する上で重要なもの

地域の歴史を表しているもの

=歴史上の人物等に関するもの

[重要文化的景観選定基準]

平成十七年三月二十八日文部科学省告示第四十七号

地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された次に掲げる景観地のうち妾が国民の基盤的な生活又は生業の特色を示す
もので典型的なもの又は独特のもの

(ー)水田・畑地などの農耕に関する景観地

(ニ)茅野・牧野などの採草・放牧に関する景観地

(三)用材林・防災林などの森林の利用に関する景観地

(四)養殖い力寸÷海苔ひびなどの漁ろうに関する景観地
(五)ため池・水路・港などの水の利用に関する景観地
(六)鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地
(七)道・広場などの流通・往来に関する景観地
(ハ)垣根・屋敷林などの住居に関する景観地

前項各号に掲げるものが複合した景観地のうち裁が国民の基盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの

[重要伝統的建造物群保存地区選定基準]
昭和五十年十一月二十日文部科学省告示第百五十七号

伝統的建造物群保存地区を形成している区域のうち次の各号のーに該当するもの
(ー)伝統的建造物群が全体として意匠的に優秀なもの
(ニ)伝統的建造物群及ぴ地割がよく旧態を保持しているもの

(三)伝統的建造物群及びその周囲の環境が地域的特色を顕著に示しているもの

[国宝及び重要文化財指定基準]

昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号

平成八年十月二十八日文部省告示第百八十五号改正

第六章埋蔵文化財

(調査のための発掘に関する届出、指示及び命令)

第九十二条土地に埋蔵されている文化財(以下「埋蔵文化財」という。)・ー・・(省略)

(土木工事等のための発掘に関する届出及び指示)

第九十三条(省略)・ーー貝づか、古墳その他埋蔵文化財を包蔵する土地として周知されている土地(以下「周知の埋
蔵文化財包蔵地」という。)ーー・(省略)

建造物の部

重要文化財

建築物、土木建造物及びその他の工作物のうち、次の各号のーに該当し、かつ、各時代又は類型の典型となるもの

(ー)意匠的に優秀なもの

(ニ)技術的に優秀なもの

(三)歴史的価値の高いもの

(四)学術的価値の高いもの

(王)流派的又は地方的特色において顕著なもの

国宝

重要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に深いもの

[登録有形文化財登録基準]

平成十七年三月二十八日文部科学省告示第四十四号

( 1/1 )

国指定文化財の指定等基準抜粋

邑●●■ ・(省略)

建造物の部

建築物、土木建造物及びその他の工作物(重要文化財及び文化財保護法第百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除
<。)のうち、原則として制作後五十年を経過し、かつ、次の各号のいずれかに該当するもの

一国土の歴史的景観に寄与しているもの

造形の規範となっているもの

=再現することが容易でないもの

[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]

昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号

平成七年三月六日文部省告示第二十四号改正



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20ブ9年r今和元年ノフ2月13日金腰日

rバ類.地球.董象.日本地堀森材都市中心.厨辺長崎地堀地政.だ'会的共遁董本遁剛1

1.私達人類の地球の世界と日本地域について

(1)日本の国の領土と海について(海上保安庁海上情報部の広報資料、内閣府の広報資料等より)

a.領土面積:約38万krr;

b.領海面積(含.内水ン約43万krr;、C.接続水域.約32万krrl、d.排他的経済水域(含:接続水域).約405万knt
e.延長大陸棚:約18万krrt

日本の国の領土の面積は約38万kn1で、世界第61位、領海面積(含:内水)と排他的経済水域(含.接続水域)の合計の面積は約447万krrtで、世界第6位、

領海面積(含:内水)と排他的経済水域(含:接続水域と延長大陸棚の合計の面積は約465万krr;です。

日本の国の領海(含:内水)及び排他的経済水域(含:接続水域)の体積は世界第4位です。

その他、海岸線の総延長距離は世界第6位とも云います。

MEMO

(2)森林、並びに、日本地域の森林について

全世界の森林率(森林被覆率:森林面積の割合)ほ31%であり、日本は森林が国土の68.9%を占め、森林大国と言われる、と云います。

(vvikipedia 森林(最終更新:2019年10月21日(月) 10:15)より)

(3)私達人類の世界の海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源についての、私達当会の理解と提案と要望

①私達当会は、世界の海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源について、世界の人類の根源的な社会的共通資本であり、世界の人類の生活と存在の根幹
を成すと理解します。

②私達当会は、皆様に、世界の海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源について、是を保全すること、を提案し要望します。

③私達当会は、日本地域の豊かな海洋環境と資源、並びに、豊かな森林環境と資源について、日本地域の人類の根源的な社会的共通資本であり、日本の国
の国力の根幹を成すと理解します。

養生所を考える会

④私達当会は、皆様に、日本地域の豊かな海洋環境と資源、並びに、豊かな森林環境と資源について、是を保全すること、を提案し要望します。

改訂1版:2019年(令和元年)12月16日月曜日

⑤私達当会は、私達人類について、私達人類が地球に出現して以来、自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の維持の為に、人類の生存
の環境であり他者たる宇宙と地球の自然を改変して利用し圧力を与え、同時に、之により、自然である人類の自己たる自身の存在と人類の肉体と意識と知能と
行為に圧力を与え之を改変してきたと理解し、常に、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の新たな均衡を形成

する必然に包含されている、と理解します。

⑥私達当会は、皆様に、私達人類が、何人も、常に、遅滞なく、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の新たな
均衡を形成する人類の行為を選択すること、を提案し要望します。

表池知和恭
、

⑦私達当会は、私達人類について、私達人類の現代の世界の社会の生活に於いて、現代に於いて私達人類の概念が様々な局面に拡張した事象に於いて、
私達人類の個体が、それぞれの人類の個体の思念と概念に於いて、人類が常に直面してきた、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と人類の肉
体と意識と知能と行為の新たな均衡を形成する必要、並びに、当該の新たな均衡を達成する方法に到達できない可能性がある、と懸念します。

(以上、内閣府の広報資料より)

⑧私達当会は、私達人類について、私達人類が、宇宙と地球と人類の自然に於いて、私達人類自身が包含されている必然を破却し放棄するならぱ、私達人
類に残される事象は、ただ破滅である、と懸念します。

(以上、海上保安庁海上情報部の広報資料等より)

(私達当会は、私達人類が、人類の自己について、人類の自己の修復(医療行為)を凌駕超越して、人類の自己の改変が出現する事象を、人類の19世紀の
近代西洋に於ける文明の概念を超える事象として、人類の"超文明"と仮定し呼称します。)

2.私達人類の世界の社会と都市、並びに、その歴史と遺跡について

3.日本地域に於ける中心と周辺について

(参考資料:wikiped治都市(最終更新念019年12月16日(月)11.38))
私達当会は、島峡である日本地域について、その中央部分を山稜で地形を構成し、人類が主に島観の周縁部に居住し、地域の中心が複数に分散し、絶対的

差異のある唯一の中心としての都市を構成し難い処、近世に至り、生産物と製造物の商品化と経済化、政治的安定と食糧生産力の増進並びに物流の改善を

背景に、首都機能としての江戸が世界有数の人口を擁する大都市として形成された、と理解します。

私達当会は、日本の中世に於いて現代に通じる日本人の価値観の転換が出現し、明治の日本、又は、近代の成立と併行して、中心と周辺の逆転が生起した

場合が在り得る、と想定します。

ロ)私達人類の世界の社会と都市、並びに、その歴史と遺跡についての、私達当会の理解と提案と要望

4.長崎県地域について

①私達当会は、私達人類にとって、世界の、アジア、ヨーロッパ、アフり力、中東、アングロアメリカ、ラテンアメリカ、オセアニア、それぞれの各地域の都市の多
様な在り方とその歩みが、世界の当該の各地域の人類の多様な在り方とその歩みを提示し、関係する人類の現在の相互の関係と未来の在り方とその相互の

関係に示唆を与える、と理解します。

(1)私達当会は、長崎県地域について、長崎県地域(五島地域の男女群島を含む)の地図上の中心点が平戸島の南部の西方の海上である日本海又は五島

灘一帯にあること、陸地は之を囲む三角環状に、九州地方西部の半島と島観によって構成されること、を認識します。

(2)私達当会は、長崎県地域について、長崎県の面積は423090kl'(100%)~長崎県の島以外の面積は 2,31153kl'(約56%)~長崎県の島の面積は
1,81937k獻約44%)、と認識します。(『令和元年国土地理院全国都道府県市区町村別面積調(7月1日)』ヨリ算出)

②私達当会は、世界の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史が、世界の都市の多様な在り方とその歩み、世界の当該の各地域の人類の多様
な在り方とその歩み、を示現する、と理解します。

(3)私達当会は、長崎県地域について、古来、山稜と海によって、陸上の連続関係と交通に於いて、遮断され、時に、海上の連続関係と交通が主とされ、独立

的地政に在った、と仮定します。

③私達当会は、皆様に、世界の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史の認知と確認と把握と保存と保全と継承、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、長崎地域の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史の認知と確認と把握と保存と保全と継承、を提案し要望します。

(4)私達当会は、長崎県地域について、古来、陸上の連続関係と交通を基盤とする意義の地域の"中心"が確定しにくい、と仮定します。

(5)私達当会は、長崎県地域並びにその島幌について、古来、アジア大陸とその東端の島媛である日本地域を連絡し、人材文物の相互の交流交通において

複数の経路の内のーつの中心的役割を担ってきたと理解します。

(6)私達当会は、長崎県地域の島観について、例えば、"離島"と呼称することを停止し、"径島"(けいとう、みちしま、径=道)と呼称すること、を提案します。

(フ)私達当会は、長崎県地域に於いて、"中心"ど'周辺"との概念の適用を廃止し、陸上の円環関係と海上の面網関係による対等の"ネットワーク(network)"

概念を形成することを提案します。

(8)私達当会は、長崎県地域に於いて、近年想定されてきた"周辺"領域の隆興が、長崎県地域の本源的な安定と隆興に貢献する、と仮定します。

(9)私達当会は、皆様に、長崎地域について、規模拡大による成長経済モデルよりも、中堅小型の安定経済モデルを採用し、同時に、文化、産業、遺跡、歴史、
自然、空間、を計画的に活かし、県庁所在地、長崎県地域の中核都市として、文化経済都市を形成し、長崎県地域の各地域と緩やかに連携し、連接した"資源

の転換再分配"を、より安定的に主導する可能性を選択し、此れ即ち、都市一般、又は、地方都市、又は、地方の中心都市、としての機能と存在意義を再構成
すること、を提案し要望します。

5.長崎県地域について、他者の資産運用の場から自己の資産の運用の場への転換

(1)私達当会は、長崎地域について、先史時代以来、日本海、東シナ海一帯の交流と交易、中世末期以降、西欧文明との交流と交易、近世日本の徳川幕府

の対外政策、通称「鎖国」の四つの窓口(松前:アイヌ・ロシア、対馬.朝鮮、長崎:中国・西欧諸国、薩摩:琉球)のうち唯一の幕府直轄の窓口、即ち、世界の文

明、並びに、勢力軍事事象の情報収集、同事象の受容の窓口として、日本開国の措遣の実施地域、即ち、外交条約交渉の玄関、近代西洋海軍力の創始、近

代西洋技術と工業の導入地として、明治以降の近代の日本に於いて、近代国家として最初の外征となる征台の役の出兵の根拠地、兵員病院等後方支援の地

として、又、西南の役に市中を挙げて兵員病院の展開を受容して政府軍の後方支援の地として、又、両軍傷病兵平等救護の為、後に日本赤十字社となる博愛

社がその最初の病院を市中に開設Lた政府の兵員病院を借用して設置、近世の日本開国の措置の残留を基盤とする近代産業の勃興、上海航路の設置、アメ

り力軍の原子爆弾の投下、同長崎地域の被災、現代の日本の社会の社会基盤を供給する重工業地帯として、総じて、当該地域の当該時代の地政を基盤として、
当該地域外資産の運用の場として機能し、之により、当該地域の文化経済社会を形成してきたと理解し得る、と認識します。

( V2 )

(2)私達当会は、長崎県地域について、当該地域の人類は、現代までに、人類の歩みと当該地域の地政に由来し、当該の地域の内部に蓄積してきた、当該

地域の人類の自己資産、当該地域の人類自らが保有する、社会的共通資本、即ち、人々の経験、記憶、意識と知能、又、その理解、又、智慧、思考と行為の形

態としての文化、造船等在来産業、事実としての遺跡、解釈である歴史、所与である自然、認識としての空問、を当該の地域の内部に蓄積してきた、と理解しま
す。

(3)2019年(令和元年)12月13日金曜日日本地域の新聞各社は紙面に於いて、三菱重工業株式会社が長崎地域に於ける主力工場である長崎造船所香

焼工場を長崎県彼杵半島の長崎県西海市大島町を拠点とする株式会社大島造船所に売却する、と報じました。

(4)私達当会は、皆様に、長崎県地域において、自己の地政を基盤とする他者の文化経済資産たる各種蓄積資本の運用の場から、人類の歩みと自己の地政

に由来して当該地域の内部に蓄積してきた、当該地域の人類の自己資産、当該地域の人類自らが保有する、社会的共通資本、即ち、人々の経験、記憶、意識

と知能、又、その理解、又、智慧、思考と行為の形態としての文化、造船等在来産業、事実としての遺跡、解釈である歴史、所与である自然、認識としての空問、

自己の文化経済資産、の運用の場への転換を行為すること、を提案し要望します。

6.遺跡

(1)遺跡は、人類の活動の痕跡と理解され、人類の宇宙と地球に於ける存在と活動の様々な関係性に由来して、どこにでも、面網(ネットワーグnetw0ホ)とし

て存在します。

(2)私達当会は、世界の人類の活動空間(二面網(ネットワーク:netw0永)として在る遺跡の存在を基盤に、恒久的に、人類の宇宙と地球に於ける存在とその

在り方と活動の様々な関係性を再確認し続けることにより、人類の文化経済活動を安定し、活性し、時に、再認識し、再構築すること、を提案し要望します。

フ.補足(遺跡)

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みの不可逆性に対する、人類世界に於ける唯一の可逆性への担保である、と仮定します。

( 2/2 )
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20ブ9年イ今和元卒ノブ2月ブ3日金躍日 f入類の董象日本地堀長崎地堀霧材都市ゾ

1.日本の国の領土と海(海上保安庁海上情報部の広報資料、内閣府の広報資料等より)

a.領土面積:約38万krr;

b.領海面積(含:内水シ約43万kr6、C.接続水域:約32万kw;、d.排他的経済水域(含:接続水域):約405万krr;、e.延長大陸棚:約18万krr;
※1. b+d=約447万kn;、※2. b+d+e=約465万krrl(以上海上保安庁海上情報部の広報資料)

・領土の面積:約38万krH:世界第61位(以上海上保安庁海上情報部の広報資料)

・領海(含:内フk)及び排他的経済水域(含:接続水域)の面積:約447万krrl:世界第6位(以上海上保安庁海上情報部の広報資料等)
・領海(含:内フk)及び排他的経済水域(含:接続水域)の体積:世界第4位(以上内閣府の広報資料)

・(海岸線の総延長距離は世界第6位とも(他))

2.長崎県地域の陸と島(『令和元年国土地理院全国都道府県市区町村別面積調(7月1日)』より)

(1)市区町村別面積より

MEMO

42長崎県:4,130.90kl'市部:3,641.92kl'郡部:488.98k解 201長崎市:405.86h' 202佐世保市.426.06kl' 203 島原市:82.96kl' 204諌早市34179kボ
205 大村市:126.64h' 207 平戸市:235.10kl' 208 松浦市:130.55h' 209 対馬市:707.42kl' 210 壱岐市:139.42k゛ 211五島市:420.10k市(★男女群島の
面積:438kl'を含む) 212西海市:241.60kl' 213 雲仙市:21431k市 214南島原市:170.11kr' 300西彼杵郡:49.67kr'(207 長与町ユ873k市、308時津町:
20.94k励 320 東彼杵郡:167.54kl'(321東彼杵町:74.28k゛、322 川棚町:3725kr'、323 波佐見町:56.ook励謁0 北松浦郡占778kr'(383 小値賀町:25.52
k'、391佐々町:3226k励 400南松浦群:213.99k永411新上五島町:213.99kr')

(2)付録一・島面積より

[長崎県]

対馬 695.74h'対馬市福江島32634kl'五島市中通島16839kl'新上五島町平戸島163.40hi平戸市壱岐島134.63kr'壱岐市久賀島37.24k市五
島市針尾島33.16k市佐世保市若松島31.14kr'新上五島町宇久島24.94kl'佐世保市奈留島23.68k市五島市福島16.94kr'松浦市生月島16.55
鯆平戸市鷹島16.18h'松浦市的山大島15.16kl'平戸市小値賀島 1226kr'小値賀町大島12.09kl'西海市椛島8.69k市玉島市野崎島7.11岫
小値賀町松島637kr'西海市島山島5.50kl'五島市平島5.47k゛西海市蛎浦島475肺西海市島山島4.70kl'対馬市黒島4.66kr6佐世保市度
島3.57k市平戸市嵯峨ノ島3.16kr'五島市有福島 2.97kl'新上五島町高島2.67kl'佐世保市沖ノ島2.62kr'対馬市江島2'58鯆西海市男島2.50
鯆五島市樺島232k'長崎市串島1.94kl'新上五島町頭ケ島1.86k雨新上五島町牧島1.62k市長崎市斑島 1.58k!'小値賀町ツブラ島1.47k市五
島市黄島139k市五島市日島137k市新上五島町寺島130kl'佐世保市祝言島128kr6新上五島町女島122k市五島市伊王島121k市長崎市
高島1,19鯆高島大島 1.17鯆壱岐市黒島1.12ぱ五島市虫栄螺島1.09kl'五島市池島1.08k市長崎市(長崎県の島面積合計:1,81937kr')

養生所を考える会代表池知和恭

[長崎県]

改訂1版:2019年(令和元年"2月16日月眠日

(3)参考資料一都道府県別面積の順位より

令和元年7年1日面積377β74.92kl'全国

順位:1/47 都道府県コード:01 都道府県名:北海道令和元年7年1日面積:83,42439肺

順位念/47 都道府県コード:03 都道府県名:岩手県令和元年7年1日面積:15,275.olk市

順位:3/47 都道府県コード:07 都道府県名:福島県令和元年7年1日面積:13,7部.90k市

順位:10/47 都道府県コード:46 都道府県名:鹿児島県令和元年7年1日面積:9,187.02鯆
順位:14/47 都道府県コード:45 都道府県名:宮崎県令和元年7年1日面積:フ,73532kl'
順位:15/47 都道府県コード:43 都道府県名:熊本県令和元年7年1日面積:フ,409.45k市

順位:18/47 都道府県コード:39 都道府県名:高知県令和元年7年1日面積:フ,1偽.63k市
順位:22/47 都道府県コード:U 都道府県名:大分県令和元年7年1日面積:6,340.47h'
順位:23/47 都道府県コード:35 都道府県名:山口県令和元年7年1日面積:6,112.53k而
順位:26/47 都道府県コード:38 都道府県名:愛媛県令和元年7年1日面積:5,676.15k!'
順位:29/47 都道府県コード如都道府県名:福岡県令和元年7年1日面積:4,986.51鯆

順位:36/47 都道府県コード:36 都道府県名:徳島県令和元年7年1日面積:4,14675h'
順位:37/47 都道府県コード:42 都道府県名:長崎県令和元年7年1日面積:4,130.90h'
順位:38/47 都道府県コード:25 都道府県名:滋賀県令和元年7年1日面積:4,01738kl'
順位:42/47 都道府県コード:41 都道府県名:佐賀県令和元年7年1日面積:2,4070k市
順位:43/47 都道府県コード:14 都道府県名:神奈川県令和元年7年1日面積:2,41630肺
順位:44/47 都道府県コード:47 都道府県名:沖縄県令和元年7年1日面積:2,281.ook市
順位:45/47 都道府県コード:13 都道府県名:東京都令和元年7年1日面積:2,194.07kr'
順位:46/47 都道府県コード27 都道府県名:大阪府令和元年7年1日面積:1,90529鯆
順位:47/47 都道府県コード:37 都道府県名:香川県令和元年7年1日面積:1β7679h'

[長崎県]等

3.森林(vvikiped1日森林(最終更新:2019年10月21日(月) 10:15)より)

森林化んりん)は、広範囲にわたって樹木が密集している場所である。集団としての樹木だけでなく、そこに存在するそれ以外の生物および土壌を含めた

総体を指す。

樹木が密生している植物群落を樹林(じゅりん)という。高木からなる樹林を森林、高木林(こうぼくりん)、低木からなるものを(低木林)という。

森林、高木林のうち、比較的小規模・低密度のものを林(ほやし)、そうでないものを森(もり、杜)とも呼ぶが、明確な区別はない。なお日本語の「林(はや

し)」は「生やし」を語源とし、「森(もり)」は「盛り」と同語源であるという。日本の農林水産省は、人工的なもの(人工林)を林、自然にできたもの(自然林)を森
と定めているのは語源に沿ったものといえる。・・木の比較的まぱらなものを疎林(疎林)、密集したものを密林(みつりん)という。広域にわたって樹木が繁
茂し、高所から見ると海のように見える大きな森林を樹海(じゅかい)という。国際連合食糧農業機関(FAO)は、森林を「樹冠投影面積力や10%以上であり、
0.5へクタール以上の広さがあり、成木となると5m以上となる樹種の樹林であり、農地等森林以外の目的に使用されていない土地」と定義している。ただ

しこの定義の場合、低木林は森林に含まれないこととなる。

都道府県別面積の順位より算出

令和元年7年1日面積:37フ,374.92kl'全

令和元年7年1日面積:鵠,42439k市北海道

令和元年7年1日面積:230,635.84鯆本州

令和元年7年1日面積:18β0332k'四国

令和元年7年1日面積:42,23037 h'九州

令和元年7年1日面積:2,281.ookr'沖縄

...

(4)長崎県の面積と長崎県の島以外の面積と長崎県の島面積

[森林と人類]

森林は人類にとって非常に有用な空間である。その利用は、安定した自然環境という間接的な利用と、資源産出地としての直接的な利用とに大別される。
森林を扱うための学問分野は林学と呼ばれる。

・長崎県の面積:4,130.90 kr' 100%

■●●

[人為と遷移]

人間の手の全く入っていない森林は原始林、または原生林と呼ぱれ、人為の及ぱない状況においての本来の森林の状況に最も近いものとなっている。自

然に成立した森林は天然林、または自然林と呼ばれる。天然林には原生林のほか、人間が伐採した後全く手が加わらず、自然のままに再生した天然生林

なども含まれる。森林伐採後、植林などを行わず放置して残存する種子から再び森林が再生するのを待つ方法を天然更新、同じく株根を放置してそこから

新たな芽が出ることを待つ方法を萌芽更新と呼び、樹種や自然条件によっては植林の代わり1ここうした方法を取って森林再生を待つこともある。また、天然

林は必ずしも人間の手が入っていないわけではないものも多い。天然林と言えど、たとえぱ人問がある程度の伐採をしたり、狩猟や採集などで圧力を加え

たことで本来の生態系から離れた新しい均衡が保たれているものも多い。たとえぱ里山などはほぼ天然林であるが、肥料にするための下草の採集や薪炭

用としての木材の利用などが定期的に行われ、人間の圧力のもとで新たな均衡が保たれていた。これに対し、木材の生産や治山などの目的で人間が植林

を行い成立した森は、人工林と呼ぱれる。特に木材生産用の人工林においては単一の樹種が一斉に植えられていることが多く、天然林に比べ生物多様性

が少なくなりがちである。また、人工林は人間が目的を持って植えた森林であるため、その目的を十全に果たさせるためには定期的な人問の手入れが必要

である。

上記の原生林は一次林とも呼ぱれるが、これに対し伐採や山火事などで本来の植生が失われたのち、自然に、または人工的に再生した森林のことを二次

林と呼ぶ。二次林は自然状態の場合、まず新たにできた裸地にコケ類が進入し、次いで草原が成立したのち、樹木が侵入して森林の形成が始まる。まず最

初に生育する樹木は、生育に多くの光を必要とするため日当たりの良いところを好む陽樹である。陽樹は草本と日照を巡って争うものの背の高い樹木がや

がて勝利し、まず陽樹の低木林が形成される。低木林がまず形成されるのは、高木より低木のほうが成長が速いためである。しかし低木林においてはいま

だに林床に多くの日光が差し込むため陽樹も生育でき、やがて高木が低木を押しのけて成長して陽樹林ができる。しかし、陽樹の高木林がいったん成立す

ると林床にはあまり光が届かなくなるため、生育に多くの光を必要としない陰樹が林床にて生育するようになり、陽樹と陰樹の混生林が成立する。この場合、

光の届かない林床ではもはや陽樹が生育しないため、新たに生育する木は陰樹のみとなる。そして陽樹が寿命を迎え枯死すると、いまだに生育を続ける陰

樹のみの森林が成立するというプロセスをたどる。これを遷移と呼ぶ。また、遷移が最終段階に到達した森林を極相林と呼ぷ。ただし極相林はそのまま不

変であるわけではなく、樹木の枯死や倒伏などによって更新される。倒伏などによってできた空き地では日当たりがよくなるため、再び陽樹が生育し、以後

上記のプロセスをたどる。この場合、倒木を礎としてその上に新たな木が生育する、いわゆる倒木更新が起きることもある。こうして極相林は断続的に更新

されていく。

[森林破壊と森林の現況]

農地の開墾や焼畑農業、人類の活動による山火事、薪炭用や産業利用などによる森林の過剰伐採や破壊は、有史以来多くの文明で起こっていナニ。しかし

地球上の森林の減少速度が加速したのは、産業革命の本格化した19世紀中盤以降である。20世紀中盤には産業化の進んだ北アメリカやヨーロッパなど

においては森林破壊が一段落したのに対し、特に20世紀後半以降、アジアやアフり力、中央アメリカ、南アメリカに広がる熱帯雨林地域を中心1こ森林破壊

が急速に進行するようになった。こうした熱帯雨林の急速な減少の主因となっているのは、無秩序な農地開発と薪炭用の森林伐採である。熱帯諸国の人口

増加により農地への人口圧が増し、増えた人口をまかなうために熱帯雨林が積極的に開墾され始めたため、森林破壊が拡大した。こうした開墾はしぱしば

焼畑農業などの非常に伝統的な方法で行われたが、従来の焼畑農業が農地としての利用が終った後森林が再生し地力が完全に回復するまでの十分な時

間的余裕をもって運用されていたのに対し、20世紀後半以降は人口増加による未開墾地の減少によってこのサイクルが崩れ、地力が回復していない土地

も焼畑を造成したため、熱帯雨林の荒廃を招くことになった。こうした個々の農民による破壊のほかに、大規模な農業開発による破壊も進行中である。この

大規模開発による滅少が特にはなはだしいのは世界最大の熱帯雨林であるアマゾン熱帯雨林であり、とくに牛肉を生産するための放牧地の造成や大豆栽

培用の農地開発によって森林破壊が進行している。

熱帯諸国における人口急増は農地の過剰開発のほか、薪炭材の利用急増という形でも森林にダメージを与えた。こうした諸国においては電力やガスといっ

た他のエネルギー源が供給されることが少なく、木質燃料がほぼ唯一の燃料となっているため、人口増加はそのまま薪炭材の利用急増に直結し、森林破

壊の一因となった。このほか、主に先進諸国への木材輸出のための伐採や、山火事も森林破壊の大きな要因のーつとなっている。

2010年の世界の森林面積は40億3千万hヨであるが、上記要因のため世界の森林は総体として減少傾向にある。2000年から2010年までの増加・減少

を通算した平均では520万へクタールの森林が毎年滅少している計算になる。ただし、1990年から2000年の平均830万へクタールに比べれぱ減少幅

は大幅に縮小しており、増加分を組み入れない純粋な伐採面積も縮小傾向にあることから、総体としては森林破壊はやや歯止めがかかった状態となってい

る。一方で大規模伐採はいまだ継続しており、特に薪炭・小規模農地開発による現象が著しいアワり力と、アマゾンの大規模農地開発のすすむ南アメリカに

おいて減少が大きい。これに対し、大規模開発の一段落した地域では大規模開発の抑制や新規の植林の進展、耕作放棄地における自然林の復活などに

よって森林の減少に歯止めがかかっており、北アメリカでは森林量はほぼ横ぱい、ヨーロッパでは増加傾向にある。アジアにおいては東南アジアにおいて森

林減少が進む中、日本はほぼ横ばい、中国は大規模な植林の推進によって森林量は増加しており、全体としては森林は大幅に増加している。

各国の森林面積の割合は、森林率(森林被覆率)という数字で表される。全世界の森林率は31%である。この数字は樹木が育成しやすい気候で、農地開

発が気候や地形などで制約を受けた国家、すなわち冷帯や熱帯雨林地帯の各国や、多雨地域で山岳部を多く抱える国家において高くなる傾向がある。日

本も森林が国土の68.9%を占め、森林大国と言われる。

・長崎県の島以外の面積:2β11'53k市:約56%

(2-(1)、(2)より)

( V6 )

・長崎県の島の面積:1,81937kr':約44%

...

( 2/6 )



4.都市(V、/ikipedia都市(最終更新:2019年12月16日(月) 11:38)より)

...

[都市共通の機能]

機能の種類

[規模]

1.東京:38,140,000人 2.デリー:26,454,000人 3.上海:24,484,000人 4.ムンバイ:21,357,000人 5.サンパウロ:21,297ρ00人 6.北
京:21,240,000人 7.メキシコシティ:21,157,000人 8.大阪:20β37,000人 9.カイロ:19,128ρ00人 10.ニューヨーク:18,604ρ00人(出
典:国際連合)

《世界の都市人工の順位(2016年)》

政治・行政機能

[都市人口の歴史]

歴史・地理学者は、文献や遺跡の面積、それぞれの時代の生産性から都市人口を推定している。古代・中世の人口統計は残っている方がまれであり、そ

の信頼性も低い。

■●■ 商業機能・一交通・通信機能・一教育・文化・娯楽機能・一医療・福祉機能・・・

以下1850年頃までに100万人以上の都市域人口を有していたと推定されている都市に関し、二人の学者のピーク時推定人口を列挙する。史料が乏しい

場合の推定人口の誤差は大きく、しぱしぱ桁すら変わってしまう。より詳しい推定値については

①Cho"d1引(1987)②Mod.1$kl(2003)③備考()内は最大推定

パータリプトラ(パトナ)①紀元前361年150,000人②紀元前300年400,000人③ーアレクサンドリア(アル=イスカンダリーヤ)①紀元前60年325,000人②
紀元前100年1,000,000人③(110万人)ローマ①紀元100年450,000人 171-180年600,000人 271.280年500,000人@紀元100年1,000,000人 200年
1,200,000人 300年1,000,000人③(171-200年200万人)コンスタンティノポリス(イスタンブール)①500.565年600,000人 9U年診0,000人 1600-1650年
700,000人 1675-1690年750,000人 1850年785,0卯人②600年600,000人 1000年600,000人③(944,1000年100万人 1600.1650年110万人 1885年城壁内
8乃,565人)京兆府長安(西安)①700-750年800,000人②700年1,000,000人③(700-750年200万人)マディーナ、ト・アル=サラーム(バクダッド)①932年
1,100,000人 1000年125,000人 1100年150,000人 11501258年100,000人②900年900,000人 1000年1,200,000人 1100年1,200,000人 1200年1,000,000人③
(900.932年300万人 1000年150万人)アル=クルトゥ(コルドバ)①1000年450,000人②1000年450,000人③(1000年100万人)ヤショダラプラ(アンコー
ル)①1000年200,000人 1200年150,000人②1000年400,000人③(1200年150万人)松都(開城)①927-1100年60,000人②一③(100万人)東京開封都
(}卞都)①1100.1102年442,000人 1232年210,000人②1100年1,000,000人 1200年1,000,000人③(1100-1102年200万人)1232年金史90万人虐殺メルヴ
(マリ)①1150年200,000人②一③(1150年150万人)臨安府銭塘(杭州)①1200年255,000人 12乃・1350年432,000人②1200年1,000,000人 1300年
1,500,000人③1250年頃臨安府302,800戸(1273.1350年250万人)北京(大都路大興、順天府大興)①1270-1300年401,000人 1575-1600年706,000人 1800
年1,100,000人 1845-1850年1,648,000人②一年1,100,000人 1500-1600年1,000,000人 1800年1,100,000人③1270年大都路401,350人 1579年順天府
706,861人(1800年150万人)アル=カーヒラ(カイロ)①1348-1349年494,000人 1500年400,000人②一③B48-9年アプ・ルゴド.モスク494へ'ストで20万人死去
応天府江寧(金陵、南京)①1400年487,000人②1400年1ρ00,000人③(140万人)ヴィジャヤナガル①1500年500ρ00人②一③(130万人)平安京(京
都)①16241623年410,000人②一③1632年410,098人(130万人)エスファハーン①16乃・1675年360ρ00人②一③(110万人)アユタヤ①1767年'、
180,000人②1700年1,000,000人③一江戸(東京)①1721年700,000人 1798-1804年685,000人 1854年788,000人②1800年1,000,000人③(1721年100万
人 1798-1804年130万人 1854年120万人)ロンドン①1800年861,000人 1850年2,320,000人②1800年1,000,000人③1801年C卿oflo"do0128,129人.1nner
Loodon959,310人 1851年:ciw oflondon 127,869人.1"nerLondon2,363,341人広州①1800年800,000人 1825・1835年900,000人②1800年1,000,000人③
(1825.1部5年仏山を含む150万人)パリ①1775年600,000人 1850年1,314,000人②一③1851年城壁内1,053,262人

アジア

アジアには、伝統的に大都市が多い。これは、ベースとしての地域人口が多いからであり、一帯で主食とされているニメは、小麦と比較して農地当たりの生

産性に優れているため、人口が増加しても、一定の食糧を賄えるためである。

すなわち、単位面積当たりの収量が多い稲作が、アジアの都市の大人口を支えてきた。漢書によると、紀元2年の人口調査で長安には80,800戸246,20
0人の人口がいたとされており、戸籍に残らなかった人口を含めて40万人程度の人口を抱えていたと推定されている。以降、中国では唐代の長安、北宋~

金代の開封、南宋~元代の杭州(銭塘)、明代の南京、元代以降の北京などが、人口100万人を超える大都市であったと推定されている。日本においても、

平城京や平安京、平泉、鎌倉などが10万人以上の人口を有していたと推定されている。

上の

中世末期(日本においては近世とも呼ぱれる)にほ、江戸が人口100万人を超え、当時の世界においては北京やイスタンブール(当時はコンスタンティノ
プール)と並ぷ最大規模の都市であった。

人口を参照。

近代以降、アジアにおける人口爆発は大都市の急成長を促す事になる。

明治維新以後、東京市は成長を続けて20世紀初頭には数百万人規模の都市になっていナこ。なお、当時は大阪も東京に匹敵する規模を持っており、関東

大震災後には一時的に大阪は東京を上回る規模になった。

ヨーロッパ

古代ヨーロッパにおいて、ローマが200万人とも推定される巨大都市へと成長した後は、商業の衰退や荘園化、相次ぐ異民族の進入や内乱による都市の

破壊が進み、ヨーロッパの都市は軒並み衰退した。

第二次世界大戦の戦災で人口が減った東京は、戦後復興の中で再び成長した。現在では、東京は、「都市」として見た場合には約1,000万人の規模である
が、「都市圏」として見た場合には神奈川、千葉、埼玉、茨城に住宅地が広がり、3,400万人とも言われる人口を抱える規模になっている。また、大阪市も京
都市、神戸市と複数の核を合わせると都市圏人口1,700万人の規模であり、続いて名古屋、福岡、札幌が都市圏人口200万人以上の大都市圏となってい

る。

中世の都市人口は、最大でも40万から60万人規模(後期ウマイヤ朝の首都コルドバや、東口ーマ帝国の首都コンスタンティノポリスなど。いずれもイスラム
圏や東方正教会の影響圏)であっナこ。特に、西ヨーロッパでは10万人規模を超えた仰」はまれであった(百年戦争休戦期のパリが推定28万人、最盛期の

ヴェネッイアが推定11万人)。大航海時代到来後、ヨーロッパ各所に10万人規模を超える都市が出現する。

20世紀後半には、工業化の進んだ国だけではなく、途上国でも都市人口が急増した。より良い雇用や教育の機会を求めて、地方から過密都市に多量の人

口が流入したためである。中華人民共和国、インド、パキスタンなどの大人口国家においては、名目で1千万人を超える巨大都市を初めとして、大都市が首

都以外にも幾つも生まれている。

産業革命後、工業の集積でロンドンが巨大化。数百万人規模の都市となり、19世紀中葉において世界最大の都市となった、その後、各地で工業化が進む

につれ、人口100万人を超える大都市が複数生まれた。

都市部への一極集中などによって大都市が過密化してくると、地方、国内の拠点だけでなく海外との交流拠点も担うグローバル化が進行するため、地価は

高騰し、中心部はより高次な開発が求められるようになる。その結果、中心部に北米の大都市を思わせるような超高層ビルが建ち並ぶ大都市が幾つも見ら

れるようになってきた。経済成長が顕著な中華人民共和国や東南アジア、インド、中東(後述)1こついては、このタイプの都市が多く、近年は内陸部の拠点都

市でもそのような都市形成が行われている。住宅開発も市街地拡大に沿って行われていき、主に自動車道に沿って、中層階級のための団地が延々と建設

されていくが、一方で肥大化する都市形成にインフラや交通基盤の整備などが追いつかず、道路渋滞や通勤ラッシュが慢性化しているほか、その外れには、

都心や団地に住めない貧困層が、不法にスラムを形成している例が多い。

現代では、ヨーロッパの人口停滞を背景に、都市の急成長は見られなくなった。主に、各国の首都が大都市となっている他には、大都市は少ない。首都以

外での大都市の例としては、バルセロナ、バーミンガム、ミラノ、ハンブルク、ミュンヘンなど、国民国家誕生以前の地方国家の首都だった都市や、産業革命

で鉱工業都市となった都市がある。

また、中心市街が歴史的価値を持っている都市が多いため、都市開発に制限が設けられている(市街地事態が世界遺産に登録されている都市も多い)。そ

のため、アジアや北アメリカのように、摩天楼が林立する大都市は成立し難い。第二次世界大戦の空襲で完全に破壊されたドイツの金融都市・フランクフル

トや、中心市街地付近の廃壊をビル街として再開発したロンドン(ドックランズ)や、ベルリン(ボツダム広場)、ヨーロッパの玄関口に位置するロッテルダムな
どは例外である。

現代の始まり以来、機能的でフレンドリーな方法で都市を創造する努力がなされてきました。典型的な例は、16世紀に設立されたボーランドのザモシチ市

である。ザモシチは、ルブリン市から約80kmの高地に建設された。当時、通りや建物の特別なレイアウトのおかげで完壁な都市であった。

ヨーロッパではロシアのモスクワのみ力ξ'1000万人を超える人口を誇っている。

アフり力

アフり力では、紀元前からエジプト1こおいて都市が発達している。特に、へりオボリス近隣は都市が少しづつ場所を変えて成長し、フスタート、カイロへと発展

する。学者によってはプトレマイオス朝時代のアレキサンドリアは100万人を超える人口を抱えていたと推定している。また、フェニキア人が植民都市とした

カルタゴも全盛期には50万人規模の人口があったと推定されており、ローマ時代も北アフり力の重要な都市都市として栄えていた。

7世紀以降、イスラム教の伝播により、各地に祭礼と交易の拠点が築かれ、アフり力北部で都市が発達した。サハラ砂漠を越えるキャラバンなど交易の網は

広がり、次第にサハラ以南においても都市が発達した。

大航海時代以降、ヨーロッパ諸国による奴隷貿易や商品貿易の拠点として、西アフり力のギニア湾沿岸に港湾都市が建設されナニ。以降、植民地の統括中心

地として各地に都市が作られた。

第二次世界大戦後、アフり力の年を経て独立した国々が、自らの都市として整備を開始したが、問もなく各地で内戦が勃発。長引く戦乱により、経済活動が

停滞して発展を阻害されている。一方、各国の首都などには、地方から飢健や内戦を逃れたり、教育や雇用の機会を求めて人口が流入し、無秩序な拡大

の一途をたどっている。収容し切れない人口は、都市周辺にスラムを形成している。

( 3/6 )

中東

中東は、人類が初めて都市を作った場所のーつであり、初めて戦争を行った場所のーつである(ハモウカルを参照)。以来、多くの王国や帝国が生まれ、東

西貿易の拠点として商業貿易が繋栄していナこ。ウル、ウルク、バビロン、スーサ、ニネヴェ、ダマスカス、エルサレム、ペルセポリス、セレウキアと対岸のクテ

シフォンなどがその典型である。その多くは、川の流れの変化や政治的拠点の喪失などにより衰退しナ=。

イスラム教の拡大により11世紀頃には、世界でも最先端の技術と文化が生み出される繁栄の拠点となっナこ。百万都市のバグダード、イスラム教の聖地メッ

カ、バスラ、アデン、イスファハン、または、ヨーロッパ側のイスタンブール、アフり力側のカイロなども、イスラム文化の中心地として繁栄した。

大航海時代以降、陸上貿易が衰えて、商業拠点としての優位性を失った都市は、次第に発展が頭打ちとなり、19世紀にはヨーロッパの都市発展を前に、

相対的な没落を経験する。その一方で、ベイルートが欧米との玄関口となる港湾都市として発達。1975年のレバノン内戦勃発まで中東で重要な経済・貿

易拠点となった。

アングロアメリカ

アングロアメリカでは、ミシシッピ文化の時代に各地で大規模な祭祀センターが築かれ、カホキアは最盛期に人口が1万人に達したと考えられている。しかし、

ヨーロッパ人と接触したころには、すでに人々の分散が進んでいた。

17世紀ごろから西欧諸国による植民地化が始まると、大西洋庠に新たな都市が誕生していった。当初、大西洋岸に限られていた都市は、19世紀後半には

中西部から太平洋岸にまで存在するようになり、その中の幾つかは、20世紀初頭に大都市となっナニ。

アングロアメリカの都市は、世界に先駆けてモータリゼーションを経験した事から、自動車保有を前提にした都市計画が実施されると共に、連邦制国家であ
るために、各地で生み出された富や技術がさほど中央に伝播せずに蓄積し、商業、工業などの産業を成熟させたため拠点都市が幾つも形成されることに

なっナこ。また、さほど自治体やカウンティの合併も行われていない。このため、中心となる都市の人口だけを見て、他国の都市と比較する事はほとんど意味
を成さず、都市地理学などでは都市圏のレベルで都市規模を分析することが多い。分析の指標としては都市圏で分析したMSA(Met0ゆPolitan statistlc
area)、広域都市圏で分析したCSA(combin8d statistic ar8a)などがある。以下の数値はCSA及びMSA(2010年)での例示である。

主たる例示として、サンフランシスコ市が挙げられる。サンフランシスコの人口は81万人であるが、東岸のオークランドを含めたMSAでは468万人、サンノ

ゼなどの近郊都市も含めたサンフランシスコ都市圏のCSAは875万人にも上る。また、ワシントンD.C.(市域68万人、MSA613万人、ボルティモアを含め
たCSAで967万人)、ボストン(市域62万人、 MSAで455万人、プロヴィデンスなどを含めたCSAで818万人)、アトランタ(市域42万人、 MSAで579万

人、 CSAで645万人)、シアトル(市域61万人、 MSAで380万人、CSAで468万人)、マイアミ(市域40万人、MSAで607万人、CSAで672万人)など

が代表的である。他にはミネアポリス及びセントポールのTwln ciw(双子都市X市域:ミネアポリス41万人、セントボール30万人、MSAで355万人、CS
Aで389万人)、デンバー(市域69万人、MSAで285万人、CSAで347万人)などがある。アメリカ以外ではカナダのトロント(都市圏550万人)などが代
表であり、高層建造物が林立する大規模なCBD(業務中枢地区)が見られ、地域中心都市、あるいはグローバル都市として顕著な拠点性を持つ。
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デトロイト(市域71万人、CSAで532万人)、ボルティモア(市域62万人、CSAはワシントンD.Cを含め967万人)、クリーブランド(市域38万人、CSAはア

クロンなどを含め348万人)、セントルイス(市域31万人、CSAで291万人)、ピッツバーグ(市域30万人、CSAで264万人)、シンシナティ(市域30万人、

CSAで222万人)、りツチモンド(市域22万人、MSAで128万人、CSA算出なし)、バーミングハム(市域21万人、CSAで136万人)などのような歴史の

古い拠点、産業都市は、中心市街の空洞化、インナーシティのスラム化、再開発に伴う建物の高次化・地価高騰などによって住民が郊外に移住したことに

より、都市圏が拡大された例もある。他にハートフォード、ソルトレイクシティ、デイトン、グランドラピッズなどは、市域人口は20万人未満だが、MSAでもオ0

0万人を超えている。極端な例では、オールバニ(市域9.8万人、CSAで1'17万人)、グリーンビル(市域5.8万人、CSAで136万人)、ハリスバーグ(市域
5.0万人、CSAで122万人)なども存在する。

反面、1970年以降になって急速に発展した西海岸やサンベルトなどの都市は人口増加のため広域合併などによって市域を拡大したため、市域人口に反
してMSAやCSAが比較的少数であるケースも見られる。フロリダ州のジャクソンビル市は都市人口は約82万人で、州内で一番多いが、広域合併によって

市域を拡大したためにCSAで計ると160万人に過ぎず、市域人口24万人のオーランドのCSA(320万人)より小規模である。他の例ではエルパソ、オース

ティン、サンアントニオ、サンディエゴ、サンノゼ、シャーロット、フェニックス、ポートランド、ナッシュビル、ツーソン、アルバカーキ、フレズノなどの停1が挙げら
れる。また、西海岸・サンベルト諸都市以外では、インディアナポリスやコロンバスなどの例があるが、これらの都市は社会的な人口増加が顕著であり、古く
からの大都市圏を席巻するようになってきている。

一方で、MSAやCSAだけで、確実に都市規模を算出できるわけではない。ーつ目の問題は、カリフォルニアやテキサス、フロリダなどの流入人口増加が顕
著な地域において、CBDも形成されないような衛星都市、回廊都市に対し、人口の値が大都市並みに算出されることがある。このような例としては、カリフォ
ルニア州サンバーナーディーノ及びりバーサイド(ロサンゼルス東部に位置する内陸都市。MSAでは周辺の都市を含め、440万人《全米13位》の規模に上

るが、CBDが殆ど形成されていない(人口10万人ほどの小規模MSA程度)。なお、CSAではロサンゼルス広域大都市圏に含む)、テキサス州マッカレン

(メキシコ湾岸の都市。メキシコ国境にあり、主要道が通っているため、人口流入が著しくMSA換算では80万人強に上るが、ロードサイドしか発展していな

い)、フロリダ州タンパ近郊のケープコーラル(MSA66万人強)などが挙げられる。これらの都市は、ブーンバーブと呼ばれているものが多い。

もうーつの問題は、MSA及びCSAは、あくまで拠点、中心都市をべースにした統計上の算出のため、大都市の衛星、近郊都市(特に中心地に跨がった他
州の都市など)1こおける都市規模を測れないことである。このような例では、ニューヨーク大都市圏近郊の衛星都市、ニューアーク、ジャージーシティやロサ

ンゼルス近郊の衛星都市、アナハイムなどがある。

ラテンアメリカ

ラテンアメリカでは、古来より祭礼の中心地として、メキシコ及びグァテマラやアンデスとしてテオティワカンやテノチティトラン、クスコなどの都市が盛えた。

大航海時代にスペインとポルトガルが侵略したため、これらの都市は破壊され、跡地はメキシコシティなどキリスト教を中心とする植民都市となった。また、

大西洋沿岸部に、ヨーロッパとの金やエメラルドの交易窓口としてカリブ海沿岸やブラジル、アルゼンチンなどに港湾都市(カルタヘナ、ブエノスアイレス、リ

オデジャネイロ、レシフ工など)が建設され、19世紀後半から20世紀前半にかけて、農作物の集散地と欧州への輸出拠点として、これらの都市は繁栄した。

太平洋沿岸に築かれたりマなどの都市からはパナマ地峡を経てヨーロッパへ金や銀が運ばれた。

20世紀後半も、工業化により都市の成長は続き、サンパウロ、メキシコシティ、ブエノスアイレスなどの千万人規模の都市が複数ある。また、2億人近くの人

口を抱えるブラジルではクリチバやレシフ工など各州の中心都市も近代化が進んでいる。その一方で、アジアやアフり力と同様に、これらの都市も人口流入

とスラムの形成が深刻である。

また、ラテンアメリカの大都市は、植民地時代の名残の残る歴史的な旧市街と、富裕層が集まる近代的な新市街に分かれている場合が多く、階級社会を象
徴している。

オセアニア

オセアニアでは、19世紀あたりからアングロ・サクソン人の支配が始まり、それに従って各地に拠点となる都市が開発された。だが、大陸の大半を占める内

陸部は居住に適さない砂漠であるため、人口はわずか2000万人に過ぎず、そのうちの多くがシドニー、メルボルンなどの拠点都市に居住している。また、

一般に知られるシドニーやメルボルンの人口規模はいわぱ都市圏での換算であり、シドニー市の市域人口はわずか5万人に過ぎない(ブリスベンは市域を

合併したために唯一都市圏人口と合致する)。一方、オーストラリアを除けぱ、後大規模な都市を形成しているのはニュージーランドのオークランドぐらいで、

太平洋上の島螺国は観光業主体や産業が不毛である上、平地が少なく都市形成には不適であるために、大都市の形成は行われていない。

[都市の成立要件]

地形的要件平野の中心部盆地

麓渡津(としん)陸繋島(トンボロ)

形態的要件

[機能別分類]

首都以外の特別市

行政都市・政治都市一首都一州都一道都・地方中枢都市港湾(商業)都市

都市・研究都市資源都市観光都市保養都市宗教都市田園都市

ローマ帝国内)、双子都市、衛星都市、自治都市、内陸都市など

城下町

一般に、首都は「特別市」として、一市単独で州・道を構成する所も多い。しかし、首都以外でも、過密になり大都市となっている市もある。その中にも、「特別
市」として、一市単独で州・道を形成する所もある。以下にその例を挙げる。

.....

・釜山広域市

門前町・寺内町

〔行政]

谷口湾の窪み海峡の両端

地下資源国境

5.当会の提案と要望

日本の行政制度

0)海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源について

・上海市

日本国外の都市行政制度

宿場町

①私達当会は、世界の海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源について、世界の人類の根源的な社会的共通資本であり、世界の人類の生活と存在の
根幹を成すと理解します。

大都市や小都市や村落など、規模を問わず、基礎自治体を同じ名称で呼ぶ国はヨーロッパに多く見られる。

この代表的な国家には、フランスやイタリアなどがある。これらの国家では、パリやミラノのような大都市でも、カンヌのような小都市でも、カマンベールのよう

な村落でも、全て「commun8(仏:コミューン)」や「comune(伊:コムーネ)」と呼ぱれる。イタリアでは、市役所(・村役場)のウェブサイトのUR1において"CO

mune"の後に都市名(・村落名)が付く自治体が多い。

・重慶市

②私達当会は、皆様に、世界の海洋環境と資源、並びに、森林環境と資源について、是を保全すること、を提案し要望します。

港町

・特別区(東京)

③私達当会は、日本地域の豊かな海洋環境と資源、並びに、豊かな森林環境と資源にっいて、日本地域の人類の根源的な社会的共通資本であり、日本
の国の国力の根幹を成すと理解します。

古代政庁の町

・ハンブルク

運河の両端

④私達当会は、皆様に、日本地域の豊かな海洋環境と資源、並びに、豊かな森林環境と資源について、是を保全すること、を提案L要望します。

⑤私達当会は、私達人類について、私達人類が地球に出現して以来、自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の維持の為に、人類の生
存の環境であり他者たる宇宙と地球の自然を改変して利用し圧力を与え、同時に、之により、自然である人類の自己たる自身の存在と人類の肉体と意識と
知能と行為に圧力を与え之を改変してきたと理解し、常に、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の新たな均
衡を形成する必然に包含されている、と理解します。

・政令指定都市一20市

河口・可航河川沿岸

⑥私達当会は、皆様に、私達人類が、何人も、常に、遅滞なく、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と人類の肉体と意識と知能と行為の新
たな均衡を形成する人類の行為を選択すること、を提案し要望します。

⑦私達当会は、私達人類について、私達人類の現代の世界の社会の生活に於いて、現代に於いて私達人類の概念が様々な局面に拡張した事録に於
いて、私達人類の個体が、それぞれの人類の個体の思念と概念に於いて、人類が常に直面してきた、宇宙と地球の自然の存在と自然である人類の存在と
人類の肉体と意識と知能と行為の新たな均衡を形成する必要、並びに、当該の新たな均衡を達成する方法に到達できない可能性がある、と懸念します。

⑧私達当会は、私達人類について、私達人類が、宇宙と地球と人類の自然に於いて、私達人類自身が包含されている必然を破却し放棄するならぱ、私
達人類に残される事象は、ただ破滅である、と懸念します。

〆

・中核市一58市

工業都市

海底都市

湖岸 滝線(湿布線ともいう)

農業・フK産業・林業都市軍事都市学術

その他の都市自由都市、帝国自由都市(神聖

・施行時特例市一27市

(私達当会は、私達人類が、人類の自己について、人類の自己の修復(医療行為)を凌駕超越して、人類の自己の改変が出現する事象を、人類の19世紀
の近代西洋に於ける文明の概念を超える事象として、人類の"超文明"と仮定し呼称します。)

(2)都市の歴史と遺跡について

①私達当会は、私達人類にとって、世界の、アジア、ヨーロッパ、アフり力、中東、アングロアメリカ、ラテンアメリカ、オセアニア、それぞれの各地域の都市
の多様な在り方とその歩みが、世界の当該の各地域の人類の多様な在り方とその歩みを提示し、関係する人類の現在の相互の関係と未来の在り方とその
相互の関係に示唆を与える、と理解します。

峠の
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②私達当会は、世界の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史が、世界の都市の多様な在り方とその歩み、世界の当該の各地域の人類の
多様な在り方とその歩み、を示現する、と理解します。

③私達当会は、皆様に、世界の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史の認知と確認と把握と保存と保全と継承、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、長崎地域の都市と都市に関係する遺跡とその他の文化財と歴史の認知と確認と把握と保存と保全と継承、を提案し要望します。

( 6/6 )



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

2019年r分和元年ノブ2月ブ3日金躍日
1癌崎地友の入類盲らガ旅有ずるだ会的共遁苛本の確詔と侠守と暦房

現允の入類の哲象、戈剪仁於ゲる癌崎触域の現允の地政の形成入類・戈1乞'・蓙美・遁剛・屋史・目然・空局ダゾ

2019年(令和元年)12月13日金曜日、日本の新聞各社は、三菱重工業株式会社が同長崎造船所

香焼工場を長崎県西海市大島町に本拠を置く大島造船所株式会社へ売却する旨、報じました。

旧本経済新聞朝刊第一面:「三菱重、主力造船所を売却大島造船に業界再編が加速一三菱重工業

は創業の地である長崎市内に持つ2つの造船所のうち、主力の香焼にうやぎ)工場を売却する。造船

で国内3位の大島造船所(長崎県西海市)に売却する方向で、売却額を含めて調整中だ。三菱重工は

液化天然ガス(LNG)など大型資源運搬船の建造から実質的に撤退する。造船業界では中国・韓国勢

が統合に動いており、国内でも業界再編が加速する。ー・」、長崎新聞朝刊第一面:「三菱重香焼工場

売却検討生産体制縮小大島造船所と交渉一三菱重工業が長崎造船所香焼工場(長崎市香焼町)を

売却する方向で大島造船所(西海市)と交渉していることが12日、関係者への取材で分かった。主力の

液化天然ガス(LNG)運搬船の受注環境が厳しく、生産体制を縮小する。・ー」)

MEMO

私達当会は、長崎地域について、先史時代以来、日本海、東シナ海一帯の交流と交易、中世末期以降、

西欧文明との交流と交易、近世日本の徳川幕府の対外政策、通称「鎖国」の四つの窓口(松前:アイヌ・

ロシア、対馬:朝鮮、長崎:中国・西欧諸国、薩摩:琉球)のうち唯一の幕府直轄の窓口、即ち、世界の文

明、並びに、勢力軍事事象の情報収集、同事象の受容の窓口として、日本開国の措置の実施地域、即

ち、外交条約交渉の玄関、近代西洋海軍力の創始、近代西洋技術と工業の導入地として、明治以降の

近代の日本に於いて、近代国家として最初の外征となる征台の役の出兵の根拠地、兵員病院等後方

支援の地として、又、西南の役に市中を挙げて兵員病院の展開を受容して政府軍の後方支援の地とし

て、又、両軍傷病兵平等救護の為、後に日本赤十字社となる博愛社がその最初の病院を市中に開設し

た政府の兵員病院を借用して設置、近世の日本開国の措置の残留を基盤とする近代産業の勃興、土

海航路の設置、アメリカ軍の原子爆弾の投下、同長崎地域の被災、現代の日本の社会の社会基盤を

供給する重工業地帯として、総じて、当該地域の当該時代の地政を基盤として、当該地域外資産の運

用の場として機能し、之により、当該地域の文化経済社会を形成してきたと理解し得る、と認識します。

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、長崎地域の存在の在り方が、日本地域と世界の地域の在り方、その文明に、その相互関

係に於いて、相互に有意な影響を形成し、有意な蓄積を形成して来た、と理解します。

私達当会は、冒頭に紹介した記事が示唆する処、即ち、長崎地域の外部資産の長崎地域に於ける運

用行為が縮小する傾向が明らかとなった現在、長崎地域に関係する人類が、地球の人類社会文明との

関係に於いて、当該の地域の内部に蓄積してきた、当該地域の自己資産、当該地域の人類自らが保有

する、社会的共通資本、即ち、人々の経験、記憶、意識と知能、又、その理解、又、智慧、思考と行為の

形態としての文化、造船等在来産業、事実としての遺跡、解釈である歴史、所与である自然、認識とし

ての空間、を丁寧に確認し、把握し、保守し、同時に、人々の生活の中に、活かすこと、継承することが、

長崎地域の文化経済活動にとって、第一義に、その基盤、安定として有意である、と理解します。

一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

私達当会は、皆様に、長崎地域に関係する人類が、長崎地域の外部資産の長崎地域に於ける運用行

為を期待するに優先して、当該地域の内部に蓄積してきた当該地域の自己資産、当該地域の人類自ら

が保有する社会的共通資本、即ち、人々の経験、記憶、意識と知能、又、その理解、又、智慧、思考と

行為の形態としての文化、造船等在来産業、事実としての遺跡、解釈である歴史、所与である自然、認

識としての空間、を丁寧に確認し、把握し、保守し、同時に、人々の生活の中に、活かすこと、継承する

こと、その為の措置を執ること、を提案し要望します。

2019事r今和元年ノ12月23日月履日

2019年(令和元年)12月23日月曜日、長崎新聞朝刊第五面『声みんなのひろば』欄は以下長崎市

民の見解を掲載しました。

(無職71歳)「『長崎中心市街の空洞化防げ』最近、長崎市のdR長崎駅周辺の開発計画が矢継ぎ

早に発表されている。市が駅西側に着工する交流拠点施設「出島メッセ長崎」に続き、その隣にホテル

「ヒルトン長崎」が起工された。またJRは、商業施設や「マリオット・ホテル」が入る新駅ビル構想を発表

しナこ。既に県庁や県警本部は駅近隣に移転済みで、加えて長崎放送(NBC)や長崎署も隣接地に移

転を予定している。さらに近郊地には、通販大手ジャパネットホールディングスがサッカースタジアムを

中核とした「長崎スタジアムシティプロジェクト」を発表している。まさに長崎駅「一極集中」の感がある

が、唯一、駅付近に移転しないのが長崎市役所。主要施設移転後の市街地の空洞化を解消するため

にも、市公会堂跡地に移転新築工事中である新市役所が、街の活性化に果たす役割は大きいと思う。

そこで気になるのは、長崎署の跡地と市民会館前の魚の町公園だ。新庁舎には市民交流の場が設け

られる予定だが、近隣にも市民が気軽に集え、憩える場が必要だ。長崎署跡地については関係機関

と早急に協議して活用方法を決定し、公園は市民が談笑し弁当を広げることができる都市型公園に整

備してほしい。そうすれぱ中心市街地への散策や往来が増え、街はにぎゃかになると思う。」(長崎市)

私達当会は、長崎地域の人類にとって、これ等の長崎地域の人類の行為のうちに、現代の人類の世界、

文明に於いて、長崎地域の現代の地政を形成する、その機会がある、と仮定します。

MEMO

私達当会は、長崎地域に関係する人類について、例えぱ、長崎中心市街の「空洞化防止、街の活性化、

にぎわいの創出」を行政機関の公共投資に求める言説を謄実する状況は、都市としての長崎地域が、

既に、"資源の転換再分配"たる都市一般、又は、地方都市、又は、地方の中心都市、としての機能と存

在意義を、既に、滅失し消失し、且つ、かく久しいために、当該の人類が、当該の都市の機能を忘却しも

はや認識できないことを示唆する、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

1癌崎地煤の都市としての厚羅詔ノ

私達当会は、長崎県地域について、長崎県地域(五島地域の男女群島を含む)の地図上の中心点が

西海の西方である五島灘にあること、陸地は之を囲む三角環状に、九州地方西部の半島と島峡によっ

て構成されること、を認識し、古来、山稜と海によって、陸上の連続関係と交通に於いて、遮断され、時

に、海上の連続関係と交通が主とされ、独立的地政に在った、と仮定します。

( 1/1 )

私達当会は、長崎県地域について、古来、陸上の連続関係と交通を基盤とする意義の地域の"中心"

が確定しにくい、と仮定します。

私達当会は、長崎県地域について、各地に複数の小規模の中心が並列し、それぞれの比較的狭い経

済圏の相互関係による経済圏が成立している、と理解し得る、と仮定します。

私達当会は、長崎地域について、規模拡大による成長経済モデルよりも、中堅小型の安定経済モデル

を採用し、同時に、文化、産業、遺跡、歴史、自然、空間、を計画的に活かし、県庁所在地、長崎県地域

の中核都市として、文化経済都市を形成すれば、長崎県地域の各地域と緩やかに連携し、連接しナニ"資

源の転換再分配"を、より安定的に主導できる可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域について、規模拡大による成長経済モデルよりも、中堅小型の安定経

済モデルを採用し、同時に、文化、産業、遺跡、歴史、自然、空間、を計画的に活かし、県庁所在地、長

崎県地域の中核都市として、文化経済都市を形成し、長崎県地域の各地域と緩やかに連携し、連接し

ナニ"資源の転換再分配"を、より安定的に主導する可能性を選択し、此れ即ち、都市一般、又は、地方都

市、又は、地方の中心都市、としての機能と存在意義を再構成すること、を提案し要望します。

〆

( 1/1 )

〆



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

2020皐イ今和2皐ノブ月6日月雁日

r入類の概念たる亘ぎ美

入類の序庄仁曲笑ずる入類目身と風士戈ぞの各更美毎互の闘侠の多疾戈ぱ遍趣な均衡

可逆煙への超侠だ会的共遁董本入類の闘侠世と広爺な戈佐経芳活動の塞盤

バ類の活動空居ダ遁餅ゾ

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間に於ける人類の概念たる真善美の体現、さらに、

人類の存在に由来する人類自身と風土(私達当会は、風土について、自然と人類の存在と

行為とその関係性、と仮定します。)又その各要素相互の関係の最適な均衡の模索と形成、
を提案し要望します。

MEMO

私達当会は、古来、西欧文明に於いて、人類は、人類を特徴付ける存在の在り方を真善美
の概念に抽象して思考してきた、と理解します。

私達当会は、人類の中世、近世、又、近代にかけて、都市、又、部、又、各地域として、人類
の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の最適な均衡を模索し形成し
てきた、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、人類に由来する人類自身と風土としての均衡は、必然として、人類の概念で
ある多様な真善美を包含し包摂している、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の

関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体
現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、可
逆性への担保である、と理解します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、人類の社会的共通資本、と認識します。

一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域

と人類の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動
の基盤足り得る、と仮定します。

2020卒イ今和2皐ノ1月6日月履日

r癌崎地燐の朗発計画

夢余の主獄としての当該地燐のバ類の目傘的な戈佐経芳活動

宇盲と地球の入類の哲象仁謝ずる、笥或地屍、逆び仁、笥骸地塚の入類の疹往の意毒
入類の戈佑経芳暦動仁奥ゲる入類のだ会的共遁董本遁動バP流出ノ

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその

存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

2019年(令和元年)11月一12月に掛けて、長崎地域では、長崎新聞が、2019年(令和元年)
11月19日火曜日朝刊[地域総合]第20面で「長崎南北幹線道路」(地域高規格道路
崎市一西彼杵郡時津町)の計画を、2019年(令和元年)12月13日金曜日第1面一[経済]第
9面で「dR九州長崎駅の新駅ビル計画概要発表会見」(「マリオット・ホテル」や商業施設などを
備えた13階建て(高さ約60メートル)とする計画:23年春商業フロアー部開業一25年度全面開
業を予定)併せて「長崎駅周辺再整備スケジュール」(2020年春一在来線を高架に切り替えー
長崎駅の在来線駅舎と西口駅前広場の一部・浦上駅が供用開始一長崎署が移転開庁、21年
春一新駅ビル着工、21年11月一出島メッセ長崎,ヒルトン長崎がオープン、22年度一新幹線
暫定開業・高架下の商業施設開業一長崎駅の東口駅前広場の一部が供用開始、23年春一新
駅ビル部分開業(商業施設の一部噛ま車場の一部・オフィス全体)、25年度一新駅ビルグランド
オープン(ホテルなど残り部分))を、2019年(令和元年)12月14日土曜日第1面一[社会]
第24面で「(2020年)3月28日長崎一浦上高架化JR」(長崎市尾上町一松山町(約2.5キ

ロ):効果線路に切り替わる信十四力所の踏切が廃止され市中心部の交通渋滞緩和が期待され
る、高架ホームも同時供用)を、報道しました。

MEMO 養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、之等の措置について、宇宙と地球の人類の文化経済活動の基盤と理解します。

私達当会は、之等の措置は、人類の自律的文化経済活動を支える環境で在り、事象の主体は、
当該地域の人類の自律的な文化経済活動である、と認識します。

( 1/1 )

私達当会は、当該地域の人類の自律的な文化経済活動を喪失し、グローバル経済に関する役
割、並びに、効果の分担に終始するならぱ、宇宙と地球の人類の世界に対し、当該地域、並び
に、当該地域の人類の存在の意義を消失する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、宇宙と地球の人類の世界に対する、当該地域、並びに、当該地域の人類
の存在の意義の確認と構築、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡、並びに、他の文化財について、人類の文化経済活動に於ける、人類の社会
的共通資本である、と認識します。

〆

私達当会は、皆様に、遺跡、並びに、他の文化財に関する認識、確認、調査、保存、継承、整備、
活用、を提案し要望します。

〆

私達当会は、宇宙と地球の人類の特定の地域から他の地域への人口の流出につぃて、宇宙と
地球の人類の世界に対する、当該地域、並びに、当該地域の人類の存在の意義が確立され確

定しない結果、又は、その兆候である、と仮定します。

( 1/1 )



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020年イ今和2卒ノブ月7日火躍日

r.伽劇鈎狗,,卵腔"一加艦卵本冬蒔新厨伐伽卸0面修加1グ々ーハンι佐ずる日本牙究くιノーイ下ノ1"ノ

1.2020年(令和2年)1月6日月曜日一 7日火曜日日本経済新聞[文化]第40面は、特集記事『グローバル化する日本
研究』と題して、以下、報道しました。(抜粋)

(1)2020年(令和2年)1月6日月曜日日本経済新聞[文化]第40面特集記事

『グローバル化する日本研究(上)』「知られざる交流史を発掘」「地域独自の歴史も再認識」

「・ーいま海外の博物館では一東西に共通する体験や交流を掘り起こす動きが広がっている。地域史を世界と結びつけ、新し
いグローバルヒストリーを考える試みだ。

英ウェールズ南部の旧採炭地プレナヴォンにあるビッグ・ピット国立石炭博物館で今一・世界記憶遺産に登録された山本作
兵衛(1892~1984)の作品だ・一学芸員のケリ・トンプソン氏は「炭鉱の歴史はウェールズ人のアイデンティティーに根付い
ている。作兵衛の絵を見ると『ヤマ』の生活はどこも同じとわかる」と言う。なぜ西洋と東洋の共通性に目を向けるのか。近代
化にともなう社会の変化は、世界の人々にとって普遍的な経験だった。そのことを実感させる展示は、地域の生活史をグロー
/Uレな文脈につなぎ、新しい視点を得る契機となる。・ー

ウェールズでは、10年ほど前から地域に眠る日本の美術品や史料を発掘する動きが始まった。18年夏に中心都市力ー
ディフ市のウェールズ国立博物館で開かれた「KIZUNA」展は日本の伝統デザインに光を当てた構成で、3力月間に約6万人
が入場。市民の5人に1人が訪れたことになる。

注目されたのは浮世絵など異国趣味を喚起するものより、「ウェールズと日本の交流を象徴する品物やエピソードだった」と、
企画に携わった国立歴史民俗博物館(日本)の三木美裕客員教授は話す。

《新しいグローバルヒストリーを考える試みについて》

MEMO

...

ー・「日本との交流史に光を当てることで、ウェールズは単なる英国の一地方ではなく、他国と直接結びつぃたネーション(国、
国民)なのだというメツセージを発することができた」と博物館のデイビット・アンダーソン館長は話す。
日本関連の収蔵品を地域のアイデンティティーと結びつけて展示する動きは英国の他地域にも広がる。ダラム大学東洋博
物館は5月にも、自前の錦絵コレクションを使った企画展を開く。・ーそれらはダラムのあるイングランド北東部の造船所で造ら
れた。

「白人の住民が多いダラムで日本との知られざる関係を紹介すれぱ、この地域が多様な歴史を歩んできたと観客に気づい
てもらうきっかけになるかもしれない」。学芸員のレイチェルリ{ークレイ氏はそう期待する。」

養生所を考える会代表池知和恭

(2)2020年(令和2年)1月7日火曜日日本経済新聞[文化]第40面特集記事

『グローバル化する日本研究(下)』「海外調査、展示も現地で」「外国人研究者育成に課題」

「・ーオーストリアのウィーン世界博物館にはー・同国の外交官ハインリッヒ・フォン・シーボルト(1852~1908年)が集めた5
千点に上るコレクションだ。

ー・日本の国立民族博物館の研究チームが定期的に現地を訪れ、コレクション全資料の詳細なデータベース化を進める。
「日本が開国したころの民族の研究に欠かせない」と歴博の担当者、日高薫教授は事業の重要性を強調する。
2月から世界博物館で、調査結果を踏まえた展覧会を開く。同館と歴博の研究者、学芸員の共同企画だ。日高教授によると、
これまでは海外の日本資料の調査結果は日本に持ち帰り、国内の展覧会に活用することが多かった。だがこの5、6年で方向
性が変わり「できるだけ現地で展示してもらうようになった」

その背景には、海外の日本文化研究をめぐる変化がある。欧米では21世紀に入るころから日本研究者が減り続けている。
また大学などの研究機関では人文学への資金投入が絞られる傾向にあるが、「限られた予算の中、日本研究が削減の対象
となることが多い。欧州ではもともと中国文化への関心が高く、その面でも分が悪い」と歴博の久留島浩館長は指摘する。
海外で次世代の日本研究者を育てることは大きな課題であり、世界博物館での展覧会にもそうした狙いがある。展示を準備
する過程では、日本と現地双方の研究者・学芸員の交流機会が増える。・・・「教育」効果を歴博側は見込んでいるのだ。
同様の取り組みは各地で進む。スィスでは2016年からチューリヒ大学の東アジア美術学科と連携し、学生向けに伊万里焼
や薩摩焼の調査実習を進めてきた。日本陶磁器のコレクションを持っアリアナ美術館(ジュネーブ)で、日本から派遣した専門
家の指導のもとー・。今年中に展覧会も開く予定だ。

海外における日本研究者の育成は、日本国内での文化研究にとっても死活に関わる問題だ。
久留島館長によると、海外の日本コレクションは、日本国内では見つけにくい資料を含んでいることが多々ある。 ■●■

「日本研究はもはや国内だけでは完結しない」と久留島館長。グローバル化した近代以降の歴史・文化研究に必要な資料は、
世界各地に散在している。 ...

ー・従来から研究に新しい視点が得られる効用もある。・ー

日本文化の海外展示の変化からは、「人文学のグローノUレ化」がいやおうなしに進行している現状が透けて見える。」
「郷原信之が担当しました。」

2.私達『養生所を考える会』の理解、並びに、提案と要望

(1)"地域史を世界と結びつけ、新しいグローノUレヒストリーを考える試み⇔「人文学のグローノUレ化」"1こつぃて

(i)私達当会は、宇宙と地球の人類の異なる地域の人類の"共通の体験"が、それぞれの人類相互の理解を得る契機と
なる、と理解します。

(iD私達当会は、宇宙と地球の人類の、世界に対する現在の興味が、"異国趣味"を脱し、各地域やその人類の"関係"や
"交流"、"結びつき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」、へと推移しつつある、と理解します。

(iii)私達当会は、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"が、そ
れぞれの人類相互の理解と信頼を得る契機となる、と理解します。

(2)遺跡について

(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通
の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、と理解します。

(iD私達当会は、遺跡について、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象のうち
唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びつき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り
方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、と理解します。

( 2/2 )

〆

(iii)私達当会は、遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、
人類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保
存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、遣跡について、人類の営為の歩みの不司逆性に対する、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達人類は、私連人類の活動の空間に於いて、二の土地の遺跡が送り続けるメツセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

(ν2 )



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020卓イ今和2卒ノ1月ブ0日金躍日

r2020卒伶和Z卒ノ1月1日水躍日一10a金履日三本鰹芳寿厨勞1面痔黛詔夢1逆章の篇本生轟ア

1.2020年(令和2年)1月1日水曜日
以下、報道しましナこ。(抜粋)

(1)2020年(令和2年)1月1日水曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一1-』
「さびつく成長の公式」

資本主義(3面きょうのことほ)の常識がほころびてきた。資本を集め、人を雇い、経済が拡大すれぱ社会全体が豊かになるーー。そ
んな「成長の公式」が経済のデジタル化やグローバル化で変質し、格差拡大や環境破壊などの問題が噴き出す。この逆境の向こう
に、どんな未来を描けぱいいのだろう。(関連特集6、7面に)

「・・・・・」

(2)2020年(令和2年)1月3日木曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一2-』

「働き方縛るもの作りの残像」「労働の「賞味期限」長く」

《資本主義の再生へ、次世代に向けた模索の道について》

MEMO

「・ー・(関連記事3面に)」

(3)2020年(令和2年)1月4日金曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一3-』
「失われる市場機能」「株式、再び大衆の手に」

10日金曜日日本経済新聞第1面は、特集記事『逆境の資本主義1 -9』と題して、

「ー・・(関連記事3面に)」

(4)2020年(令和2年)1月5日日曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一4-』
「自由より国家、走る中国」「民主主義の未来守れるか」

「・ーー(関連記事5面に)」

(5)2020年(令和2年)1月6日月曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一5-』

「デジタル化が生む「新独占」」「革新呼ぷ刺激、競争でこそ」

養生所を考える会代表池知和恭

「ーー・(関連記事3面に)」

(6)2020年(令和2年)1月7日火曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一6-』

「揺らぐ企業のROE神話」「その利益に大義はあるか」
「ーー・(関連記事5面に)」

(フ)2020年(令和2年)1月8日水曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一フー』

「よみがえる保護主義の亡霊」「成長は自由貿易の先に」
「ーー・(関連き己事5面に)」

(8)2020年(令和2年)1月9日木曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一8-』

「縮む消費、ミニマリスト台頭」「うつろう欲望どうつかむ」
「・・ー・(関連記事5面に)」

(9)2020年(令和2年)1月10日金曜日日本経済新聞第1面特集記事『逆境の資本主義一9-』

「民主主義共振するきしみ」「自由と多様性、未来への礎」
「「私と妻を含めもっと税金を払うべきだ」。マイクロソフトの創業者、ビル・ゲイツ氏は昨年末、自身のブログで訴えた。米政府は労働
所得への課税に過度に依存しているとして、株式など資産課税を重くするよう提案しナニ。競争の勝者とされる米国の大富豪たちが
「資本主義の危機」を唱え始めている。共通するのは、富める者に富が集中する今の仕組みを改めないと、持続性が危うくなるという
主張だ。資本主義のどこに問題があるのか。・ー「経済はグローバル化しているのに、政治が反グローバリズムに傾いている」(小
林喜光三菱ケミカルホールディングス会長)「デジタル時代の富の分配が洗練されていない」(アルン・スンドララジャン米ニューヨー
ク大教授)[逃げ出す香港人]資本主義の逆境の根底を探ると、民主主義のありょうに行き着く。ボピュリズム(大衆迎合主義)
の台頭や巨大汀(情報技術)企業への情報の集中が意思決定をゆがめ、新しい仕組みづくりが後手に回る。いち早く資本主義を開
花させた英国では、個人の人権や自由をうたう「権利の章典」が17世紀に定められ、産業革命の下地になった。岡崎哲二東大教授
は自由や多様性といった「民主主義の価値観が資本主義を育んできナニ」と語る。だが資本主義と民主主義は時に緊張をはらむ歴
史を歩んできた。資本主義が行き過ぎれぱ格差を招いて平等が危うくなり、民主主義が揺らげぱポピュリズムを招いて市場原理に反
した保護主義を生む。私たちが目にしているのは、両者のきしみが共振する世界だ。大規模な抗議行動が続く香港。医師の張清林
さん(27)はこの春にも英国などへ移住するという。「恐怖のなかで生きるのか、自分の生活を楽しむために努力するかのどちらを選
ぶ力寸幻。香港警察によると、ビザ取得に必要な「無犯罪証明書」の申請件数は2019年11月に3460件と前年同月から9割増えた。
米国ではトランプ政権の誕生以降、世界から人材を集める力が弱まっている。国外のΠ技術者らを受け入れる「H旧ビザ」の審査が
厳しくなり、米シンクタンクのNFAPによると、18年10月から19年6月までに24%が拒否された。香港と米国を起点とする新たな
人の流れは、民主主義の価値観が脅かされ、経済の基盤すら危うくなりかねない現実を映し出す。[選択肢、他にない]未来
への手掛かりを日立製作所と京都大が開発した人工知能(ADが探った。「失業率」や「豊かさ」といった149の要因から2万通りの未
来図を描き、50年の持続可能な社会像を導き出した。浮かび上がったのは「利他的行動」や「道徳性」などのキーワード。アダム.ス
ミスの時代に「見えざる手」とされた経済や社会の原動力がNによって可視化される。乗り越える課題は山積しているとはいえ、こ
の先も資本主義に代わる選択肢はない。自由で多様性に富んだ資本主義の再生へ。次代に向けた模索の道が続く。=この項おわ
り(関連記事5面に)」

g1よりゾ

2.私達『養生所を考える会』の提案と要望

「競争・革新新たな挑戦」

(1)真善美の体現、さらに、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の最適な均衡につぃて

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間に於ける人類の概念たる真善美の体現、さらに、人類の存在に由来する人類自身と風土
(私達当会は、風土にっいて、自然と人類の存在と行為とその関係性、と仮定します。)又その各要素相互の関係の最適な均衡の
模索と形成、を提案し要望します。

(2)人類の、人類たる他者、又、非人類たる他者に対する"許容"と"受容"1こついて

私達人類、即ち、生まれ、記憶し、知ろうとし、考え、欲し、行為する人類は、何に属するのでしょうか?

自然の摂理でしょうか?神の真理でしょうか?人類の知性でしょうか?人類の個体の自身の認識でしょうか?人類の個体の
自身の行為でしょうか?他者の圧力でしょうか?悪魔の欲望でしょうか?人類の個体が感じ取る恐怖でしょうか?人類の個体
の忍耐でしょうか?人類の個体と個体の共感でしょうか?人類の個体と個体の連鎖でしょうか?

私達当会は、私達人類について、知ろうとする自由と欲する自由と自律する自由と他者の圧力に屈する自由の狭間に属する可能
性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、人類の主体に於いて、これ等を、配列し、関係付け、組織した事象が、西欧地域の文明に由来する、近
代としての事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、人類の主体に於ける、この近代の方式が、人類の存在に対して、有効に機能し得るか、又、如何
にして有効に機能するか、人類は、未だ知らず、と仮定します。

私達当会は、もし、私達人類が、人類の主体に於ける、この近代の方式が、人類の存在に対して、有効に機能し得るか、又、如何
にして有効に機能するか、未だ知らないならぱ、私達人類に残された選択は、人類の人類たる他者、又、人類の非人類たる他者と
の事象に対する"許容"と"受容"しかない、と仮定します。

(3)遺跡について

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人
類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、(ii)私達当会は、遺跡について、その土地に
共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の
"関係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、
(iii)私達当会は、遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類
の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

( V2 )

私達当会は、遺跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の
痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆性
への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、具象、構造、装置、と仮
定します。

私達当会は、遺跡について、人類の社会的共通資本、と認識します。 (「牡会的共通貰本」は數理軽許学者宇沢弘文氏0928年7月21日一2014年9月18日)が捷培する纎念です.)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、
その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、
公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人顛は、私運人類の活勤の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

( 2/2 )

遣跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020事イ今和2卒ノブ月12日日躍日

r即即享伶他勧加佃腔"本鰹諦癖厨身価詔夢rイランrミスで聖墜ノウクライナ建ズ寵餌ガ樹集ゾW/

《「緊張の中でのミス」{こついて》

1.2020年(令和2年)1月12日日曜日日本経済新聞第1面は、記事『イラン「ミスで撃墜」ウクライナ機大統領が謝罪』にて、
以下、報道しました。(抜粋)

・2020年(令和2年)1月12日日曜日日本経済新聞第1面記事

『イラン「ミスで撃墜」ウクライナ機大統領が謝罪』

「[ドバイ=木寺もも子]イランは11日、8日に首都テヘラン近郊で墜落したウクライナ国際航空の旅客機にっいて、イラン軍がミサ
イルを誤射して撃墜したと認めた。人的ミスによる撃墜で、故意ではなかったとしている。旅客機側の技術的なトラブルだったとする
当初の主張は撤回し、犠牲者や遺族らに謝罪した。(関連記事3面に)イランメディアによると、イラン革命防衛隊幹部は11日、革
命防衛隊の重要施設付近を航行するウクライナ機を防空システムの操作者が巡航ミサイルと誤認し、上官の許可を得ずに、ミサイ
ルを発射したと説明した。ロウハニ大統領はツィッターで「イランは悲惨な過ちを深く悔やんでいる」と遺憾の意を表明した。ザリフ
外相も「米国の冒険主義で高まった緊張の中でのミス」と投稿し、根本の原因は米国にあると主張した。米国などはウクライナ機
の墜落原因がイラン軍の誤射だった可能性が高いと指摘していたが、イランは「真っ赤なウソだ」と反発していた。ウクライナ機は
8日午前6時ごろ、テヘラン近郊の国際空港を離陸した直後に墜落した。同日午前2時ごろに革命防衛隊はイラクの米軍駐留拠点
2力所を弾道ミサイルで空爆しており、米軍の反撃への警戒を高めていた。ー・・」

MEMO

2.私達『養生所を考える会』の、私達人類の活動空間に於ける、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方の、認知、調査、保
存、活用、公開、整備、継承の提案と要望につぃて

私達当会は、人類の、イエス=キリストの紀元より2020年、英国の『大憲章』(マグナ・カルタ:羅 Ma底n. C.んa:1215年6月15
日発布)より約800年、英国の『権利の章典』より(『臣民の権利及び自由を宣言し王位継承を定める法律』:英 BⅢ of Rlght:16
89年12月制定:名誉革命)より約330年、フランス革命(1789年5月5日全国三部会の開会一1789年7月14日バスチーユ監
獄襲撃一1799年11月9日ブリュメール18日のクーデター)と産業革命の西洋近代より約200年、世界の現代の約75年、起きて
はならない事象が、性格と数量を伴って、私達の日常の世界に、顕在化してきた、と仮定します。

私達人類は、私達人類自身の知と恐怖に打ち勝つことができるでしょうか?

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な
人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、(iD私達当会は、遺跡にっいて、その土地
に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類
の"関係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、
(iii)私達当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類
の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡
の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆
性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、具象、構造、装置、と仮
定します。

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020年イ今和2皐ノ1月ブ2日日躍日

私達当会は、遺跡について、人類の社会的共通資本、と認識します。 (「社会的共通責本」は敷理軽請学雪宇沢弘文氏0928年7月21日一2014年9月18日)が提唱する概念です.)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、
その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活
用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

r2020年r今和2李ノ1月12日日雇日日本経芳寿厨勞9一π面疹黛詔笋

1Ⅳ彫("KE1乃eS7、γιE 乃eBがガShιめm1γ戈佐のナ字瑞ズ奥図ぎ餌ノよりノ

1.2020年(令和2年)1月12日

以下、報道しました。(抜粋)

・2020年(令和2年)1月12日日曜日日本経済新聞第9-11面特集記事

『NIKKeThesTYLE Th.B"tishubra,y文化の十字路大英図書館』

「(第9面)「文化の十字路大英図書館」世界最古の聖書「シナイ写本」から、シェークスピアの最初の戯曲集「ファースト・フォリオ」、そしてビートルズの手害き歌詞まで、
収蔵資料1億7千万点、年問160万人が訪れる大英博物館は、世界中から人と情報が集まる文化の十字路だ。英国が欧州連合(EU)から離脱するブレグジットがほぼ
確実となる中、多文化と国際性の象徴として、図書館の存在はいっそう重要さを増している。

(第10面)「「生きた知識」と出会う」ー・前身の大英博物館図書館などを統合し、1997年に開館した大英図壽館。玄関先に広がる吹き抜けのホールは、人々の雑踏
とおしゃべりの音で埋まり、日本の図書館とは比べものにならないほどにぎゃかだ。ヨーロッパ系、インドやパキスタン系、アフり力系、中国系、ありとあらゆる顔ぶれの
人たち、図書館ではなく、まるで街中のバザールに迷い込んだようだ。広場ではチベット仏教の僧侶が10人ほど集まって、色鮮やかな砂を使った曼茶羅を制作中。.ー
館の中央にそびえ、訪れる人々を引き寄せる磁石のような力を持っの力て「キングス・ライブラリー・タワー」だ。 15~19世紀初めに刊行された書籍8万5千冊を収める
ガラス張りの婁庫。.ータワ一の書籍はもともと、英国王ジヨージ3世(在位1760~1820年)の私的なコレクションだった。かっては国王の私的な所有物だった書籍が、
いまや図書館という公共施設の中心、誰もが目にする場所に置かれている。ガラス越しに背表紙を眺めるだけではない。利用登録をすれぱ、貴重書の閲覧室で間近に
読むことも可能だ。「英国だけではなく、世界中の人々が等しく『生きた知制に触れられるようにするのが、霊々の使命。知識が書棚でほこりをかぶるにまかせてぃては、
意味がないでしょう?」と、ロリー・キーティング館長が語る。大英図書館は世界中のほぼあらゆる文字で書かれた資料を収める。総数1億7千万点。今でも毎年300
万点ほどを新規に収蔵する世界最大級の図書館だ。館内の「トレジャーズ・ギャラリー」ほ、収蔵品の中から「お宝」の資料を選んで無料で公開してぃる。訪れたときは、
世界の様々な宗教の聖典を並べて展示していた。4世紀半ばにギリシャ語で書かれたキリスト教の聖婁「シナイ写本」、8世紀に書かれた最初期のコーラン、インドのシ
ク教の祈とう書など・一少し離れたケースには、ドイツのグーテンベルクが15世紀半ぱに発明した活版印刷の技法で刷られた聖書のうち、ごく初期の1冊が展示されて
いる。・一大英図書館は決してかび臭くなんかない。書物が生きている。

(第"面)「人々の対話を生み出す」貴重な書籍などを通じ、知の十字路としての図書館の顔が見えた。そのうぇでさらに驚かされたのは、多様な芸術家らによるパ
フォーマンスだ。・一能や歌舞伎の演目として知られる「道成寺」ー・「道成寺」の朗読劇は、日英両政府の問で合意された「日英文化季問2019-2020」プログラムの
一部だ。・ーこうした多文化を標携する催し物はひっきりなしに開催され、ときに1力月で40~50にも上る。「図書館に楽しさという要素は欠かせない。みんなに知るこ
とを楽しんでほしいから、知識と人を隔てる壁を、なるべく取っ払おうと考えてきナニ。生きた知識への扉は世界中の人に向けて開いている」とキーティング館長は話す。
この図喜館は人間同士の壁をも取り払い、異なる文化が出会い、未来にっいての語らいが生まれる場所でもある。そう実感させるようなイベントに顔を出すことができた。
「道成寺」の一週問後、「TO Those Bom LateK後に生まれ来る者たちへ)」と題した観客参加型のパフォーマンスが図婁館で開かれた。150年後の世界に生きる
人々に伝えたいことは何か。観客と劇団員、そして観客伺士が会話しながら、それぞれの思いをスマートフォンに打ち込み、「タイムカプセル」と銘打ったコンピューター
にデータを送って保存する。参加者は英国人も欧州大陸の人々もいる。・ーステージに立っ劇団員が問いかける。「未来の人たちに、昔の社会はこんな問題を抱えて
いたんだよと話すなら、どんな話題を選びますか?」ソフィーさんはウィーン在住。情報科学の国際会議でロンドンにやってきたという。「オーストリアでは右派的な考え
方が広がって、歴史を巡る論争がしょっちゅう起こってる。外国人に対して不寛容な雰囲気が出てきて心配」。ロンドンに住むケインさんは「都市と地方の格差かな。ロン
ドンは空気が悪いし家賃も高い。でも地方は仕事がない。どぅすれぱいいんだろうね」。 それでも話し合いが進むうちに、会場の雰囲気が和やかになってきたのが
分かった。心に抱えた不安を他人と共有する経験ができたからかもしれない。社会も個人もいろんな問題と悩みを抱えている。未来がいったいどうなるのか。予想は難し
い。でも、少なくともこうやって話をすることはできる。知識を与え合い、共感することができる。大英図書館は、今後もそんな場所としてあり続けるのだろう。」

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、二の土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

《「人と情報が集まる文化の十字路」について》

日曜日日本経済新聞第9-11面は、特集記事『MKKeT"esTYLE TheB"tishubmry文化の十字路大英図書館』にて、

MEMO

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

( 1/1 )

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

養生所を考える会代表池知和恭

( 1/1 )

2.私達『養生所を考える会』の、私達人類の活動空問に於ける、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方の、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承の提案
と要望について

長崎地域は、関係する人類の歴史、時の経過に、何を蓄積してきたのでしょうか?

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡にっいて、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、
それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、(iD私達当会は、遺跡にっいて、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象
のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、人類の事叡の在り方の「実態」を、私達人類に対して、
直接に「証徴」する、(iiD私達当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"
を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善
美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の社会的共通資本、と認識します。(「社会的共通資本」は数理経済学者宇沢弘文氏臼928年7月21日一2m4年9月18日)が提唱する概念です。)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、
文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提
案し要望します。

遺跡は、人々のそして現代の私運の生と死の証です。

〆

〆

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020年イ分和2年ノフ月77金腰日

r私達入類の現允の哲象と入類の遁餅戈戈佑財昆主主婁の形式と内笑入類疹往
イ早Z芋、そして、オグジナグディとオグジン.戈、オグジナグディとオグジンへのムーブメン<、入類の存往のオグジナグディとオグジンノゾ

私達当会は、私達人類にっいて、人類の西欧地域に由来する文明の近代から現代に於いて、20世紀初頭
に工業生産分野で量産方式と技術を構成し、単一性による経済効率を追求し(程万ード下。阿,。山げ優称布山血
/(ブリキのりジー):フォード'モデルT(F0阿 Model T)は、アメリカ合衆国のフォード・モーター社が開発・製造した自動車である。アメリカ本国ではティン.りジーナ、どの通称があるが、
日本ではT型フォードの通称で広く知られている。 1908年に発売され、以後1927年まで基本的なモデルチェンジのないまま、1,500万7,033厶が生産されナこ。4輪自動車でこれを凌い
だのは、唯一2,100万台以上を生産されたフォルクスワーゲン・タイプ1が存在するのみである。その廉価さから、アメリカをはじめとする世界各国に広く普及しナニ。基本構吐自体、大衆車
として十分な実用性を備えた完成度の高い自動車であり、更にはべルトコンベアによる流れ作業方式をはじめ、近代化されたマス.プロダクション手法を生産の全面に適用して製吐された
史上最初の自動車という点でも重要である。自動車技術はもとより、「フォーディズム」の語に象徴されるように労働、経済、文化、政j厶などの各方面に計り知れナ、い影響を及ぼし、単ナ、る
自動車としての存在を超越して、20世紀前半の社会に多大な足跡を残した存在である。ー・1909年の1年間だけでも1万台を越えるモデルTが生産され、当時としては桁外れのべスト
セラーとなっナニ0 この大ヒツト1こ直面したへンリー・フ才ードは、並行生産していた小型車モデルN、R、Sや高級車モデルKの生産を停止し、モデルTただ1種に絞り、入んだ大卑生産を決断
しナニ0 'ーモデルTは1912年型から生産性を高めるため、従来3種類から選択できたボディ塗色を、黒のエナメル塗り1色のみに絞り込んだ。黒塗りを選んだのは、黒塗装が一番乾きが

Vvikゆedia「フォード・モデルT」最終更新2020年1月1日(水)08:31)、^二ぢ、手厶j室ノ、美頁d)イ固イ本d);オーリジづーリラむイ早く、作業効率が良かったからである。 ...

(or槍ina枇yj虫自性、独創Ⅱ生、真性)1こ由来する、様々なムーヴメント(movement運動、動向)や相克を経
由して、事象を多様性に還元しっつぁり、又、華麗とも表現し得る消費文化を形成してきた、と理解します。

MEMO

私達当会は、私達人類について、続いて、 21世紀には、1CT(1nfo"mation communication Techn010
gy)を^及し(アップル社「iphon●上オリジナルモデルは2007年1月9日に発表、同年6月29日アメリカ合衆国にて発売.wikip.dl.「1Ph。n.」最終更新2020年1月15日{水}
Ⅱ⑳、私達人類の行為の経済効率と、私達人類の個体のオリジナリティの表出と実現を高度な次元で両立し
て、之を人類の文明世界に顕現する様に見える、と理解します。

〆

私達当会は、私達人類の現代の世界にっいて、自身のオリジナリティの表出と実現、即ち、自己実現の実
感を獲得した人類の個体は、人類の個体の他者たる人類や人類の他者たる非人類のオリジナリティやオリジ
ン(0"8in:始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)1こ視野と理
解を拡大する、又は、既に、視野と理解を拡大しつつぁる、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、ここに於いて、人類の遺跡又文化財への取り組みにっいて、地球の各地域の人類の民俗的で
伝統的な遺跡又文化財への認識と対応に追加して、人類の現代の世界に於ける、遺跡又文化財の遺跡又
文化財としての認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承、同時に、遺産に於ける人々の生活の中での機
能の認識と再構成の契機と在り方の可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の民主主義について、平等が、民主主義の形式であるならぱ、人類の個体、並びに、
人類の個体の他者たる人類や人類の他者たる非人類のオリジナリティやオリジンへの認識が、民主主義の
内実である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡又文化財の遺跡又文化財としての認知、調査、保存、活用、公開、整備、継
承、同時に、私達人類に対する機能の認識と再構成の行為は、私達人類の民主主義の内実、又は、人類
の存在のオリジナリティとオリジン、又、その顕現に直結する、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡にっいて、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、(ii)
私達当会は、遺跡にっいて、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象のうち唯一の絶休である事実であり、各地域やその人類の"閥係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、
人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、(iiD 私達当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"
を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(0"Ξ1":始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(ori目inaliV独自性、独
創性、真性)を証徴する、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な休現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類が、人類の主観を雛れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の社会的共通資本、と認識します。(「社会的共通資本」は数理経済学者宇沢弘文氏(1928年7月21日一2014年9月18日)が提唱する概念です。)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空問において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

1/1 )

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

、
十



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20Z0卒イ今和2年ノア月23日木躍日 120Z0卓r今初2年ノ1月23日木腰日日本経芳寿厨劣3商詔蓼

Irダボス会議、痔走,環章ガ転建ノ驚本生婁再尼婁粲る伯財のCE0屋ての留侠割こ記盾ノ1よ・りノ

1.2020年(令和2年)1月23日木曜日日本経済新聞第3面は、記事『「ダボス会議、格差・環境が転機」資本主義再定義探る旧MのCEO「全ての関係者に配
慮」』にて、以下、報道しました。

・2020年(令和2年)1月23日木曜日日本経済新聞第3面記事

『「ダボス会議、格差・環境が転機」資本主義再定義探る旧MのCEO「全ての関係者に配慮」』

「[ダボス(スィス東部)=石川潤]21日開幕した世界経済フォーラム(VVEF)の年次総会(ダボス会議)は、資本主義の再定義が主題になった。株主への利益を最優先
する従来のやり方は、格差の拡大や環境問題という副作用を生んだ。そんな問題意識から、経営者に従業員や社会、環境にも配慮した「ステークホルダー(利害関係
者)資本主義」を求める声が高まる。中国主導の「国家資本主義」1こ対抗する新たな軸への模索が始まった。「霊々の知っている資本主義は死んだ」。21日のダボスで
の討論会で顧客情報管理の大手、米セールスフォース・ドツトコムのマーク・ベニオフ最高経営責任者(CEO)が声を上げた。企業は株主への利益の最大化ぱかり1こ目
を奪われ、「不平等と地球環境の緊急事態を招いた」と語った。伝統的な大企業も資本主義を問い直す。旧Mのジニー・ロメッティCE0はダボスで「すべてのステークホ
ルダーに配慮することが事業継続の条件になる」と話した。急速なデジタル化が進むなかで、従業員のスキル向上に経営資源を寄Kべきだと主張しナニ。米経営者団体
ビジネス・ラウンドテーブルは2019年8月、従業員や地域社会の利益をこれまで以上に尊重する方針を示した。アップルのティム・クック氏や、JPモルガン・チェースの
ジェイミー・ダイモン氏など有力経営者が署名し、米企業は本気度をうかがわせた。今回の会議は「株主至上主義」の見直しをグローバルな場で再確認する機会になった
といえる。ダボス会議は今年で50回目となる。その50年前の1970年、経済学者ミルトン・フリードマン氏は「企業の唯一の目的は株主価値を最大化することだ」と
エツセーで訴えた。その後は米英が主導し、短期的な利益の追求が資本主義の原動力になってきナ=。だが、潮目は変わりつつぁる。今年のダボス会議は社会全体の
利益貢献を打ち出した1973年の宣言に基づき、社会の分断や環境問題に向き合う「ステークホルダー資本主義」を指針に掲げた。資本主義の再定義は、単なる抽象
論を超えて進む可能性がある。VVEFは環境や人的資本など4つの分野で、持続可能な企業の取り組みを測る指標づくりを始めた。経営者が長期の成長を重視する環
境が整いっつぁる。バンク・オブ・アメリカのブライアン・モイニハンCE0は、ダボスで「ステークホルダー資本主義はお題目ではない」と語っナこ。環境などを犠牲に目先
の利益を追い求めれば、消費者の反発が高まりかねない。従業員や投資家の離反を招かないためにも、企業にはすべての関係者への目配りが必要になる。日本はこ
うした潮流に乗り遅れているのか。ステークホルダー資本主義は本来、買い手、売り手、世間の満足を目指す「三方よし」と通じ、日本的経営となじみやすい。だがダボス
で議論に積極的に参加する経営者は少なく、日本の影は薄い。米国にも不安の芽はある。2年ぶり1こダボスに参加したトランプ大統領は演鋭で「米国第一主義」の成
果を強調し、国際協調や環境問題に冷淡な態度をみせた。一方の中国は「国家資本主義」とも呼ぱれる政府主導型で長期の安定成長を狙う。対時する米欧は短期志
向を脱し、資本主義に立脚した持続可能な成長モデルが求められている。

MEMO

口資本主義は「3つのS」が交錯する(図式.図を省略)

[株主資本主義(shareholdB"企業価値・株主利益の最大化会社⇔株主]《問題が顕在化している.格差の拡大◆巨大企業へのマネー集中.気候変動問題への対応
遅れ゛グローバルな課税逃れ》転換を模索→[ステークホルダー資本主義(S始kehold田)格差是正や環境問題への貢献より長期的な成長をめざす会社⇔環境.顧
客,仕入れ先・株主・社員・地域社会]/[国家資本主義(stat8)国家主導で長期的な成長狙う企業や個人の自由は制限]《公正な鏡争を阻害》」

養生所を考える会代表池知和恭

2.私達『養生所を考える会』の提案と要望

2020年1月21日開幕の世界経済フォーラム(VVEF)の年次総会(ダボス会議)ほ、資本主義の再定義が主題になった、と云います。

私達当会は、皆様に、私達人類について、現生人類たる人類種の出現以来の人類の生産行為と、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体
の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる非人類である宇宙と地球の諸事象のオリジン(0"gin:始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、
発生、出所、出発点、原点)乃至オリジナリティ(0,i部n飾W.独自性、独創性、真性)、との関係を積極的に認知し、当該認知に由来する認識と行為を私達人類に於いて
広く顕現すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達現生人類たる人類種の生産行為につき、之を生物種の捕食と区別し、諸事象の改変であり、人類にとっての諸利便であり、同時に、人類の存在上の
オリジナリティである、と仮定します。

私達当会は、私達人類の主題について、人類又は人類の個体の自己たる人類のオリジン乃至オリジナリティと、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又
は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる非人類である諸事象のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します。

五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想.vvikipedla「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))0821)では、諸事象にっいて、相生、相克、相侮、相乗、
比和、勝復などの関係を、付与すると云います。

私達人類は、私達人類が関与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係から、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

私達人類は、何を、選択するでしょうか?、又は、何を、選択することができるでしょうか?

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は.遺跡にっいて.宇宙と地球の人類の移動と行為行勤の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契橿となる、(ii)
私達当会は、遺跡にっいて、モの土地に共伴して具象であり.人類の概念を斯絶することで、人類に関わる車象のうち唯一の艶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交捷"、"結びっき"や"多様性"、即ち、
人頻の亭象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する.(iii)私逢当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し.字宙と地球の人類の、美なる地域の、又、多様な文化の、又、翼なる個人の、人類の"共同作集"
を形成することで、それぞれの人麺相互の理解と信頼を形成する契棲となる、と理解Lます.

私運当会は、遺跡にっいて、私達人類、又、字宙と地球の地域とその人顛の、オリジン(0一居in:始原、源、由来、根源、始まり、起譚、発祥、完端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(06gina11W:独自性、独
創性.真性)を証徹する、と理解します.

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020享イ今和2皐ノブ月28日火躍日

1入類の庁為たる詔余、童び仁、朗示と凄尉、笋余の全獄像の復索、ぞして遅邦、荏威ノ

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又モの各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善蔓の多様な体現の可能姓の痕跡として、之を仮定します.

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みに関する亭象の忘却による不司逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定Lます。

私達当会は、遺跡について、私達人頚が、人類の主綬を雌れ、人顕の世界を.人類の客観に於いて観る、具傘、構造.装置、と仮定します.

私達当会は、遺跡にっいて、人顛の社会的共通資本、と認謙します。(「社会的共通貴本」1含數理経済学者宇沢弘文氏0928年7月23日一2014年9月18日)が提唱する撫念です.)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人顕の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化軽済活動の基盤足り得る.と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私違人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、維承すること、を提案し要望します.

1.私達人類の行為たる記録について

私達当会は、私達人類の行為たる記録について、人類の特定の集団又は個体、即ち、記録する主体の、その時の、抽象である概念、即ち、集団の制度、例え
ば、言語や会計、又は、個体の主観、即ち、例えぱ、選択、又は、附随して、当該の記録行為の目的等を記録する事象であり、同時に、人類の一般的な概念に
於ける、人類が記録する対象事象の記録としては、記録たる行為の主体である人類の抽象概念を経由して選択された部分的で限定された結果であり、人類が
記録する対象事象の客観的普遍的包括的絶対的な意味の記録として、成立L得ない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、「群盲、象を撫でる」と表現される以上の存在たり得ない、と仮定します。

私連当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人頻の芸術による、ことを提案し要盟します。

(・群盲象を評す(ぐんもうぞうをひょうす):群盲象を評すは、数人の盲人が象の一部だけを触って感想を語り合う、というインド発祥の寓話.世界に広く広まっている。しかしながら、歴史を軽て原蓑から脈生したその通
俗的な慳諺としての意味は国あるいは地域ごとで異なっている。真実の多面性や誤謬に対する教釧となっているものが多い.・ーさまざまな思想を背景にして改作されており、ジャイナ教、仏教、イスラム教、ヒンドゥー
教などで数加として使われている。ヨーロッパにも伝わっており、19世紀にはアメリカの詩人ジョン・ゴッドフリー・サックスがこれを主題にした詩を作っている.・・

仏教:・・大般浬繋経では、衆盲各手以手触,.衆盲不説象体亦非不説(衆盲各おの手を以て触る,.衆盲象体を説かず亦(ま)た説かずとも非ず)などとの表現で、象が仏性の比喩として述ぺられている。仏性は、仏以
外の無明の衆生はもちろん十住の菩薩でさえも十分完全には知りぇない仏教の究極の真理すなわち勝義である。しかしながら、まったくの断善根であっても仏に成れる可能性があるとも説く。
ジヨン・ゴツドフリー・サツクス:欧米では、19世紀のアメリカの詩人ジヨン・ゴツドフリー・サツクスが1872年に発表した詩"TheB11ndMenandtheElepha"t"によりこの話が有名になった。インドで6人の盲目の男が、ゾウ
に会いたいと出かけて行った。彼らはそれぞれが具なる部位を触った上で、食が壁、蛇、樹、扇、ロープのようであると主張し、意見が対立した。サックスは言う。神学論争はこれに似ている。彼らは別の人の意見を理

Wlkipediar群盲象を評す」最終更新2019年9月12日{木}05:04解することができていないと{191.
・群盲象を評す(グンモウゾウをヒヨウす):同意別表記.群盲評象/群盲撫象群盲象を撫づ、群盲象を撫でるノ群盲摸象:群盲象を模す。
由来:仏教説話より、「阿含軽」「六度集経」「北本浬嬰経」1菩薩処胎軽」等に見られる。以下に、「六度集軽」より引用.

白文:王日「將去以象示之」、臣奉王命、引被暑人將之象所、牽手示之。中有持象足者、持尾者、持尾本者、持腹者、持脅者、持背者、持耳者.持頭者、持牙者、持鼻者.吾人於象所畢之紛紛、各謂己真彼非。使者
牽還、將詣王所。王問之日「汝曹見象乎」.對言霊曹倶見。王白「象何類乎」.持足者對言「明王象如漆箒」、持尾者言如掃帯.持尾本者言如杖.持腹者言如鼓。持脅者言如壁。持背者言言如高机.持耳者言如簸箕。
持頭者言如盤。持牙者言如角.持鼻者對言r明王、象如大索」.復於王前共訟言「大王、象真如斐言」.鏡面王大笑之日「吾乎竪乎、爾猶不見佛糎者矣」。

現代語訳:鰻面王は言った、「すぐに、叡の所へ連れて行ってやれ」、家臣が王の命を受け、この盲人違を象の元に連れて行き手を引いて、盲人に示した。中には、足を触る者、尾を持っ者、尾の根本を持っ者、腹を
触る者、脇臆を触る者、背を触る者、耳を触る者、頭を触る者、牙を触る者、鼻を触る者がL寸立盲人遠は急にっいて.各々の見解を争い、自分は正しく他の者は間違っていると収捨がっかなくなった.家臣は王のもと
に連れて帰った。王は、「お前達は象を見たことがあるか」と闘いたが、見たことはないと答えた。王は「象とはどういうものだ」と聞いた。足を触った者は「大王様、象と1ネ立派な柱のようなものです」と答えた、尾を持っ
た者は幕のよう、尾の根本を待った者は杖のよう、腹を触った者は太鼓のよう、脇腹を触った者は壁のよう、背を触った者は背の高い机のよう、耳を触った者は団扇のよう、頭を触った者は何か大きなかたまり、牙を
触った者は何か角のようなもの、鼻を触った者は「大王棟、象とは太い綱のようなものです」と答えた.そして、王の前で「大王様、象とは私が言っているものです」と再び言い争いを始めた.鏡面王は大いにこれを笑っ
て言った、「盲人達よ.お前違は、まだありがたい仏様の教えに接していない者のように、理解の幅が狭いのだね」。・ー: wiktlo"a,y日本語版「群盲象を評す」最終更新日時2018年3月31日(土)2ヨ:25))

私連人類は、私達人類の活動の空問に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

MEMO

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

2.私達人類の行為たる開示と議論について

私達当会は、私達人類について、「群盲、象を撫でる」と表現される以上の存在たり得ない、との仮定を経由して、茲に、人類の特定の集団や個体が、(様々な
方法により)、人類の特定の集団や個体の夫々の概念やその過程や結果を開示して、持ち寄り、議論し、事象の全体像を模索する意義を生ずる、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

3.私達人類の行為たる事象の全体像の模索、その意義について

私達当会は、私達人類に於いて、私達人類が、事象の全体像を模索する行為にっいて、私達人類が、私達人類の存在にとってより好ましい、私達人類が生
起する概念と行為を、選択する契機と為り得る、と仮定します。

4.私達人類の行為たる選択について

私達当会は、私達人類に於いて、私達人類が、私達人類の存在にとってより好ましい、私達人類が生起する概念と行為を、選択する行為につぃて、私達人
類の存在にとって、重要である、と仮定します。

( 1/1 )

5.私達人類の概念と制度たる権威について

私達当会は、私達人類の概念と制度たる権威について、当該事象は、客観性に根拠を担保する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、嘗て、客観性を体現せず、と仮定します。

私達当会は、私達人類の概念と制度たる権威について、そこには、唯、喜び、悩み、迷い、怖れがあるのみかもしれない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、その総員を以って、私達人類の概念と制度たる権威を支えなければならない、と仮定します。

遺跡は、人々のそして現代の私運の生と死の証です。

私達当会は、遺跡について、人類の抽象たる概念又主観に起因Lて生起する行岩を融れ、又は、断絶し、宇宙と地球に於ける、人類並びに人類に関係する亭象に関し、唯一の、痕跳ではあるが客観的苦遍的包括的絶対的
な意味の記録たる、問時に、臭象たる事象である、と仮定Lまず.

私達当会は、遺跡に関し、( D私逢当会は、遺跡にっいて、宇宙と地球の人顛の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体駐"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契橿となる、(iD
私遅当会は、遺跡にっいて、その土地に共伴して具象であり、人顛の概念を断絶することで、人類に関わる亭象のうち唯一の絶体である亭実であり、各地域やモの人顕の"関係"や"交譲"、'結びっき"や"多様性"、即ち、
人類の事叡の在り方の「実態」を、私運人類に対して、直接に「証撤」する、(i11)私達当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、興なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共問作業"
を形成することで、それぞれの人頻相互の理解と信頼を形成する契棲となる、と理解Lます.

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人顛の、オリジン(0"昇i".始原、題.由来.根瀕、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(0,igi".1iw.独自性、独
創性.真性)を証徴する、と理解します.

私達当会は、遺跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又モの各要素相互の関係の様々な均衝、又は、最適な均衝の痕跡、さらに、人類の概念ナ=る真善蔓の多様な体現の可能性の痕跳として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡について、人顛の営古の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して,人顕世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定Lます.

私達当会は、遺跡について、私達人類が、人類の主敏を離れ、人類の世界を、人類の客霞に禁いて観る、具象、構造、装置、と仮定します.

私達当会は.遺跡にっいて、人頗の社会的共通資本、と認識します。(「社会的共通責本」は數理経済学者字沢弘文氏(1928年7月21日一20M年9月18日)が提唱する概念です.)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地填と人顛の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化軽済活動の基盤足り得る、と仮定します。

〆〆

私達当会は、広く皆様に、私達人顛の活動空間において、遺跡と遭跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の活用について.皆様に、私達人顕の芸術による、ことを提案し要望します.

私連人類は.私達人類の活動の空間に於いて、二の土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

( 1/1 )



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020卒イ今和2年ノ2月ア日'亡履日 r2020事イ今和2事ノ2月1日ι腰日轟崎寿厨勞1面詔夢

If新ホールぱ坊役所尉地ノ長崎市癌萎明、倶庁剛芝飾念ゾよりノ

1・2020年(令和2年)2月1日土曜日長崎新聞第1面記事『「新ホールは市役所跡地」長崎市長表明、県庁跡を断念』にて、以下、報省しました。

'2020年(令和2年)2月1日土曜日長崎新聞第1面記事『「新ホールは市役所跡地」長崎市長表明、県庁跡を断念』
「長崎市の田上富久市長は31日、新設する文化芸術ホールの建設地にっいて、県庁跡地(江戸町)を断念市役所移転後の跡地(桜町)にすると正式発表しナニ。県
教委による県庁跡地の埋蔵文化財調査で江戸後期の遺構が出土し、専門家は保存や追加調査を要望。ホールの完成は市役所跡地の方が早い見通しとナ、つたため。
[24面に関連記事]市は関連予算を2月の定例市議会に提出する方針で、2026年度のホール完成を見込む。県は20年度中に県庁跡地活用の基本構想を策{す
る計画だが、内容の変更を迫られる。県庁跡地は、16世紀の長崎開港後にキリスト教の国内拠点「岬の教会」、江戸初期の禁教厶後は長崎奉行所西役所ナ、どが
あった0昨年10月から今月にかけての調査で、長崎奉行所の遺構などが相次ぎ出土した。田上市長は同日、県庁で中村法道知事と非公開で面厶し、方針を仁えた。
中村知事は面会後の取材に「継続して詳細な調査が必要。現段階で建物を建てるという判断は難しい」と述べた。県庁跡地は「長崎発祥の地として非常に大切ナ、土
地」とし、にぎわい創出へ市と協議を続けるとした。市役所で記者会見した田上市長は「質が高く、市民が使いやすぃホールの早期整備を目;ヒしてきた」と強調。県と
市が当初、県庁本館が何度か建て直された歴史を挙げ「ほぼ遺構は残っていない」とみていたことにっいても「掘らないと分からない部分はあった。(遺構出土は)決し
てマイナスではない」と語った0 もともと市は、廃止した市公会堂(魚の町)1こ代わるホールを22年度ごろの市庁企移転後の跡地で建設予定だったが、早期整,佳が可
能な県庁跡地に変更018年11月、市によるホール整備で県と合意し、県は「広場」と「交流・おもてなしの空間」を整備予定だっナニ。(田賀農謙立E、田中祐作)」

2.私達『養生所を考える会』の提案と要望

私達当会は、当該の事象にっいて、長崎地域、並びに、日本地域と世界の人類が、世界標準、若しくほ、世界水準の行為、又は、之に、先行する行為を選択し続ける
ならぱ、世界の人類は、之を、訪問する筈、さもなくは、世界と日本地域、並びに、長崎地域の人類にとって、当該の事象の忘却あるのみ、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の事象にっいて、世界と日本地域、並びに、長崎地域の人類が、世界標準、若しくは、世界水準の行為、又は、之に、先行する行為を選択
し続けること、を提案し要望します。

MEMO

私達当会は、私達人類、又は、人類の個体の存在にっいて、人類の個体の存在を顕現することに、その目的があり、同時に、人類に関係する世界の諸事象の存在
を根源に、人類の認識上の関係性に於いて任意の意義を認識する、と仮定します。

私達当会は、遺跡の存在にっいて、遺跡の存在(遺跡の遺跡としての実態を含む)を顕現することに、その目的がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡との事象、並びに、現象にっいて、遺跡の存在の目的に鑑み、遺跡との事象、並びに、現象の全体を、包括的に保全すること、を提案し要
望します。

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、皆様に、遺跡との事象、並びに、現象に於いて、一般的に、原則として、遺跡の存在の目的以外の人類の行為、即ち、例えぱ、何らかの説明、宣伝、経
済、その他の人類の行為を廃止すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡との事象、並びに、現象に於いて、例外的に、特別で時限的な、人類の表現(吸収と表出)の行為が受容される場合があり得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡との事象、並びに、現象に於いて、例えぱ、都市、又は、集落の遺跡にあって、私達人類が、通時的又は共時的に連続して、通時的共時的伝統的
文化的な生活を営むことについて、遺跡の存在の目的に合致する、と仮定します。

私達当会は、遺跡との事象、並びに、現象に於いて、例えぱ、当該する事象の部分的な破壊に対する、私達人類に継承された記憶に基づく回復にっいて、遺跡の存
在の目的に合致する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡との事象、並びに、現象の内に於いて、私達人類の存在とその諸関係性を、又、人類の存在とその諸関係性に由来する諸行為を形成す
ることを廃止し、遺跡との事象、並びに、現象の外に於いて、私達人類の存在とその諸関係性を、又、人類の存在とその諸関係性に由来する諸行為を形成すること、
を提案し要望します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の抽象たる概念又主観に起因して生起する行為を離れ、又は、断絶し、宇宙と地球に於ける、人類並びに人類に関係する事象に関し、唯一の、痕跡ではあるが客観的普遍的包括的絶対的
な意味の記録たる、同時に、臭象たる事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡に閲し、(i)私達当会は、遺跡にっいて、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、(iD
私達当会は、遺跡にっいて、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に閲わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、
人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、(iii)私達当会は、遺跡にっいて、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"
を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(origin.始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(。"gi,a1卿.独自性、独
創性、真性)を証徴する、と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な休現の可能性の痕跡として、之を仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類が、人類の主観を雛れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類の社会的共通資本、と認識します。(「社会的共通資本」ほ数理経済学者宇沢弘文氏(1928年7月21日一2014年9月18日)が提唱する概念です。)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空問において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
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遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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改訂3版:2019年(令和元年)9月21日土曜日

改訂4版:2019年(令和元年)11月12日火曜日

改訂5版:2020年(令和2年)2月23日日曜日

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

早Z地仁盆める街つぐり
の台理煙~コンノfク《・、'

丈めら九る街の聾~街の"価倉"の再生蓙

柳埠頭
ι一ーーーーーーーーーーーーーーーーー___.

[第ニバース(be此h)H開発型観光]
・行政による第ニバース(be此h:船の停泊位置)形成

・中国・香港・シンガボール・華僑資本.品一帯.自由"観光開発
桜町地区遺跡群の現状保存を第一義とする桜岡地区への第二義提案/水辺の森地区への発展案

『長崎アーツセンター(Nagasaki Arts senter)構想』

長崎国際第二中華街構想

「長崎国際歴史文化都市構想」 "日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

南部

■■^西琶^■■^●■^■巨^尋倉^■

^

(桜町地内:生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の振興、遺跡活用の中心拠点"司令塔")
国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博物館、写真美術館、市民の劇場、一般に供用する各種の工房とスタジオ

会議場、複合的な各種和室、厨房、長崎県立圓書館長崎本館、長崎公文書館、利用者無料駐車場、等の複合施設

日本遁^董象趣蓙とずる 1・・・ー・ーー・,ーーー・ーー・・,・ー,・^一祉一、・・,・叫一・・'・,・伽・・・・・・・・・一伽^ーーー・ー・ー・・・・ーーー・、・峠門・・・ーー,・、ー・,ー
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 旧市街域 11中間域一長崎水辺の森一帯 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^

街/地域e1巳牛(土地の造成'街割り/地寒1り、路地、旧道、『長崎中央緑地計画構想』(都市長齢のバ"ボーン山.。ゆ。。.)の提示都市拠点地域の連結と都市景鯉美観と斑境配劇

[i貴苗1{/景雀見][^.j舌^イヒj壹劣含喬1、倫:轟籍に1、罵易ゞ還1脊1、
遺跡を保存し、又、活用し

<土地の利用の履歴の性格の継承>

・「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏',,.岫、,ーー、.,等遺跡群」

復奥芝越えて~ψ産と丘慶、谷とノ4空と海、石とt.青と緑、童と柴~倉彩豊ガ畩窟力ある街づぐり

[抽象文化活動・発信]旧市街・旧港の環境と由来と風土を背景に

特色ある街造りを行う。その基盤を整備する。

・長崎水辺の森公園クK辺のプロムナード

・長崎県美術館・オペラ・ハウス/シンフォニー・ホール1長崎音楽堂構想』

"「者詔市長崎i貴^」ローマ仂トリックと有馬氏大村氏1〒よる城塞都市及び之を継承する長崎奉行在所の近世城下町そして情報と軍事と交易の都市の姿

弥生遺物散布遺跡/弥生以前から中世の墓域である永埼の岬/鶴城と城下と肥前丹治比一長崎氏の館

長崎国際歴史文化都市構想

長崎総町八十町ど'機能地点".台場・陣屋一出島一新地倉地一唐人屋敷一大浦一時津一茂木一矢上一福田一潜伏切支丹居住区ノ中川カルルス/街道・旧道ノ船着

・台場遺跡/陣屋遺跡<保存と活用ノ整備>・1'長崎奉行所西役所等遺跡群」("土地の造形"の再建/遺跡保全を前提に、長崎奉行所西役所等遺跡<公園又は西役所再建一"和の空間"として活用>大波止遺跡く長崎<んち大波止とし活用、旧長崎警察署の現状保存又は移築保存>築地遺跡く庭圍機能を視野に小規模迎賓館、小規模レストラン、
能舞台を設置>)・「養生所ノ(長崎)医学校等遺跡」及び「長崎病院遺跡」<"土地の造形"の再建、石造建物基壇再建>・「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」<段丘状の"土地の造形"をそのままに催事広場に活用>・「小曽根家造営遺跡」<南山手海岸一小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次マリーナに>
・長崎奉行所西役所等遺跡群~出島遺跡から小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次緑地帯で連結

・長崎市役所ノ議会ノ長崎県勤労福祉会館ノ長崎地区労働福祉会館跡一帯での市民活動拠点としての国立人文学芸術地理学自然科学応用科学総合博物館/劇場ノ写真美術館ノ各種工房/会議室複合施設設置、「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」催事公園の一体運用
・歴史・生活文化・市民活動 ・立山の長崎県立図書館長崎図婁館跡への長崎地域の文化行政の司令塔としての長崎県立図書館長崎本館の設置

r"
=■^卿■^司亘^■旦^■■^巨■^

'『長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産』r-
^首亘^霜■^■言^■邑^劃■^

^'" 小曽根家造営遺跡

長崎歴史文化都市構想

長崎牛グシタンの全樟類

西洋式城塞都市、長崎奉行支配:内町

長崎代官支配.外町並ぴにその属邑
(浦上村山里庄屋懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)

大村領と佐賀領.

長崎半島・彼杵半島・諌早方面
長崎県熊本県九州日本世界各所の旧餓と旧跡、調査と整備
体系化と情報発信によるネットワーク効果の形成
^●^●^●^●^●^.^.^.^●^■^.^.

L
日本遺屋~董皐遁屋 1

一人類と共に在る文化財一

匿■^巨亜^■■^■■^■■^=盾^■

癌埼の邸の石垣石殷詳等、古代中董及ひ都坊遷崎這剛の主更な"t地の蘆形"一這幼一芝国砦症戈佐尉仁!ノ
Zolg卒r孕成31享ノ1月Z7日日腰日長廟寿幼声廟が康詔生圧痘見より這記 r改'rか

中部

遁助を活かず

.^..^.■^.■^,.^..^..^..^.卑^..^..^..^..^.卓^..^..^■.^.■^..^..^..^..^..^■.^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^.■^,●^■●^●●^●●^●●^匪旦^■●^●●^■●^●■^●■^●●^●●^●●^■●^●●^●●^冒■^.■^

日本房ケ国馴肅一日本房テ国一日本4夕国馴変

旧石響僻代一新石艀僻允一古代一三本の禅々一禅話一仏煮一物語一中董一離宗一儒敷一道敷ーローマ・力人りツクーイスラム敷一近董一禅這ープ々テスタンβ一近代一目然禅学一応尻禅学一医学一Z学一数学一Z美ーバ戈学一音学一美学一近代の終痔一現允一天共一遁続煙一飾裂一忘劫一日本ーアジアー遣葬:
..^..^..^尋.^..^■.^.■^..^..^..^..^..^圏.^..^..^..^.■^..^..^..^..^.■^..^..^.,^■.^..^..^■.^..^..^..^■●^..^辱.^●■^●.^●.^●●^●●^■個^電■^●尋^.●^●●^●●^●●^●.^●●^●●^●●^..^.■^.■^..^..

揺達当会ぽ、昔痔仁.癌達バ廚●イ;"卿准属の鱈球時代一究史身代α兼の籍黒立目会ι尼身ι遭尉ι癌史.戈、寵代の触a壬.寵代の入題iごしってφ癌却触塚の在りオ1=.尉菖肘/二ぎかし..尾瑳總便のバ厨芭罪i;費いて国^広倣廣づゲ壬笑堺ι、この'士触の生暦仁会ι1て'痔^厘代の皮士壬影成ずるよし'.その府置芝ιるこし、芝便美ι更留ιまず'.
癌遁当会だ'.昔疾に、長舶触属の蘆ι仁盲む危身ι窒房ι緬隣ずる這刷寡壬耳塵倉ιつっ."史仁企い.バ厨の、戈ι、婁斎、庄進、学斎の暦動、壷び仁.金広の庫台ιιτぎ用ずる、局野に、^青篁会.酉癌富庸鼎.^写算余.国^盾会.^虜^、各檀倉辰宇会芋rアカデミアのイベン'ノ、国辰アー'フとスティバル牟イ坊燭ノ壬企酉扇盧ι、即ち.長薗危属の優hT'寿晃立目然ι馳身ι趣甜ι倉史.戈.寵代の彪震の言用芝.広絶仁婁庸ι卓庸ιぞの市畑仁よ'、こι乏躍凄ι更皇ιまず'.

〆

信煮の自曲の擁痔一

日本遺廟'董象鐘蓙ιずる

」
』

文化財一ι人類とは何か1

(立山地区「長崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞毎市遺跡"(r長嶋アーツセンター」ー「妄崎市立図書館」一墨崎奉行所西役所等遺跡)一築地遺跡一出島遺跡一異鰯バンド
遺跡一「長崎水辺の森公閏」・「水辺のプロムナード」一帯一小曽粗家築地遺跡一「小菅修船場遺跡」)並びにその間の地所を繰地化し、同時に、遊歩道、自転車道を整備L、達結する.

■尋^■皿^皆皿^並巨^■■^盛帥^■

浦上キリシタンの里構想

^^^^^^^^

,'浦上村山里庄屋懸り、川平郷、古場郷一帯
1_________________________1

[遺跡/景観としての調査/保存/活用陛備]
1・浦上等教会と一帯・本尾の山城・石神の石切り場集落と石工
・家野郷・サンタ・クララ教会等遺跡・十字架山遺跡

・三ツ山方面集落・浦上川・樫山・岩屋山・帆場岳等
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 村郷中畍長崎日本世界.キリシタン(域)加関係 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー^

■

吋

長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想

改訂1版:2019年(平成31年)1月27日日曜日
改訂2版:2019年(令和元年)7月24日水曜日

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1 r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー,

ι一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1 L-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー,
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

2019年(平成31年)1月18日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

台場遺跡/陣屋遺跡

平和公園爆心寸也公園

謹,球瓶鈍鵬避珂幸町工場、福"保虜収容所第十■分所、等

[原爆遺跡の御論調査/保存/活用/整備]

餅面地侠全
^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

.

モニュメント/記念碑から生活・理解・哲学・倫理・創造の礎に

(NG長崎ビルの新市街域への移転又は必要により埋立造成地の若干漸次拡張)

.

・被爆遺骨捜索・(一般的には現地にて遺骨収集し埋葬する処)各遺骨検出地点直下地下での当該遺
骨展示と展示地点連絡地下通路形成による遺骨遺跡提示整備

・原爆被爆遺跡としての遺跡調査、地上/地下双方の遺跡を対象とする保存と活用と整備と公開と継承
・地上/地下遺跡の双方を保全するための開発事業におけるピロティ構造の採用

・一連の遺跡の活用整備として爆心である上空50omへの鉄塔による展望台、位置示標としての光点の設置
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

'長崎大学/病院/小学校/防空壕/教会等の調査/保存/活用ノ整備(上記に準ずる) 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

北部

大浦天主堂出島遺跡

巨冒^■■^■■^■巨^盟圏^巨匿^卑

"日本房^"

日本違酉'董象遺蓙ιずる

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

『明治日本の産業革命遺産』'簑崎署庁所西役所等這剛詳"芝国痔足戈佐尉仁/!

1 新市街域一浦上川河口東岸域 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

[政治経済機能の集約集積と効率追求]
[コンパクトシティ、向,.公共生活空間升多成]
・国機関・長崎県庁舎・長崎市庁舎・長崎駅東交通ターミナル

・民間事業所・三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場跡大型民間開発

・公共低層中層高層居住施設と生活利便形成

JR九州長崎駅~三菱重工業株式会社長崎造船所茂里町工場跡一帯

匪

南山手・東山手外国人居留地遺跡群

■

譽生所ノr長崎ノ医学友牟遁餅一1董罪遁産jへ

■

■

■
■

■
■
 
1



・難獻欝鑓綴鑓'敬縱鬻二・[長崎国際歴史文化都市構想゛1趨如姉岫狗、]の提案と要望の目体案の展開⑳玉叉俳牙男毛ば腎袰見品舮具
日本文明と世界との関係を考慮。旧市街壊の遺跡と歴史と生活文化、新市街域の現代犠能集約蓄積効率追求とコンバクトシティへの居住空間形成、及び中間域に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長嶋を形成する[長崎歴史文化都市楕想](2018年(平成30年)11月4日日曜日作成)の具体案の展聞。

現状/旧態/位置

平和公園

爆心地公園

三菱重工業株式会社長崎造船
所幸町工場

長崎県庁
゛R九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所

(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所幸町工場跡一帯)

「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

想

北部[浦上キリシタンの里構想]

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公園」

「長崎地域古代中世生活遺跡」
「近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」
・三菱長崎造船所幸町工場遺跡
・福岡悍虜収容所第十四分所遺跡

1新市街域1
浦上川東岸河口域

浦上教会住宅地等

__________________________________________這跡!こ2、Σ工_____________________
、、、、、、、、、、茗蒜1敬、新S、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、、、、費蓙、、、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、'、萱7整礪、、、、、、、、、、

「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公園」

「浦上キリシタンの里随跡群と教会)」

柳埠頭
・日本通運
・長崎食糧倉庫
・長崎港湾運輸
・清水商会
・住友金属鋼管倉庫
・漁船装備品工業協組
・長崎バス営業
・長崎市南署
・長崎港湾空港整備事務所等

「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」
・三菱長崎造船所幸町工場遺跡
・福岡悍虜収容所第十四分所遺跡

・古代から近代の生活の遺跡
・古代から近代"土地の造形"

(土地の利用上の形姿や道路や路地の形姿)1
・建造物の痕跡

出を記念する。

K長崎刑務所浦上刑務支所
:住居、集落等)
1・長崎原子爆弾被爆遺跡
1・等(~不詳)

別紙『中部[長崎歴

「浦上キリシタンの里遺跡群」

.、、、. 1・盛土による遺跡保全

':・国指定文化財唖要文化財使跡靭(土地の利用上の形や道路や路地形)1'国キB定文化財唖要文化財使跡靭

・建造物の痕跡・'
(施設、住居、集落等)
・長崎原子爆弾被爆遺跡
・等(~不詳)

2019年(平成31年)1月20日日曜日
故訂3版.2020年t令和2卑」2月2き日日唆日 r長絢アーツセン,一惰塾1等改弥弊

養生所を考える会代表池知和恭
日本文明と世界との関係を考慮。旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、新市街壊の現代機能集約蓄積効牢迫求とコンパクトシティへの居住空間形成、及び中間域に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する〔長崎歴史文化都市構想X2018年(平成30年"1月4日日曜日作成)の具体案の脹聞。
一養生所/(長脚医学校等遺跡の保存と活用より一中部[^山奇^艮ミ^イヒ者"子打キ蒜1曼一創造環境の共有(曲引。)ー]の1是^と^^の目イ本^の^号目

「長崎国際第二中華街」
「近世築地近現代埋立遺跡」

ローマ・カトリックとイエズス会の
活動を記念する。
・遺跡の調査と保存と整儲を第一義とする。
・現代機能建物にピロティ楕造等を採用する。
☆永埼の岬記念遺跡公園の隣接地への
当該施設の設置は当該公園地の性格に
つき歴史上の現実惑(内a1卿)を与える。

文化都市構想一創造環境の共'(血引.)ー]の提案と要望の具体案の展開』による

:・調査指導委員会の設置
:一世界からの学術者の参加

1・行政上活用目的調査の実施
:・学術調査の実施
・"土地の造形"の再建

1・古代から近代の生活の遺跡
1・古代から近代"土地の造形"

:楠上等'畏と巴需色牧ぽ J爲地の形劃:上に同じ
:切り場集落と石工・家野郷・サンタ・クララ
:教会等遺跡・十宇架山遺跡・三ツ山方面
:集落・浦上川・樫山・岩屋山・帆場岳等

現状/旧態/位置

旧長崎県庁
(江戸町2番)

長崎原子爆弾被爆の様子や爆
心地を提示する。
・遺跡の調査と保存と整偉を第一義とする。
・漸次遺跡調査整備する。
・都市のオープン・スペースを形成する。
・空地に現代の機能建物を建造しない。
・現代機能建物にピロティ構造を採用する。

①被爆遺骨捜索
②(一般的には現地にて遺骨収集し
埋葬する処)各遺骨検出地点直下地
下での当該遺骨展示と展示地点連
絡地下通路形咸による遺骨遺跡提
示整備
③原爆被爆遺跡としての遺跡調査、
地上ノ地下双方の遺跡を対隷とする
保存と活用と整備と公開と継承
④地上ノ地下遺跡の双方を保全する
ための開発事業におけるピロティ構
造の採用
⑤一連の遺跡の活用整備として爆
心である上空50omへの鉄塔による
展望台の設置

方針/活用ノ備考

「近世築地近現代埋立遺跡」

^

市街/道路/旧長崎警察署
(江戸町1番、江戸町2番)

「永埼の岬記念遺跡公園」

想

:・近世築地近現代埋立遺跡

1・等(~不詳)

r'

市街/道路/江戸町公園
(江戸町1番、江戸町2番一帯)

_________________________________________,違跡!こ2、Σ工"_______________
、、、、、、、、、、二合、で張;S、、、、、、、、、、1、、、、、、、、"、、、、、蚕荏、、、、"、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、'、著7整、、、、、、、、、、、、、

( 1/1 )

浦上キリシタンの里としての遺跡の
歴史的な様子や実態を提示する
地区に関連する博物館を整備する
(例:現在の「浦上キリシタン資料館」等)
【日本地堆に謎ける信教の自由の獲得の直接の契機]
[世界で最初の核被害に於ける集団的追悼]等

「大波止遺跡公園」
・長崎くんち御旅所の旧復

出遺跡

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
長崎奉行所等遺跡

旧長崎県警本部
日本生命ビル跡
(万才町4番)

・行政上活用目的調査の実施
・学術調査の実施
・"土地の造形"の再建
・盛土による遺跡保全
・埋蔵文化財.地表血複製他

「江戸町築地遺跡公園」
・一帯の庭園機能を視野
・小規模の迎賓館
・小規模のレストラン

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
大波止遣跡

国道34号線
長崎家庭裁判所
長崎簡易裁判所
(万才町6番南部)

r出遺跡整

・遺跡
~記念物~埋蔵文化財
(造成/石垣等"土地の造形")

「長崎警察署遺跡」

[第ニバース( birth)]
[開発型観光]
・行政による第ニバース(bi此h)形成
・中国・香港・シンガボール・華僑資
本による一帯の自由な観光開発
・遺跡地では現代機能建物にピロ
ティ構造を採用する。

イエズス会による記念聖堂設置
・大きくはない「教会堂」
・「歴史研究資料館」

「文明堂総本店」

・遺跡
~埋蔵文化財
(造成/石垣等"土地の造形")

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
江戸町築地船番長屋遺跡

:・調査指導委員会の設置岬岬枇,
1・学術/活用目的調査の実施
1上層郁遺跡が希陣な場合中世近世土木造成遭跡として
1遺跡活用石垣再建修築を視野に深層部調査を行う.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財.地表M複製
1・国指定文化財.駄幽.如,,とする他

「大村町高島秋帆本邸遺跡公園」
敷地の一角に
・「古代中世永埼記念館」
・「高島秋帆記念館」
・「近代医学歴史資料館」

1大正期竣工の長崎警察署建物1建築の建築当初状態への復原

「出遺跡

※岬の先端の外浦町のボルトガル系マカ 1
オ由来のイエズス会のサンリ{ウロ教会と.

イエズス会日本本部に対して、当該土地南:、
東に岬の丘の中央道路を挟'外浦町には:,遺跡(~不詳)
スペイン系フィリピン由来の托鉢修道会と
地域司祭のサン・ペドロ教会があった。
当該土地南東端は当時の外浦町にあたる。

1文明堂総本店建物

:・調査指導委員会の設置仰岬雌,
1・学術/活用目的調査の実施
:上層部遺跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
1迫跡活用石垣再建修築を視野に深屠部調査を行う.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表如複製他

:・遺跡
:~埋蔵文化財
K造成/石垣等

「万才町遺跡」
:・遺跡(~不詳)中世遺物散布遺跡

高島秋帆本邸遺跡 1・出土遺物 1_
大村町の医学伝習所遺跡:(過去の行政上の発掘調査で:'調査指導委員会の設置帖*柳
※第二次海軍伝習において松本良順とポ1「万才町遺跡」より中世の五輪塔1・学術/活用目的調査の実施

させた後四十一二日内に之は大村町の医1,' 1遺跡活用石垣再廸修築を視野に深庵部調査を行う.

長崎滞在のうち三'八か月ほど当該医学:の五輪塔残欠を検出、永埼の岬:.盛土による遺跡保全
伝習所を拠点に伝習生を指導し長崎に種1一帯が古代以前より中世にかけ:.埋蔵文化財,地表⑩複製他
痘を復活させ日本で最初の人体解剖実晋1て地域の墓域であったと想定で:
揮をとり人々に医療を施し、佐古の養生所1きます0):
開所に伴い拠点を養生所に移転しました。1 1

先史鯲N人類.関制m..永埼.岬.遺
跡.歴史.重層性'正徴信己念,。
・遺跡の調査と保存と襲備を第一義とする。
・都市のオープン・スペースを形成する。
・趣旨より一義的に空地とし、二義的に長崎奉行
所西役所の再建を視野に入れる一Φ凱凍住准侠され
たと身え骨る石垣の幣貸と提式が一敢すると宥え暢る伽給回写真捧

補完賞斜が複歓存在することよりノ"和の空間"として活用。
・現代の機能建物を建造しない。

方針/活用/備考

・遺跡~埋蔵文化財

1現状保存

"土地の造形")

古代中世の永埼と最初の六町と
後世の推移を記念する。
・漸次遺跡調査整備する。
・土地の性格により漸次最小限の現代機能施設
の設置を行う。

・現代機能建物にピロティ構造を採用する。
(r近代医学歴史資料館」については、当地に実
現する迄、仮に当該資料館を長崎大学構内に設
置する。ノ順天堂大学が「日本医学教育歴史
館」、九州大学が「医学歴史観」、広島大学が「医
学資料館」、東京女子医科大学が「吉岡彌生記
念室」、大阪医科大学が「歴史資料館」、明治大
学が「法・医・倫理の資料館」を所有、新潟県に
「医の博物館」等の実例がある。)

☆当骸地の現代機能施設は当蝕地一帯
の遺跡と歴史の性格につき歴史上の現実
感介θa1卿)を与える。

1・調査指導委員会の設置.肋新舶"
1・学術/活用目的調査の実施
:上層部遺跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
.追跡活用石垣再建修築を視野に深層部調査を行う.

1・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財.地表M複製他

最初の大波止を記念する。
・江戸町1番の事業所を漸次新市街壊等に移転
する。
・漸次遺跡餌査整備する。
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
・都市のオープン・スペースを形成する。
・畏崎くんちの御旅所を旧復する。
・現代の機能建物を建造しない。

大正期長崎警察署を記念する。
・現状保存又は大波止交差点南西隅に移築保存.
・警察博物館ノ御朱印船博物館等に活用する。

・"土地の造形"の再

1・調査指導委員会の設置餌,仙卵
1・学術/活用目的調査の実施
,上層部遭跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
:遺跡活用石坦再建修築を視野に課層郁調査を行う.

1・"土地の造形"の再建他

・現状保存又は大波止交差点南西隅又旧長崎警
察署を大波止交差点南西隅に移築保存する場合
は大波止交差点北西隅に珍築.

旧江戸町築地等を記念する。
江戸町2番一帯の事業所を漸次新市街域等に
移転する。

・漸次遺跡調査整備する。
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
・都市のオープン・スペースを形成する。
・長崎くんちの御旅所を旧復する。
・遺跡保全上可能ならぱ緑地を形成する。
.立地の性格により最小限の機能施般告設置する。
・現代機能建物にピロティ構造等を採用する。

( V3 )
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・饗驫叢渚雛瑞晶欝磊雛朧帽.[長崎歴史文化都市構想゛隨験殊郁,狗、]の提案と要望の目体案の展開⑳1叉爵巽張ば腎呉見品脚
日本文明と世界との聞係を考慮。旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、斬市街域の現代機能集約養積効車追求とコンパクトシティへの居住空間形成、及び中間域に形成する柚象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する〔畏崎歴史文化都市構想](2018年(平成30年)11月4日日曜日作成)の具体案

現状/旧態/位置

長崎市役所ノ市役所別館
長崎市議会
長崎県勤労福祉会館
長崎地区労働福祉会館跡
桜町市営駐車場/桜町公園一帯
(桜町地内一帯)

旧長崎市公会堂
旧公会堂前公園
(魚の町4番)
[長崎市が当肢地に長崎市新庁舎
の建設設置を計画中
新市街域一浦上川河口東岸域
欄の構想項を御参照下さい]

第一義:「桜町遺跡記念公園」
第二義 磐罰柚巨●嶋罰の埴蚊■卿昏喬一■ι,'拝斬●輯凡の覇二軸物声

※『長崎アーツセンター構想』
(Na底日Saki Arts sent8r)
(生活文化、並ぴに、一般市民の教養文化芸術の活

動と発信の橿輿、遺跡活用の中心拠点"問令塔")

国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博
物館、写真蔓術館、市民の劇場、一般に供用す
る各糧の工房とスタジオ、会議場、複合的な各
種和室、厨房、長崎県立図書館長崎本館、長崎
公文書館、利用者無料駐車場、等の複合施設

構想

[抽象文化活動・発信]
旧市街域と新市街域の中問域に長崎の風
土を魚徴する"緑"と"フk"と"空"の環境、及
ぴ、旧「長崎バンド」の歴史を背景に抽急文
化活勳発信拠点を集約整備し相乗効果を
形成、各地区並ぴに近接する高速自動車
道路である「長崎自動車道」を市内まで延
長する「ながさき出島道路」又国際客船
バースである「国際観光ふ頭」より連接し幅
棲する都市動線を増幅し、長崎への訪問
者を受け入れる新しい"現代長崎"の玄閲
口としてランドマーク地区を形成して、又、
歴史的長崎のランドマーク地区である「永
埼の岬」と対照させ、一連一帯に経済効果
を波及させ、同時に、長崎市中心部の一体
的市街運用と形成を目指す、その紐帯と期
待する。
AIG長崎ビルを新市街域へ移転しその跡
地に長崎音楽堂を設置する、又は場合によ
り漸次埋立造成地拡張により公圃地を拡
張して対応する。

旧長崎県立図書館長崎図書館

__________________________________________違跡!三.2、Σ工_______________________
、、、、、、、、、、茗、、1仮、、、テ、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、、、、蚕荏、、、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、調饗7璽礪"、、、、、、、、、

訪社
=

「(仮称)桜町遺跡」

公園

旧小曽根家及び関連一帯

「今紺屋町中紺屋町本大工町遺
跡記念催事広場公園」

旧長崎市、
及び周辺地

.1,」貞,具・,ーツ」リ代,鳥.丁.J.゛1異貼.,N則1.】ι1ネ.キリレ¥
0ーマ時代に四*M0鼻豊盛局ち.島ーロ,バΦ大羊亀1座に註いて中峰単向
10彊艶性卑●皇0置舵享で.1人劃柚0●優'.島る試墨'武註的OM鳳.早
軸1の鼻ネル鳳0さ■、,二●血七制●こしで畠'.臭健判出宝豊季.憾M雫
堂琉季の■雫,"よυ真醗.■伺ι●何羊.●剖の学幽1.臭宝孚.個費の4
剥のこと.・・4劃のネ畿のι昏僻」ιι、弓言戴仕ιι■と、制胎酔代仁暑豊竃
の画昌1冨よってリ代らル.,-1◆訣皿ιLて適"さ気たしのであ●.."づラト
ほ・・ι二ろ"1.古代キリι、,牡●に島1、て゛エ..・是め喩.0-々鵬代の庫
冨の"世能櫨卑小ら6借捉に●,"て、,0の斜旦から4'r●由七叫」t.仲ι.
".貞.■此制山卓1ιLτ圧武1喧皐゛具るに里ら,二●で島'.・..習季吐
この■■七劇のと恒に血包L.●商七興皇験抽,●と青叉ら皐,ニ.臂羊雌之
らに詩羊の亭偶羊として.盾理帥里身を■見るしのιキれ'.こ此血血セ闘
の岨盧1含.キリスト急の■*ι二晶づ倦個青内宴生雪丸ι1ミ功.ギ,」しゃ 0-
,U盛の帥学"醍大唯■れた゛,mと豊'ことしで゛る ^10^.'リ
κ号ル・アーツ」佃興更価肋劫卑ユ角"日仕IN Ⅱ

住宅地(旧橋本大徳園)

梅香崎天満宮、大楠社等

住宅地(旧唐人屋敷/森氏造成)

長崎県立図書館長崎本館

1い^

「能

三菱重工業株式会社
長造船所

「諏の

「小曽根家造営遺跡公園」
・小曽根家博物館

1・遺跡(~不詳)
1:叡、.即埋葬葬送の地、墓域

11訊・.即東アジア交流交易の痕跡
11キリスト教時代の教会
1:、如桜町籍屋舗(牢屋敷)
・・",.建築
り"土地の造形"遺存の可能性
}:→遺跡の遺存が想定できる。

各所(旧台場等)

の建(嘉永年間に焼失)

「魚の町長崎市公会堂跡弥生/
近世近代旧市街今紺屋町中紺
屋町本大工町遺跡」

各所(旧燦火台等)

安禅寺遺跡公園

「養生所<長棚医学校等遺跡公園」

方針/活用/備

・「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏'岫,.,.、、,.,、.,,..州,等遺跡群」及び「都市長崎遺跡」

・「恕郎/都福田氏/帷肥前丹治比氏等遺跡群」及"「都市長崎遺跡」,わ、忙長崎の岬劫邸石垣/石段/複数の堀/築地/造成その他.主要*構造'如゛国指定文化財その他指定ψ保護、又再建整備,。

/本大
「大徳寺遺跡公園

・「小曽根家造営遺跡」/南山手から「小菅修船場遺跡」までの海岸付を従来産業を保全しつつ漸次緑地帯及びマリーナ/ヨット・ハーバーに整備運用する。

'『長崎中央緑地計画構想』'""".",'"゛ー、'、ー,.".".""."."批."""...".郎,0."",'..**.""",".・.、・".艶0.゛"・".",ー"、,、,、、.."0..",、...".".""."、ー.、..゛"、.",""..、,゛.*..酬.,.'*.",0',ー",、.、゛,"*""゛"、'゛"".゛..',"""..",,".,,乢.",,..,,...,,..,凱..,,,.*'"凱,.*,.".,,,,.,゛

「長崎奉行所立山役所遺跡」
,見所遺跡

「唐人屋敷/森氏造成遺跡住宅地」

"'

「長崎製鉄所等遺跡」整備公開

/

住宅地」

「安禅寺遺跡

2019年(平成31年)1月20日日曜日
養生所を考える会代表池知和恭

日本文明と世界との関係を考慮。旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、新市街壊の現代橿能集約蓄積効率追求とコンパクトシティへの居住空間形成、及び中間壊に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する[長崎歴史文化都市構想](2018年(平成30年"1月4日日曜日作成)の具体案
一難楸鵬嘔撒微和飾婚"W一φ部[長崎歴史文化都市構想一継環境吠旬.胎囿一]の提案と要望の具体案の展開

「小曽根家造営遺跡」
「炭坑舎遺跡」

各遺跡公園

故訂0蛭 2020卑(令和2年)2貞2ヨ日日曜日 r長嶋アーツセンター捕撃」等改弊等

社等遺跡」

1・調査指導委員会の設置,肺伽
1・学術/活用目的調査の実施
1上悟部遺跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
1遺跡活用石垣再建修策を視野に深層部姻査を行う.

1・"土地の造形"の再建
:・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財.地表如複製他

・弥生後期土器残欠散布遺跡
・近世市街町屋遺跡
~記念物~埋蔵文化財
(西へ下る段丘状の"土地の造形")

各遺跡公園

「養生所ノ(長崎)医学校等遺跡」

跡/

「大徳寺'跡」

現状/旧態/位置

'跡/長崎
大徳園遺跡

:・遺跡(~不詳)

「唐人屋敷/森氏造成遺跡」

・遺跡(~不詳)
ト遺跡(~不)

「長崎製鉄所等遺跡」

1・調査指導委員会の設置*脆如
:・学術/活用目的調査の実施
1上層部遺跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
,遺跡活用石坦再礁修築を視野に深層部調査を行う.

1・"土地の造形"の再建
:・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財.地表⑩複製他

宇宙と地球の自然と人類の活動
と世界と日本と長崎の遺跡と歴
史を記念し紹介する。
一帯*市民活動拠点.位置付略。
[当該施設を東に隣接する"今紺屋町中紺
屋町本大工町遺跡記念催事広場公園"とー
体運用し市民活動の拠点と位置付ける。]
・遺跡の調査と保全と整備を第一義とする。
・当肢施設で喪崎地区や旧市街域での這踏と遺
構と遺物の出土状況を展示説明する。
・長崎県勤労福祉会館、及び、長崎地区労働福
祉会館が入居する。

現代機能建物にピロティ術造を採用する。

方針ノ活用/備考

:・遺跡(~未詳)

各台場等遺跡

長崎水辺の森公園
水辺のプロムナード
長崎県美術館

1・遺跡
1~記念

蜂火台等遺跡

遺
1・遺跡(~未詳)

・'跡(~未詳)

~埋蔵文化財

:・調査指導委員会の設置,陶卵
.・学術/活用的"。査の実施

・遺跡(~不詳)

「オペラ・ハウス
シンフォニー・ホール両用施設
『長崎音楽堂』」(新規設置)
<発展案として>
桜町地区への第二義案を水辺の纛地区に設置
ノ抽象文化分野芸術と連携、活動の発展を期待

※『長崎アーツセンター構想』
(Na宮asaki Arts sent8r)
(生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動

と発信の振輿、遺跡活用の中心拠点"司令塔")

国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博物
館、写真美術館、市民の劇場、一般に供用する各
糧の工爵とスタジオ、会諾場、複合的な各梱和
室、厨房、長崎県立図書館畏崎本館、長崎公文害
館、利用者無料駐車場、等の複合楯設

=の日

・学術/活用目的調査の実施

古代生活旧市街を記念する。
一帯*市民活動拠点.位置付','。
[当該旧市街遺跡を記念し、西へ緩やかに
下る"土地の造形"をそのままに活かし、長
崎くんち等催事広場として活用する。
当該公園を西に隣接する"国立人文学芸術
地理学自然科学応用科学総合博物館/劇
場ノ写真美術館/各糧工房/会脹室複合施
殷"と一体運用し市民活動の拠点と位置付
ける。]
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
都市のオープン・スペースを形成する。
・現代の機能建物を建造Lない。

・遺跡(~不詳)

'、

・調査指導委員会の設置非,,
・学術/活用目的調査の実施
・"土地の造形"の建

1,遺跡(~不詳)

[政治経済機能の集約集積と
効率追求]
・長崎新幹線新設及ぴ長崎本線高架化に
よる長崎駅整備に附随して発生する長崎
駅東空地の再開発を実施する。
・長崎市街長崎内港域の公官庁舎を移転
集約する。移転元跡地は遺跡公園、又、永
埼の岬から小菅修船場遺跡を連結する緑
地公園等に運用する。

[コンパクトシティへ向けた
公共生活空間形成]
・"平地に住める街づ4r
を念頭に、人口減少・高齢化・市街維持の
合理性に留意し、公共再開発を行う。

〔留意事項〕
・尾上町の西部ガス事業所を小江町の西
部ガス事業所に移転統合する。
・一帯の中小事業所を含めて統合再開発を
計画し、一連の土地区画を再構成する。
・旧県庁舎及び出島地区よりの移転・入居
を補助し優先する。移転元跡地は公共によ
り遺跡公園、又、永埼の岬から小菅修船場
遺跡を連結する緑地公園等に運用する。
・当該地区再開発は、市街中心に位置し、
対欽面積も広く、将来の都市長崎の姿に
とって重要な構成要素です。
広い土地の従来の土地区画に固執せず、
又、官公民が各々の行動目標を効率よく達
成できるよう融通調整して再開発計画を設
定し、漸次、実施することが必要です。
・一帯土地は、肥前佐嘉御大名屋敷の西
部、築地、近世築地近現代埋立造成、長崎
原爆被爆、に係る遺跡地です。重層する歴
史より遺跡の重層性が想定され特に繊細
な発掘等調査が必要です。
・現代建物へピロティを探用する。

ι

1・遺跡(~不詳)

・調査指導委員会の設置始.卵
・、査実施遺跡原状回復/再建

:・漸次遺跡調査

__________________________________________違跡!こ2、Σ工___________________
、、、、、、、、、、、、、、二1張;テ、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、、、、'、崖、、、、、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、'、萱7璽、、、、、、、、、、、、、
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:・調査指導委員会の設置*艇伽

1・学術/活用目的調査の実施
1・"土地の造形"の再建

゛

学惰者●如

次遺跡、査

長崎地域の文化行政の司令塔と
位置付ける。

長崎県庁
JR九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所
三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場
(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所茂里町工場跡一帯)

諏訪神社・安禅寺を記念する。
安禅寺は長嶋奉行所立山役所と関係が深い。

1・漸次遺跡調査

,'.,ー..にっいて「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定し漸次遺跡調査保存整備する。

日本刀.近代富国産業、記念,.。
佐賀藩の高島採炭を記念する。
..坑、タ顔丸記念する。

:・調査ヒ導委員会の設置,舶伽
.・学術/活用的調査の実施

「長崎駅東交通ターミナル」
(新設)

1・近現代築地埋立遺跡
「近現代築地埋立遺跡」(可能個 K近年の埋立造成地により

1上層部の遺跡の要素は希薄)

.・調査旨導委員会の設置物砂"
:・学ハ用目的査の施

養生所/得館/(長崎)医学校ノ
毒病院、小病院'記念丸。
大徳寺/長崎
記念する。

「長崎市役所」(移転設置)

大徳寺記念する。

「防衛省」(移転設置)
「長崎税関」(移転設置)
「長崎税務署」(移転設置)
「県大波止ビル」「県道路公社」
(移転設置)
「長崎県警別館」(移転設置)
「港湾合同庁舎」(移転設置)
「長崎市新庁舎」(移転設置)

唐人屋敷/森氏造成を記念する

院/橋本大心園

「1 :・肥前佐嘉御大名屋敷の西部1

「、 1・近世築地近現代埋立遺跡1・調査指導委員会の設置

.,.._.,,...__..,.,"..............:・等(~不鮭):・行政上活用目的調査の実施
'""、'"""'、、""'""""""""":"'"'、'""""""'"""'""""""""" 1・学術調査の実施

: 1・"土地の造形"の再建
:・盛土による遺跡保全
:・埋蔵文化財の地表での複製
:.国指定文化財億要文化財・史跡制
1とする
:・日本遺産、世界遺産とする
V方'ガ

::1長燭国農屋史戈佐都市樟密ノー

1'から'代の活の':の趣盲仁症づ。
「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」 1(土地の利用上の形姿や道路や路地の形姿):d職爆趣,痩黄
「近世築地近現代埋立遺跡」 :'近世築地近現代埋立遺跡:②r一般肘仁ぱ現地/:て遺晋攻集ι

1・長崎原子爆弾被爆遺跡 1塑疹ずる処ノ各遁骨槌出地南直ア「長崎原子爆弾被爆遺跡」
1・等(~不詳) 1地下での笥威趣浄展示と展示地斎
1 :遁繕地下遁路形成仁よる遁晋趣幼
::趨示墜傭

1③須燭殻燦趣尉としての漣尉謂査、
1地上/地ア餌方の這剛芝謝家とずる
:俣疹と活尻と盡傭と公庸と腔承
1@地上/地下趣剛の成万芝侠全ずる
1ための用鼎夢黛仁おゲるど々ディ梼
:遺の祭尻

長崎製鉄所等を記念する。

各台場等を記念する。

参考
記車

蜂火台等を記念する。

豐安政四年八月四日0"1卑,男ユ1日1郵二撫轟鵬瓢竃皐冒靴官殴墨軸昂外寓就島道蜘に置忠ι●曇カウ,ン〒イーケ大捌{岳暫匿官犀皇1単下岳曽凪官37●.气.バン号せ'鳳弛寅卦】.安酸四卑ハ月玉日ι仲51卑,月"印首二夜長M易軍怯曽鹸官航出島にと陸.保ぞな(馨駒卿■見禍巨●抽ネ員頃欝二一三●●ι伝冒曇官オラン,二抑当軍電邑州ンぺ晝島幽、安政皿卑丸興二+六日U■31卑"月Ⅱ日l「匡季岳暫」け係二女員幽磨案岳曽において胴軍岳冒が実詫されてい,二長嶋畢"所価投削のい
づれかΦ一寅で或立聞諭.西+一日内1=仕丈判町の旧高島"岨ネUにモの埋断を尋L.虫赴六卑七貞三日"恥■俸●昇1白にの日ポンκは日本王●豊M医羊牧安励胎L吐.と詑し.宜女児卑士月一日OM1卑■月'日1優岐市笥の南の住古の丘に蔓,所1惰蹟量υ柾雫所1血t露戚.文臭先卑A月十爽日"■■1卑,月"日】聾生所が^L、文臭二卑丸月+日イ1Mユ卑"月1白1"1ンぺは"・,ン,島酋ヤコづ.エン.アンナ"に吊盛し.上嵩.魯帰シンガポール鯉由で.凶に向血、い吹Lt二.

「民間開発」(事業所等開発設置)

「三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場跡地再開発」

「公共低層中層高層居住施設」
「生活利便形成」
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・漸次遺跡調査及び活用
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2020年(令和2年)2月17日月曜日

長崎県教育庁教育委員会教育長池松誠二様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課長草野悦郎様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課文化財班参事岩尾哲朗様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課文化財班主任文化財保護主事濱村一成様

柿本敏晶様長崎県企画振興部長
長崎県企画振興部県庁舎跡地活用室長薗田弘継様

岩見洋一様長崎県土木部長
中崎謙司長崎県文化観光国際部長
瀬川光之様長崎県議会議長
林一馬長崎県文化財保護審議会長

標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討頂けますようお願い

申し上げます。

^

に

1.別添資料

(1)『長崎地域と遺跡』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

養生所を考える会代表池知和恭

日

(2)『長崎地域の浦上地区遺跡群について』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

と朗の

(各一通)

(3)『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2020年(令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

1 について

長崎市教育委員会教育長橋田慶信様
長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様
長崎市教育委員会教育総務部施設課長西原政彦様

股張一男長崎市文化観光部長
長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様
長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様

片岡研之様長崎市企画財政部長
長崎市企画財政部都市経営室長岩永浩様
長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田尚登様
長崎市企画財政部大型事業推進室長赤倉史明様
長崎市まちづくり部長 片江伸一郎様

吉田安秀様長崎市土木部長
長崎市中央総合事務所長大串昌之

小田徹様長崎市理材部長
宮崎忠彦長崎市環境部長
原田宏子様長崎市秘書広報部長
佐藤正洋様長崎市議会議長

長崎市文化財審議会会長下川達彌様

綿

連絡先

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127 長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

2020年(令和2年)2月17日月曜日

標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討頂けますようお願い

申し上げます。
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^

以上

1.別添資料(各一通)

(1)『長崎地域と遺跡』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

(2)『長崎地域の浦上地区遺跡群について長崎地域と遺跡』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

(3)『長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について』

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2020年(令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上

に

養生所を考える会代表池知和恭

白{と の 1 について

・己

臨

連絡先

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127 長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

( 1/1 )



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2020年(令和2年)2月4日火曜日から2020年(令和2年)2月9日日曜日長崎新聞は、紙面の記事にて、以下、報道しましナニ。

1.2020年(令和2年)2月4日火曜日長崎新聞第8面記事『「としまえん閉園検討」跡地に23年春、ハリポタ施設』

「西部グループが、東京都練馬区の遊園地「としまえん」を今年以降、段階的に閉圃する方向で検討していることが3日、分かった。跡地に人気映画「ハリー・ポッター」のテーマバークが2023年
春ごろをめどに開業し、防災機能のある公園も整備される見通しだ。首都圏から広く客を集めた有名施設が、90年を超える歴史に幕を閉じる。跡地の大半は東京都が買収して公園を整備。米
映画大手のワーナー・ブラザースが残りの土地を借り、ハリー・ポッターのテーマパークを建設することで交渉が進んでいる。今春にも正式決定する可能性がある。ハリー・ボッターの世界を体験
できる施設は国内外で人気を博しており、新たなテーマバークにも多くのファンが訪れそうだ。映画のセットを再現する案が有力で、ロンドンにある施殷を参考に検討しているという。ユニバーサ
ル・スタジオ・ジャパン(usd、大阪市)は14年、約450億円を投じ、ハリー・ボッターの新エリアを聞集しナニ。主人公が魔法を学ぷ舞台の「ホグワーツ城」などを再現し、空を飛ぷような感覚の乗り
物も楽しめる。大きな話題となり、低迷していた業綾の回復に賀献した。としまえんは円26年に開園しナ=。遊具施設や複数のプールを備えた大規模遊圍地で、製造から100年超の回転木馬や
世界初とされる流れるプールがあり、西武鉄道の子会社が運営する。

口東京都練馬区の遊園地「としまえん」=3日午前(共同通信社へりから)(写真:雀略)」

.私達当会は、"造り物"たる事象について、人類の個体、人々又その集合に当該事象が飽きられ、当該事象への関与の動機を誘引するために、投資が嵩む、と仮定します。

⇔関東地域の遊園地「としまえん」閉園の跡地は、東京都が土地を買収して防災公園を整備し、一部について、米映画大手のワーナー・ブラザースが土地を借用して、ハリー・ボッターのテーマ
パークを建設する方向と云います。

長崎地域と遺跡

⇔私達当会は、当該の土地について、人々が集まる地政と社会基盤と伝統が活きている、と理解L得る、と仮定します。

2.2020年(令和2年)2月6日木曜日長崎新聞第24面記事『「長崎市中心部181へクタール優遇」都市再生緊急整備準備協が棄案産学官金で蓮携へ』

「民間の都市開発事集に対し優遇措置が受けられる「都市再生緊急甍儀地域」の長崎市中心部の指定に向けた区域図と整備方針の棄案が5日、産学官金でつくる拳備協議会でまとまった。県
と同市は本年度内に内閣府に提出し、2020年度中の地域指定を目指す。
素案によると、地域指定の区域は松が枝、出島、浜町、新大工町、長崎駅周辺、幸町などの地区を含む181へクタール.整備方針では、産学官金で連携を図ることや、人々から選ぱれるまちを
目標に掲げ、都市防災施設の豊備やスタジアムなどを生かしたスポーツの産業化の増進などを盛り込んだ。「長崎駅周辺」と「松が枝周辺」の陸海の玄関口の整備と併せ、歴史とにぎわいの「ま
ちなかエリア」、交流とにぎわいの「中央エリア」の魅力を高め、訪れる人たちを回遊させることで、にぎわい再生を図る。都市再生緊急整備地域は、国が都市鬨発を推進すべきと判断した地域を
指定。全国で55地域が指定を受けており、同市中心部は昨年3月に候補地域に選ばれた。(左海力也)

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

口長崎都心地域区域図(素案)

.私違当会は、私運現代の人類について、私達現代の人類の世界に於いて、様々な事象に関する事実の認知と確認と蓄積、その範囲と内容を、広範に且つ急速に進展し拡張し、地球規槙に
於いて広域に、行為しつつある、と認識します。

⇔私逢当会ぱ、当該の人類が、当該の事象に関する事実の認知と確認と蓄積を怠り、幻想に依存し、幻想を表出すれぱ、忽ち、当該の事象は、私達現代の人類とその世界に受け入れられない
事象となる、と仮定します。

3.2020年(令和2年)2月7日金曜日長崎新聞第"面記亭『臼700年前の鰍冶工房跡」大村・帯取遺跡市教委調査小型鉄譽生産か』

私達当会は、以下、考察し、皆様に、提案し要望します。

「大村市今富町の帯取遺跡で、約1700年前の弥生時代末~古墳時代靭期ごろの鍛冶工房跡が見つかっナこ。同時期の鍛冶工房の発見は壱岐市のカラカミ遺跡に次いで県内2例目で、大村市
教委は「集落で小型の鉄譽を作っていた工昆と考えられ、当時の鰍冶の技術や普及状況を考える上で重要な遺犠」としている。
遺構は宅地造成工事に伴い、昨年柁月から実施された遺跡確認調査で発見。調査面積は約95平方メートル。フメートル四方の竪穴建物の中央部にーつ、北璽部に三つの鍛冶炉を備えてい
た。鍛冶炉はいずれも建物の床面などを炉底にして使用する簡易なタイプで、水の侵入を防ぐためと思われる溝も確認された。このタイプの炉は剣やおのなどではなく、のみやきりなど小型鉄器
の生産に限られ、集落で使用する道具を作っていたと考えられるという。調査では金属探知機のほか、同心円状に色が亥化しているなどの痕跡から工房跡と特定。周辺からは鉄器片や砥石、
鉄が付着した石村なども出土した。 6日に報道機関向けに開かれた現地説明会で、市教委の柴田亮学芸員は「県内には同様の遺撰がほかにもあると考えられ、鍛冶工房と評価するのに今回
の遺構を参考にできる。周辺には大型鉄暑を作っていた工房が存在する可能性もあり、当時の鉄に関するネットワークの解明を進められれぱ」と話した。 11日午後1時半からは、現地で一般向
けの説明会も開かれる。問い合わせは市教委文化振興課(電0957・53・4111)。〔荒木竜樹)

(平面図:図を省略) [都市再生緊急甍備地域I WR長崎本線][路面電車」」

口帯取遺跡で見つかった鍛冶工房。写真右側が遺構中央部の炉跡=大村市今冨町(写真:省略)」
口遺構から出土した鉄器片や砥石など(写真:省略)」

4.3.2020年(令和2年)2月9日日曜日長崎斬聞第20面記事『「「最後の恐竜」を求めて」絶滅の縫、日本で解明鹿児島の地屠に注目』

「アジアに暮らしていた恐竜ナニちはどのように絶滅したのだろうか。6600万年前に落下した巨大隈石が絶滅を引き起したのは間違いなさそうだが、還く艇れた場所で何が起きたかは鍵が多い。
日本では鹿児島県の地屠で出土した恐竜化石が最も新しい時代のものだが、膜石落下までは400万年の間がある。専門家は「いつか日本で『最後の恐竜』の化石が見つかるかもしれない」と新
発見を期待する。
〔時代の終わり〕恐竜が地上を支配した時代の終わりはこんな様子だったようだ。直径10キロ超の巨大険石が地球に猛スビードで衝突し、熱波が数百キロ四方を焼き尽くす。大量の岩石が
溶けたり蒸発したりして巨大なクレーターができた。周囲を津波が襲い、真っ赤に熱せられた岩石が降り注ぐー。その後、大気に巻き上がった硫黄が太陽を橿い隠して寒冷期が訪れた。離れた
場所にいた恐竜は隣石落下の日を生き延ぴたものの、長く続いた寒さで死に絶えたらしい。現在のメキシコにあるクレーター跡を分析した米テキサス大オースティン校のチームは「恐竜はフライ
にされた後で冷凍にされた」と形容する。

〔相次いで発見〕日本で見つかる恐竜は北米や中園に比ぺて少ない。地殻変動が激しく、陸地が海に沈んで化石が見つかりにくいためだ。ただ1960年代末に福島県で高校生が発見した首
長竜「フタバスズキリュウ」の化石は、アマチュアによる発掘ブームに火を付けナ=。分類上は恐竜と奥なるが同じ時代に生きていた大型海生腰虫類の一種だ。 70年代末には国内で初めてとなる
恐竜の骨が岩手県で見つかった。その後は全国で発見が相次ぐ。兵庫県で見つかった草食恐竜「丹波竜」ほ、長い首と尾を持ち全長十数メートル。臼本でも大型恐竜が歩き回っていたのだ。当
時の日本は大腔の一都でさまざまな恐竜が行き来していたらしい。福弁県は内陸に近かったため多くの恐竜化石が見つかっている.かつて海俸だった北海道の地層では草食恐竜「カムイサウル
ス」の化石が見つかった。海辺での生活など多様な生態が明らかになって討二。
〔広範囲に分布〕 2016年には鹿児島沖にある娠島で7千万年前の恐竜化石が発掘されナニ。韻石落下まであと400万年の白亜紀末。現時点では国内で見つかった最も新しい時期の恐竜だ。
カムイサウルスと同様に、ユーラシア大陸や北米で繁栄したハドロサウルスの仲間。広範囲に分布していたことをうかがわせる。「周囲の地層を餌ぺれぱもっと新しい時期の化石が見つかるか
もしれない」と期待するのは国立科学博物館の真鍋真さん。露出した地層からはトリケラトプスの仲間の歯も見つかっており、ハドロサウルスより新しい時代の恐竜の化石力帳っている可能性が
ある。真鍋さんは「白亜紀末の恐竜化石はアジアでも數が少ない。最後の恐竃が国内で見つかれば、絶滅の鮭の解明に役立ちそうだ」と話す。

5.私達『養生所を考える会』の提案と要望

(1)私達当会は、ジオサイト、並びに、遺跡について、"ジオサイト、並びに、遺跡はどこにでもある"と云うよりは、"私達現代の人類が活動する土地の全体が重層的なジオサイト、並ぴに、遺
跡である"、と認識します。

(2)私運当会は、皆様に、長崎地域に於いて、旧海岸線、並びに、高台の一帯、を先史時代の遺跡と認知して、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

(3)私達当会は、自ら切支丹であり、慶長ハ年口603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)に確認任命される村山等安(家康は同時に四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴え
により、慶長十乙巳年七月から九月臼605年)寺沢大村有馬村山各方協議で決定した長崎換地により大村喜前より獲栂した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、
家野)、浦上村ノ内渕庄屋懸り(寺野郷、竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り蝿、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内(河内郷、中川
郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵榔、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)ノ代地は浦上村之内古場村北村西村、家野村之内一邑、外目村全く)について、例
えば、浦上地区等、長崎の旧市街から切支丹が移住する、切支丹を雑持する等、切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。
(大村喜前は長崎換地の後法華経に改宗する。元和五年一月二十九日0619年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと村山等安が遠捕される。元和玉年十月二十六日
(1619年1月31日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)

口鹿児島県・極島で見つかった7千万年前のハドロサウルスの脚の化石(同県薩摩川内市提供)(写真:省略)
口恐竜絶滅を引き起こした巨大韻石の落下の想像図(米サウスウエスト研空所提供)(画:省略)」

.遺跡は、人類の活動の痕跡、と認識されます。ジオサイト(底白Oslte)は、・・ジオサイトとは、ひとつの景観、地形グループ、単独の地形、岩石の露頭、化石床あるいは化石が存在する場の
二とである。・・(wikiped1ヨ「ジオツーリズム」最終更新2017年11月5日旧)06:28)と認識されます。ジオサイト、並びに、遺跡は、どこにでもあります。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、慶長八年a603年)正月に決定する、長崎奉行並びに町年寄の内町支配、並びに、長崎代官の外町支配、又、慶長十乙巳年Π605年)の長崎換地
により成立する長崎代官支配の外町の属邑の範囲について、切支丹遺跡と認知して、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

⇔私達当会は、私達現代の人類について、私達現代の人類が、ジオサイト、並びに、遺跡に居住し、又、活動している、との認知が、私連人類の存在にとって、ーつの始原となる、と仮定します。

⇔五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想: wlkiP6d1日「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))08:22)では、諸享象について、相生、相克、相侮、相乗、比和、勝復などの関係
を、付与すると云います。

(4)私達当会は、皆様に、長嶋地域に於いて、長崎総町八十町と関連する"機能地点":台場・陣屋・出島・新地倉地・唐人屋敷・大浦時津・茂木・矢上福田・潜伏切支丹居住区/中川カルルスノ街
道・旧週船着等について、遺跡と認知して、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

⇔私達人類は、私達人類が関与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係から、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

(5)私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、近代以前の埋立て、治水、利水の施設と構造について、遺跡と認知して、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

(6)私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、近代以前の埋立て、治水、利水の施設と構造について、旧海岸線の実態を人類の生活条件の遺跡と認知して、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定
すること、之を調査、保存、顕現、活用すること、を提案し要望します。

(フ)私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、伝統的な社寺教会切支丹施設並ぴにその関連区域地域について、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

(8)私達当会は、皆様に、長崎地域に鴬いて、長頗原爆の人的被害、並ぴに、物理的被害、又、被爆地、並ぴに、被爆の体験の範囲を長崎原爆被爆の遺跡として、周知の埋蔵文化財包蔵地に
決定すること、を提案し要望します。

(9)私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、その遺跡等の保存と活用に関して、長崎地域の長崎地域に人類が到着する以前以後の自然の痕跡、ジオサイト(g的ヨite:・ージオサイトとは、
ひとつの景霞、地形グループ、単独の地形、岩石の露頭、化石床あるいは化石が存在する場のことである。・・: wlkiP6di急「ジオ'ソーリズム」」最終更新2017年11月5日{日}06:28)等、長崎地
域の人類に関する先史時代、古代、中世、近世、近代、現代の人類の活動域、同時に、現代の都市、田園、山間部の市街地、田畑、山林,荒蕪地、道路、橋梁、水路、治水、水利施設機構その
他、現代の人類の活用する土地の範囲を、遺跡又は土地に依拠する文化財の存在と認知し、遺跡に関しては周知の埋蔵文化財包蔵地等保護の措量に、又、その他の保護の措置に決定し、そ
の遺跡又は土地に依拠する文化財を、保捜し、調査し保存し活用すること、を提案し要望します。

▲.

00)私達当会は、皆様に、長崎地域に於いて、以上、例示する遺跡等地の現代捜能上の活用について、一帯地域の遺跡等の遺跡等としての実態、例えぱ、空間性と構造性、の保全と顕現た
る事象より、土地掘削の深度並ぴ1こ地平線上の高度に自制と制限を課すなど、制限を設けることを提案し要望します。

(11)私連当会は、長崎地域に於いて、遇去の主として海庠沿いの埋立てについて、時々の地域の都市化の勣向を契機として、行為されてきた、と仮定します。

私運当会は、皆様に、長崎地域に於いて、過去の埋立地の現代機能上の活用について、遺跡地に関して、又、遺跡等の隣接地又近隣地に関して、一帯地域の遺跡等の遺跡等としての実態、例
えぱ、空間性と横造性、の保全と顕現たる事象より、地下の土地掘削の深度並びに地上の建造高度に自制と自粛を促し、制限を課すなど、制限を設けることを提案し要望します。

02)私逢当会は、皆様に、国、地方公共団体が、社寺、教会、教育施設、公官庁、民間の建築、又、構造物、同時に、町割、道路、路地、橋梁、水路、治水、水利施設機構、田畑、畦、土地の造
成、石垣、土羽等、近代並びに概ね現代の1960年代以前の景般並ぴにその構造、並びに、概ね現代の1960年代以前の機械構造物の調査、保護、保全、回復の行為について、行あ者に補
助金又は助成金を拠出すること、を提案し要望します。

私遠当金は.私達理代の人顛が活動する土地の全休が.重層的な.ジオサイト、並ぴに.遺跡である、と謡犀します.

(ジオサイト:E"島け.

( V2 )

私運当会は、私這現代の人鹽について.私達現代の人顛が、ジオサイト、並びに、遭跡に居性L.又、活勤Lている、との露知が、瓢連人類の存在にとぅて、ーつの始庫となる.と仮定します.

怠遭当金は、遍跡について、人顛の抽叡たる概念又主最に起因して生起する行為を離れ、又は、断艶L.宇宙と地球に鯰ける、人廠並びに人顛に慶係する事叡に磐し、唯一の.痘跡ではあるが客楓的書週的包括的絶対的な量味の能降たる.問時に、臭象たる
事魚である、と仮定Lます.

私速当金は、適跡に閣L、(i)私違当金は、遭跡について、字宙と地球の人顛の秒動と行告行動の範囲の拡大に伴い、揮々な人顕の相五の'共通の体駿'となり、モれぞれの人類相互の理解を痔る奥慢となる、(1i)私達当会は、遁蝕について.その土地
に共伴Lて具叡であり、人顛の概念を断絶することで.人顛に闘わる事叡のうち唯一の艶体である事実であり、各地域やその人顕の"国係'や'交捷'、'結びつき'や'多1剰生'、即ち、人類の事諏の在り方の「実●」を、私速人焦に対して.直接に「証徹」する、
【'1)私速当会は、造跡について.遭跡に閥L、宇宙と地球の人顛の、異なる地壊の、又.多様な文化の、又、具なる個人の、人瓢の'共問作宴'を形成することで、それぞれの人願相互の理解と信頼を形成する契樋となる.と理侭します.

ジオサイトとは、ひとつの景般、地影グルーづ、単登の地紗、岩石の寓顛.化石床あるい1才化石が存在する場の二とである.・ー・ wlkiD6dl.「ジオ'ν一,」ズム」最終更新2017年11月5日 1日)帖ユ8)

裏遮当会は、這跡について、私煮人類、又、宇宙と地球の地域とその人顕の、オリジン(0"皐m:始匝、輝.由家、根揮、始まり.起瓢.発拝、発雌、烹果.発生.出所、出鼻点、啄点)とオリジナリティ(0"'in.jity:独自性.抽創性.真性)を証徹する、と理解Lます.

私達当金は、遭跡について、人類の存在に由棄する人頚自島と風土又その各蔓素相互の闘係の様々な均衝、又は、最適な均衡の痘談.さらに.人類の概念たる真普美の多様な体理の可能性の痕跡として、之を仮定Lます.

私逼当金は、逼跡について、人瓢の言為の歩みに闘する事象の忘却による不可逢性に封Lて、人顛世界に於ける唾一の.可逆性への担保である、と仮定します.

私適当会は、逼跡について、私達人類が、人顛の主優を越れ、人顕の世昇を、人類の客翻こ鯵いて観る.具象、構造、睦置.と仮定します.

私違雪会は、遭跡について、人類の!社会的共通貨本」、と認謹Lます.(「社会的共通箕本」は敷理経湊学者辛沢弘文氏a928年7月21日一2014卑9月18日)が提弔する概念です.)

私達当金は.モの地域の遭跡や他の文化財が、モの地域と人無の世界、又は、その地域と人顕の世界の人頚の関優性を無わし、その地壊と世界の人類の、広範な,文化羅碕恬血の善魅足り得る.と仮定L宏す.

私適当金は.広く昔揮に.私豊人顛の活勧空闇において.遣僻と通跡としての存在とその存在の在り方を.認知、請査.保存、活用、公開、豊傭,疑承すること、を樫案L要翌します.

私連当会は、特定の当註の事亀註び1=親歓について.当該の事魚並びに現象に闘係する人顕が之を大切にしようとする気桁ちが、他の人類の共岳を誘埠し.そこに択祭、即ち、喜びと毛Lみの共彫.が生起する、と仮定します.

私遮当会は、二の私違人顕の祝祭への作用が.遁跡の保全.即ち.這跡の量跡としての認知と調査と保存と公開と糎承と活用、又.全ての文化財の保全の携造で畠る、と仮定Lます.

私遡理代の人廠、又は、戻代の人類の個体は、●別の文化財.又は、その文化財に闘連する財に、私達人類の祝祭を発見し.又は.影皮することができるでしょうか?

私達当金は.皆樺に、怠速人顛について、現生人類たる人顛種の出現以来の人顛の生塵行谷と、人類又はA顕の●休の自己たる人顛,又は、人顛又は人顛の個体の他者たる人顛.又は、人顛又は人顛の●体の他者たる詐人類である字宙と地球の誌事亀

のオリジン(0"区in・始原、頚、由来、榎源.始まり、起源、発祥.発端、埠象、発生、出所、出発点、原虚)乃至オリジナリティ(0-'m.1卿:独自性、麹創性、真性)、との翻優を積梗的に認知し、当該認知に由来する認嵐と行為を私這人類に於いて広く顕現すること、
を提案し要望します.

私遠当会は、私達現生人凱たる人顕種の生産行為につき.之を生物種の抽食と区別し、諸事象の改窒であり、人顕にとっての諸季1便であり、同時に、人類の存在上のオリジナリティである、と仮定Lます.

私遣当会は、私違人顕の主母について、人類又は人顛の個体の自己たる人顛のオリジン乃至オリジナリティと、人顛又は人類の個体の自己たる人顛、又は、人類又は人顕の●体の他者ナニる人類、又は、人廠又は人瓢の倒体の他者たる非人顕である詫亭煮

のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します.

玉行思懇(古代中国に娼を究する自憾哲学の思翹. wlklP●」.「玉行思惹」最終更新ユ侃0年1月ユ1日(火))伽:21】では、諸宰詠について、相生.相克、相悔.相乗、比和.島復などの闘係を、付与すると去います.

私違人顕は.私適人顛が闘与する.諸奉叡の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の酷係から、搾生の醍係に.転換L得るでしょうか7

私連人顕は.何寺、選択するでしょうか?、又は、何を.選択することができるでしょうか?

私連当会は.這跡の活用について.皆揮に、私遠人顕の蔓術による、二とを提案L要望Lます.

私運人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

( 2/2 )

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達当会は、皆様に、長崎地域の浦上地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します。

1.浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)1こついて

(1)契機

私達当会は、2020年(令和2年)2月に入り、浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について、長崎市中央総合事務所地域整備1課
が統括する公共工事である公園整備開発行為による土地の形質の変更、即ち、土地の掘削と盛土等、を現地に於いて視認しました。

私達当会は、当該地について、遺跡である、と理解します。

私達当会は、当該地について、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則たり得る、と認識します。

私達当会は、当該視認により、現状変吏に先立つ遺跡調査等としての発掘調査等が実施されていない可能性がある、と認識します。

私達当会は、2020年(令和2年)2月6日(木曜日)長崎県教育庁学芸文化課に電話等により口頭にて、当該事象を連絡し説明し、同年2月

7日(金曜日)までに、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されていない(従って長崎県の遺跡地図に登載されていない)事、又、当該事
象について長崎市文化観光部文化財課に確認中である旨、回答をいただきました。

長崎地域の浦上地区遺跡群について

(2)私達当会の浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)への認識

私達当会は、以下の事象により、当該地について、之を遺跡である、と理解し、同時に、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が
原則たり得る、と認識します。

①浦上天主堂の関連地である事

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

当該土地の性格について

i)私達当会は、当該土地が、元、浦上天主堂付きの田であった、と聞いています。

私達当会は、江戸期から明治初期には、現浦上天主堂の地に屋敷のあった庄屋高谷氏の田であった可能性がある、と仮定します。

ii)当該公園の隣接地の「里.中野郷会館」1こ隣接し、次の標記が掲示されています。

「里郷および中野郷財産区大正9年10月1日旧山里村が長崎市に編入される際先祖から継承され郷財産として所有していた貴重な財産であ
る山林原野など89745平方メートルを昭和48年に長崎市の計画に基づく都市公園地として処分しその処分金を地域の小中学校の教育施設

の整備拡張に資するためその費用を長崎市に寄附し教育の向上に功績を残した。また両財産区はその有するすべての財産をもってこの地

に里.中野郷会館を建設することにより地域住民の福祉の増進に大きく貢献するものである。ここに里.中野郷会館の完成を記念し、記念碑を建
立する。」 、^

②当該地が長崎原爆爆心より至近距離である事

i)私達当会は、当該地が長崎原爆被爆遺跡である、と認識します。
ii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が埋没している可能性がある、と認識します。

Iii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が発見された場合、人類により、別途埋葬する、現地にて展示する、追悼する、等の行為
が可能である、と認識します。

③浦上地区全体に包含される土地として

本紙、2.浦上地区全体、並ぴに、関連の土地や地域について、を御参照下さい。

④当該土地が、公有地であること。⇔私有権の設定がありません。

⑤当該開発工事が、公共工事であること。⇔地方公共団体間に於いて遺跡保全担当部門と開発工事担当部門の定期的な情報交換会議の
設置等により開発計画の初期段階に於ける遺跡での開発計画の出現の把握と遺跡としての情報提供、計画的な(先行する)遺跡調査による現

状保存を本来の姿とする遺跡保存と(後発の)開発行為との調整が比較的容易に可能です。(文化庁次長通知等)

⑥私達当会は、当該の公共工事について、主として、行政による、行政上要件に由来する公益の実現の行為であり、同時に、計画上の緊急
性は低い、と推測します。

③私達当会は、自ら切支丹であり、慶長八年(1603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)に確認任命される村山等安(家康は同時に
四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴えにより、慶長十乙巳年七月から九月a605年)寺沢大村有馬村山各方協議で決定した長崎

換地により大村喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄屋懸り(寺野郷、
竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内(河
内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵郷、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)/代地は浦上村之内

古場村北村西村、家野村之内一邑、外目村全く)について、例えぱ、浦上地区等、長崎の旧市街から切支丹が移住する、切支丹を維持する等、

切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。

(大村喜前は長崎換地の後法華経に改宗する。元和五年一同二十九日(1619年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと
村山等安が逮捕される。元和五年十月二十六日α619年1月31日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)
④私達当会は、浦上地区全体について、樫山、岩屋山、帆場岳等の伝承により、広域に諸関係を形成した切支丹の重要拠点である、と認識し
得る、と仮定します。

⑤私達当会は、浦上地区全体一帯について、浦上街道(時津街道.西坂から時津宿迄の約12km)1こ於いて平野宿を包含し、通交上の重要
拠点である、と理解します。

⑥私達当会は、現在の浦上天主堂の地は、江戸期から明治期に庄屋高谷氏の屋敷地である、と理解します。
⑦私達当会は、浦上天主堂とその地について、先史時代より中世城館や近世庄屋屋敷等の重層的な可能性を包含する遺跡であり得る、と認
識します。

⑧私達当会は、浦上地区全体について、日本地域に於いて、日本地域の人類が、初めて、信教の自由を獲得した、直接の契機となった地域
である、と歴史学上民俗学上の解釈を為し得る、と仮定します。

⑨私達当会は、浦上地区全体について、辻町には「十字架山」が、石神町から浦上川一帯は「石神の石切り場」が、遺跡として認識し得る、と
仮定します。

⑩私達当会は、「石神の石切り場」等を運用した、浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団が仮定できる、当該の石工集団は、関連遺跡

(石垣等石造造形構造物)の作行と伝聞より、長崎旧市街の寺町一帯の石垣を形成した技術上の系譜を有する可能性がある、と理解し得る、
と認識します。

⑪私達当会は、浦上地区全体並びに旧市街の複数個所に浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団の工作を仮定でき、「十字架山」並び
に「石神の石切り場」等と共に、之を浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団(又その工作)の遺跡として認識し得る、と仮定します。

⑫私達当会は、浦上地区全体について、長崎原爆爆心より至近距離である事より、長崎原爆遺跡である、と認識し得る、と理解します。

⑬私達当会は、1945年(昭和20年)11月23日長崎原爆被爆後浦上天主堂敷地西部の現信徒会館一帯の土地で行われたミサと合同葬
(約1000人程が参集と伝聞)1こついて、世界で最初の核被害に於ける集団的追悼であり、出来事として歴史学上の価値が極めて高い、と仮
定し、当該地は文化財として学術上の価値が高い遺跡である、と認識します。広島では、被爆後の集団的な追悼について、広島市健康福祉

局原爆被害対策部調査課により、1946年(昭和21年)8月5日の「平和復興市民大会」が確認されています。

⑭私達当会は、①から⑬により、浦上地区全体並びに関連の土地と地域は、先史時代から近代と現代に至る、重層的で多様な関連性を有す
る遺跡と歴史と民俗の地区として、全体が濃密な空間を形成する遺跡である、と理解します。

⑮私達当会は、当該遺跡が、浦上地域と長崎地域と九州地域と関西地域と日本地域とアジア地域と世界にとって、重要な遺跡である、と理解
し、同時に、仮定します。

⑦私達当会は、遺跡たる事象について、公益であり、数理経済学者宇沢弘文氏が提唱する「社会的共通資本」たり得る、と理解します。

2.浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並ぴに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦上
川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

私達当会は、以下の事象により、当該地について、之を遺跡である、と理解し、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則た
り得る、と認識します。

(1)浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域の遺跡としての性格について

①私達当会は、浦上地区全体について、辻町の民有の畑地で石鎌が発見され、長崎市文化財課も之を確認した、と伝聞します。

私達当会は、浦上地区全体一帯について、石器時代、縄文時代以来の遺跡地である、と認識し得る、と仮定します。

②私達当会は、浦上天主堂の後背地である「本尾公園」について、中世の城跡の可能性があり、民間の調査にて土塁等の痕跡を確認した、と
伝聞します。私達当会は、本尾地区と西方等山麓地域について、中世の城館遺跡である、と認識し得る、と仮定します。

( V2 )

〆

3.私達当会の提案と要望

(1)浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

①私達当会は、皆様に、当該地について、直ちに、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該地について、速やかに、当該の公共工事を中止し、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提案し要
望します。

③私達当会は、皆様に、当該公園について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡公園としての性格付の下に計画を企画し、

遺跡としての実態を顕現し、同時に、地域の市民公園、児童公園、又、国際的な交流の拠点としての性格と控えめな機能を付加し、改めて整備

することを提案し要望します。

(2)浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並びに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦

上川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

①私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、特定の宗教の枠組みを超越する、私達人類の遺跡として、世界的に、
又、地域の生活の痕跡として、歴史上価値、並ぴに、学術上価値が高い、世界的な文化財である、と認識します。

②私達当会は、皆様に、本尾地域、浦上天主堂、十字架山、石神の石切り場等を含む浦上地区全体、並びに、樫山、岩屋山、帆場岳、浦上

切支丹社会に於ける伝統的な石工集団遺跡等関連の土地と地域について、速やかに、土地の所有者と住民の理解の元に、周知の埋蔵文化

財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

③私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域に於ける、土地の所有者と住民の、周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定への理

解の形成過程に於いて、私達人類が、遺跡に居住し活動する事実の認識と之を継続する作法とその動機が醸成される、と期待します。

④私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、随時、計画的に、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施するこ
と、を提案し要望します。

⑤私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、様々な開発計画について、遺跡と開発の調整に於いて、遺跡

の遺跡としての性格と空間等その実態を、現状保存し、同時に、回復すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡としての

性格の下に都市計画を企画し、遺跡としての実態を顕現し、同時に、人類の居住と活動、又、国際的な交流の地域としての性格と控えめな機
能を付加し、近代の写真並びに他の資料より、当該地域の本来の姿であると理解し得る、田園都市としての態様を、計画的に整備し回復する

こと、を提案し要望します。

( 2/2 )
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について、以下、提案し要望します。

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について

長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について

(1)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遺跡の中核区域と認識する、①長崎奉行所西役所等遺跡、②サン・ペトロ教
会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会.旧外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉行
所西役所等遺跡に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、の遺跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(2)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遣跡の狭義の範囲と認識する、中世後期から江戸初期の地政上意義であり、
行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一帯を中心とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成さ
れた西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、
の遺跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(3)私達当会は、本紙1-(1)、(2)1こついて、遺跡の全ての範囲について、遺跡の現状保存を前提とする「活用のための発掘調査」を提案し要望します。

(4)私達当会は、本紙1-(1)、(2)、(3)について、より上層の遺跡の現状保存を前提としつつ、より古い時代の遺跡、並びに、ジオサイト(目eosit邑)としての実態、
並びに、当該の人類の活動の様相を確認する為、徹底した、より下層の遺跡、地層の発掘調査を実施すること、を提案し要望します。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して

0長崎奉行所西役所等遺跡地一帯の歴史

当該地の歴史は、古来、当該の長崎の丘の全体、又は、当該地が、日本地域の民俗上の墓域、民俗上の信仰の拠点と聖域、アジア貿易の拠点、の可能性、又、中
世後期から近世初期にかけて、ローマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の中核域、最初の六町(島原町、
大村町、外浦町、平戸町、文知町、横瀬浦町)と岬の教会(サンリくウロ教会、後にご上天のサンタ・マリア教会(被昇天の聖母の教会)を建築)、要塞(石垣)と三ノ堀
の内の西洋式の城塞都市(後に云う内町)、糸割符宿老会所、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷、近世の江戸の御公儀(後に云う幕府)による長崎奉行所(西屋
敷、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷部分に拡張して東屋敷、後に東屋敷を立山に移転して長崎奉行所西役所、さらに東屋敷跡に船番屋敷十七軒)、幕末に長
崎奉行所西役所に於ける長崎海軍伝習所の設置、当所にてオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルフォールト1こよる医学伝習の開講、医学伝習は四十一
日内に圏内の大村町の高島秋帆邸に移転、当地に医学伝習所の施設拡張整備、長崎会議所、長崎裁判所(後れて長崎裁判所に九州鎮撫長崎総督府設置)、長崎
府、広運館、明治7年第二代県庁舎開庁、明治9年第三代県庁舎開庁、明治44年第四代県庁舎開庁、昭和28年(1953年)第五代県庁舎開庁、と重層的であり、且
つ、様々な事象が幅襲しています。

2020年(令和2年)2月9日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

(1)長崎奉行所西役所等遺跡について(第一義、第二義)

①私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第一義に、遺跡に現代の建物を建造することを避け、重層的で綿襲する歴史の限定された一部分と
限定された解釈を顕現することを回避するために、建造物を建設しない広場による遺跡記念公園とすること、を提案し要望します。

、,

②私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第二義に、本紙1-(1)一①に記す遺跡記念公園に於いて、長崎奉行所西役所等とともに現存した
可能性のある「森崎神社」の祠等について、存在や位置や様式等の実態が確認されることを契機として、之を、諏訪神社によって、再建すること、を提案し要望します。

(2)長崎奉行所西役所等遺跡について(第三義)

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第三義に、現在の当肢地外周に顕在する石垣の様式に合致することを契機として、古写真や複数の平
面図が伝来する長崎奉行所西役所について、特定の用途を付さない建築として、様式、建材等の考証を含め、限りなく、憧測の余地のない再建に類する再建を行為
すること、を提案し要望します。

改訂2駈 2020年(令和2年地月23e B慮白

当該の提案と要望は、本紙1-(1)一②に記す「森崎神社」の祠等の再建を含みます。

私達当会は、当該の建築物が、長崎地域に残存しない、大型の和様建築として、その様式を顕現する機能を有し、同時に、特定の用途を付さないことにより、官民
の様々な用途に、運用可能である、と理解します。

(3)長崎県警察本部跡地~日本生命ピルー帯について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡に隣接する、長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯について、本紙1を前提として、イエズス会、又は、カトリッ
ク教会によって、記念聖堂と哲学宗教歴史研究展示圓書室拠点を設置し、同時に、一般に、訪問と参観を開放下さること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(6)一帯の築地遺跡について

私達当会は、皆様に、一帯の築地遣跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡を現状保存する措置を執った上で、例えぱ、大波
止遺跡から出島対岸一帯を対象に、築地を遺跡として再建し、可能な範囲で植栽、例えぱ、嘗て、長崎市街の水路沿岸に植栽された柳、を施し、築地大波止遺跡記

念緑地公園とすること、を提案し要望します。

(4)高島秋帆本邸遺跡(現家庭裁判所簡易裁判所一帯)について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所に、幕府により長崎海軍伝習所が設置され、当所にオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルフォールトと幕医の松

本良順により医学伝習が開講され、医学伝習は四+一日内に大村町の高島秋帆邸に移転、さらに、当地に医学伝習所の施設拡張整備を見た、当該地に(適宜、現
家庭裁判所簡易裁判所と施設を共有するなどして)「国立長崎海軍伝習資料館」並びに「国立近代医学歴史資料館」を設置すること、を提案し要望します。

(フ)出島遺跡について

私達当会は、皆様に、出島遺跡の北岸について、憶測の余地のない再建を行為し、同時に、出島遺跡の外周、又、大波止遺跡、築地遺跡の沿岸部、について、「長
崎水辺の森公園」、「水辺のプロムナード」一帯より、水路を整備し.導水すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、長崎の丘の南西端部=長崎奉行所西役所等遺跡からの、地域の海へ繋がる景観を形成し、一帯の遺跡地の性格の根源的な要素を
顕現する、と理解します。

私達当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(5)大波止遺跡について

私達当会は、皆様に、大波止遺跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存を前提に、大波止を遺跡として再建し、盛
土等、遺跡の保持の措置を執った上で、整備し、長崎くんちの御旅所を、本来の当該の位置こ復興し定置し、又、催事広場として活用すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎くんちの庭先回りについて、切支丹の聖行列を映した可能性がある、と仮定します。

私達当会は、同時に、出島遺跡周辺の水路面積の増加により、治水上の改善を期待します。

(8)養生所/(長崎)医学校等遺跡(長崎市立佐古小学校跡地一帯)1こついて

医学伝習、大村町の医学伝習所、並びに、養生所/長崎の医学校及び病院、は、長崎奉行所西役所を本拠とする幕府とオランダ政府による共同事業である長崎海
軍伝習に於ける長崎奉行所西役所の一室でのオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメール〒ルフォールトの医学伝習の開講に始まりました。

私達当会は、皆様に、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、遺跡の全体の実態を把握する発掘等謂査を実施し、遺跡の現状保存と原状回復、又、之を前提とし
た憶測の余地のない再建と遺跡の継承と整備と公開と活用を実現すること、を提案し要望します。

(9)『長崎アーツセンター(Nagasaki ArヒS senter)構想』(生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の振興、長崎地域の遺跡活用の中
心拠点:現在の長崎市桜町地内、即ち、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、桜町市営駐車場、桜町
公園、一帯の一体再開発1こよる=私達当会は、皆樺に、r長崎国際歴史文化都市構想』(2m9年(平成31年"月伯日金曜日改釘5版●020年(令和2年)2月16日日曜日妻生所を考える会代表池知和恭)で提案し
ているr長崎アーツ.センタ^麹」1こつぃて、按町地区量跡群に禁ける遺誹保存を優先して、之を.第二熱案に取り下げ、墨嶋水辺の壷公園地区への壷風案と隻更し、一帯に於ける、抽象文化分野塞術との速携.活動の尭風を期侍しまt.)

(「・一六一四年玉月に長崎で行われた聖行列はアピラ・ヒロンのr日本王国記』1こ詳しいが、とりわけ玉月二+日の記述は、きわめて生き生きとした描写で、その内容の信頼性は高い.高い理由は、アピラ・ヒロン
自身がこの聖行列に参加して、詳細な行程を記述しているからである。「聖母マリアが裏布に包まれた台にのってモの後を行き、四本の燭台がその前に輝いていた。これとともにわれわれはおぴただしいろうモ

くを手にして加わり、モの後から大勢の伺宿と残りのパードレたちが続いた。」そして、サン・ペドロ教会に近づき、通り過ぎる部分を抜き書きしてみよう。「本紺屋町Hum Quy8 m8Ch1に入り、慈悲院の後をま
わって通りに出て、その入口を通りぬけて島原Xlmaba悶町を過ぎ、モの俵まっすぐに分知町BU"ohi maoh1に向かった。そしてサン・ペドロ天主堂の前の広場に出、小門から入って正門から出、外浦町FUC8,
m8C"iに入った。サン・ペドロ天主堂では、祭礼服をつけた三人のパードレが待ちうけていて、行列の着く前に鐘を鳴らし拍手して迎えた。行列は外浦町から大村町omU唯 m.ch1に入った。」・・」)U打

0当骸地は、要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡の北東端部です。
回「りべラル・アーツ」:りぺラル.アーツ(美」ib岬1.心)とは、ギリシャ・ローマ時代1隠念的な源護を持ち、ヨーロッバの大学制度において中世以降、19世紀後半や20世紀まで、「人が持っ必要がある技茎(実践的
な知腹・学問)の基本」と見なされた自由七科の二とである.具体的には文法学・修辞学、論理学の3学、および算術、残何(痩何学.図形の学間)、天文学、音稾の4科のこと.・ーなおの本後の「藝術」という言葉はもともと、明治
時代に啓藍寂の西周にょってりべラル・アートの訳語として造語されたものである.・・プラトンは・・・と二ろが、古代ギリシア牡会においては・・その後、ローマ時代の末期の5世紀後半から6世紀にかけて、7つの科目からなる
「自由七科」(5叩t.m .rt.念 ljb.r急1.5)として正式に定養されるに至ったのである.・・・哲学はこの自由七科の上位に位置し、自由七科を統治すると考えられた.哲学はさらに袖学の予備学として、諸理的思考を教えるものとさ
れる.この自由七科の紹成は、キリスト教の理念に茎づき教育内客を整えるため、ギリシャ・ローマ以来の諸学が集大成されたものと見ることもできる.ー・:wlk;P.dia「りぺラル・アーツ」最終更新2020年2月酋白{土j14:11

〆

①私達当会は、皆様に、当該地一帯について、本紙11こ記す調査を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、遺跡の調査と現状保存と活用を前提に、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、
桜町市営駐車場、桜町公園、を主体に一体の再開発を行為し、遺跡や公園の保存にピロティを採用し、同時に、東に隣接する弥生近世近代町家遺跡である「魚の
町遺跡」に、「弥生今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡記念催事広場公園」を実現し、之と連動する、「国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博物館、写真美術
館、市民の劇場、一般に供用する各種の工房とスタジオ、会議場、複合的な各種和室、厨房、長崎県立図書館長崎本館、長崎公文喜館、利用者無料駐車場、等の
複合施設、仮称『長崎アーツセンター』」を形成する二と、を提案し要望します。

私達当会は、当該の提案と施設が、現代までに歴史的に形成された、当該地域一帯の長崎地域の人類の生活文化の拠点地域としての土地の利用の履歴の性格
を継承し、次世代への生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の拠点を提供して之を活性し、同時に、地域一帯への活気の波及効果を生起する
ことを期待し、並びに、近隣の「長崎歴史文化博物館」等立山地区、並びに「長崎市立図書館」等と連携し、当該地域を中心に包含する、長崎惣町80町と関連する
機能拠点地域の遺跡群、並びに、近隣の長崎奉行所西役所等遺跡群、の活用と活気の形成、長崎地域の生活文化、並びに、教養文化芸術の活動と発信の振興の
中心拠点"司令塔"として機能すること、を期待します。

③私達当会は、皆様に、弥生近世近代町家遺跡である「魚の町遺跡」に計画行為中の長崎市役所建物について、私達当会が[政治経済機能の集約集積と効率追
求][コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成]の地区と提案し要望する"浦上川河口東岸域"の新市街再開発地区へ形成すること、を提案し要望します。

④『長崎音楽堂構想』私達当会は、皆様に、オペラリ、ウス/シンフォニー・ホール両用施設(仮称)『長崎音楽堂』を、「長崎水辺の森公園」、「水辺のプロム
ナード」一帯に形成すること、を提案し要望します。

⑤『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のバックボーン(baokbone)の提示:都市拠点地域の連結と都市景観美観と環境配慮)
私達当会は、皆様に、《立山地区「長崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞都市遺跡"(『長崎アーツセンター』ー「長崎市立図喜館」一長崎奉行所西役所等遺
跡)一築地遺跡一出島遺跡一長崎バンド遺跡一「長崎水辺の森公園」、「水辺のプロムナード」一帯一小曽根家築地遺跡一「小菅修船場遺跡」》並びにその間の地
所を緑地化し、同時に、遊歩道、自転車道を整備し、連結すること、を提案し要望します。

(ν2 )

⑥私達当会は、皆様に、長崎地域について、a.遺跡と歴史と生活文化の"旧市街と歴史的関連地域"・『長崎アーツセンター構想』、b.新市街形成[政治経済機能
の集約集積と効率追求][コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成]の浦上川河口東津域、C.抽欽文化形成発信の「長崎水辺の森公園」・「水辺のプロムナード」
一帯:「長崎県美術館」「オペラ・ハウス/シンフォニー・ホール.『長崎音楽堂構想』」以上、三角"トライアングル"構造、さらに、d.北部:浦上方面に[長崎原子爆弾
被爆遺跡整備構想]、e.南部:柳埠頭に第ニバース設置とアジア資本による自由な開発型観光[長崎国際第二中華街構想]、の海岸河川沿岸の線"ライン"構造、
又、f.『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のバックボーンの提示)、即ち、轄襲する都市動線形成、連結しわかりやすい都市構造、徒歩、自転車、公共交通、自動
車と複数の移動手段を併せた、都市への行為浸透性の誘導による活気と経済効果、又、宮.[長崎キリシタンの里構想]西洋式城塞都市、長崎地域の長崎奉行支配
の内町、長崎代官支配の外町並びに属邑(浦上村山里庄屋懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)、大村領と佐賀領、長崎半島・彼杵半島・諌早方面、長崎県熊本県九

州日本世界の各所の関連旧観と旧跡の調査と整備、事象の体系化によるネットワーク効果形成による人々と諸事象の交流の形成、を提案し要望しています。

(『「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて/求められる街の姿~街の"価値"の再生産、復興を越えて~水と石と土と緑と
空~魅力ある街づくり』 2019年(平成31年)1月18日金曜日養生所を考える会代表池知和恭:随時改訂:参照下さい)

(9)遺跡のネットワーク効果の形成と活用

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して、私達当会が提案する、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲、大範囲の遺跡の調査と保存と

整備、歴史と情報の調査、その体系化と情報発信、又、世界の遺跡と歴史と情報の調査、その体系化と情報発信、によって様々な事象間に様々な関係性を形成し
(遺跡のネットワーク効果の形成)、之を基盤とする人的並ぴに諸事象の交流の実現、を提案し要望します。

(遺跡は、どこにでもあります。)

.^」
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2020年(令和2年)2月27日木曜日

長崎県教育庁教育委員会教育長池松誠二様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課長草野悦郎様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課文化財班参事岩尾哲朗様
長崎県教育庁教育委員会学芸文化課文化財班主任文化財保護主事濱村一成様
長崎県企画振興部長 柿本敏晶様
長崎県企画振興部県庁舎跡地活用室長薗田弘継様
長崎県文化観光国際部長 中崎謙司
長崎県土木部長 岩見洋一様
長崎県環境部長 宮崎浩善様
長崎県議会議長 瀬川光之様
長崎県文化財保護審議会長 林'一馬様

標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討、実施頂けますよう

お願い申し上げます。

^

に

1.別添資料(各一通)

(1)『長崎地域の桜町地区遺跡群について』

2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上

養生所を考える会代表池知和恭

日

と の'斤1 について

長崎市教育委員会教育長橋田慶信様
長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様
長崎市教育委員会教育総務部施設課長西原政彦様
長崎市文化観光部長 股張一男
長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様
長崎市原爆被爆対策部長中川正仁様

片岡研之様長崎市企画財政部長
長崎市企画財政部都市経営室長岩永浩様
長崎市企画財政部長崎創生推進室長山田尚登様
長崎市企画財政部大型事業推進室長赤倉史明様
長崎市まちづくり部長 片江伸一郎様

吉田安秀様長崎市土木部長
長崎市中央総合事務所長大串昌之

小田徹様長崎市理材部長
宮崎忠彦様長崎市環境部長

長崎市秘書広報部長 原田宏子様
佐藤正洋様長崎市議会議長

長崎市文化財審議会会長下川達彌様

記

臨

連絡先

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127 長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

2020年(令和2年)2月27日木曜日

以上

標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨につき、御理解を賜り、御検討、実施頂けますよう

お願い申し上げます。

( 1/1 )

^

1.別添資料(各一通)

(2)『長崎地域の桜町地区遺跡群について』

2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

、1こ

養生所を考える会代表池知和恭

日
朗の 1 について

・己

連絡先

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127 長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二

携帯電話 090-3730-1858

園
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達当会は、皆様に、長崎地域の桜町地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します。

1.長崎地域の桜町地区遺跡群の性格

(1)私達当会は、当該の遺跡群にっいて、石器時代遺跡、縄文時代遺跡、弥生時代遺跡、古代遺跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遺跡、長崎原子爆弾被爆遺跡、現代遺跡、と想定します。

桜町遺跡では、過去の遺跡調査により、中世近世町家の遺跡のほか、1995年(平成7年:旧豊後町北側東部)13世紀の中国竜泉窯系青磁碗15世紀後半期の中国明代の染付碗(長崎
県)、1996年(平成8年:豊後町北側西中部)16世紀末葉から17世紀中葉頃を主体とする中国東南アジア陶磁器、縄文時代と推察される集中した黒曜石片、1997年(平成9年:旧東町西
側南部)16世紀末から17世紀の遺物、1998年(平成10年)~1999年(平成11年:旧東町西側北部)16世紀末期~19世紀中葉にかけての中国東南アジア日本の陶磁器又ドイッ.ライン
妬器、土坑墓に中世十四世紀前後に埋葬と推定の女性の人骨一体(下顎骨、上肢骨、下肢骨)、2001年(平成13年:旧引地町)国産の近世陶磁器を主体とする遺物、再堆積の可能性があ
る縄文時代の黒曜石製石鎌、剥片、砕片、弥生土器、寛文3年(1663年)の大火後、東西二段に分割されていた敷地が平坦に造成されたことが看取される痕跡、が検出されています。

(2)都市長崎遺跡として

長崎地域の桜町地区遺跡群について

(古代中世の肥前丹治比氏長崎氏の根拠都市の機能地域としての長崎の丘一古来の墓域一東アジア交易港湾施設、中世近世の西洋式城塞都市、近世の長崎奉行在所の城下町一築地一
長崎惣町八十箇町の内町一長崎奉行所西役所一日本開国の玄関一長崎海軍伝習一医学伝習、近代の市街一近代埋立造成と治水一長崎原子爆弾被爆遺跡一現代の市街)

私達当会は、当該の遺跡群にっいて、中世末期から江戸初期までに、ローマ・カトリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西洋式の城塞都市、即ち、
要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎奉行在所の城下町、長崎惣町八十箇町のうち長崎奉行支配の「内町」(『寛永長
崎港図』に見える)1こついて、その南端に位置する外浦町の岬の教会と広場一帯、又、糸割符宿老会所~長崎奉行所~長崎奉行所西役所等に相対し、二の堀、三ノ堀に囲まれ、その北端を
形成する処、重要遺跡である、と理解します。

※近世の明和年間(1764年一1772年11月)の『長崎惣町絵図』では、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、以下、確認できます。
・現在の行政区画である桜町は、『長崎惣町絵図』では、小川町の南東部分、内中町、櫻町、引地町の北部、豊後町の北部、で構成されます。
・櫻町の、南に隣接してニノ堀、北部に三ノ堀、が確認できます。
・櫻町の、東部に「籬屋舗」(牢屋敷)、が確認できます。

①肥前丹治比氏である長崎氏の根拠都市の機能地域としての長崎の丘

2020年(令和2年)2月23日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

ア)日本古来の民俗的な埋葬葬送の地としての遺跡

イ)東アジア交易港湾施設としての遺跡

ウ)長崎港や地域の象徴的な場所として一神社、祭祀等の遺跡

②西洋式城塞都市として

ア)ニノ堀(桜町南部に隣接)、三ノ堀(桜町北部)遺跡

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、東に引地町により区切られます。

イ)"土地の造形"(土地造成の遺跡)

大堀からニノ堀、三ノ堀の地区にかけて、岬の教会から大堀の地域までの丘陵頂部の東西の広範囲の平坦な高石垣による規格的な土地造成が減退し、斜面に沿った小区画と一般的な石
垣による非規格的な土地造成が散見されます。場合によっては、上部に石垣を基部に土羽を併用し平面に緩斜面や不整地を残存する土地造成があったと想定します。

③中世末期から近世初期の切支丹遺跡として

ア)サンフランシスコ教会(桜町東側東部:16下1年(慶長16年)~1614年(慶長19年)『桜町遺跡2000年』長崎市埋蔵文化財調査協議会』)遺跡

④近世の都市遺跡として

ア)近世の「内町」の町家遺跡(元禄12(1699)年には、内町外町の区別は撤廃され、総町は長崎奉行の支配となった。『桜町遺跡1998年3月長崎市埋蔵文化財調査協議会』)

イ)ニノ堀(桜町南部に隣接)、三ノ堀(桜町北部)遺跡

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、東に引地町により区切られます。
ニノ堀が遺存し、三ノ堀が埋め立てられたようです。

ウ)「町年寄高嶋家」(桜町西側南部)遺跡

エ)「寵屋舗」(牢屋敷)(桜町東側東部:サンフランシスコ教会跡:1620年(元和6年)~1882任(明治15年)『桜町遺跡2000年長崎市埋蔵文化財調査協議会』)遺跡

・天正年間一豊臣秀吉力ξ(南)馬町(現在の長崎市諏訪神社下辺り)に囚獄を設置。

'1600年(慶長5年)一囚獄を(南)馬町から桜町に移転。(以上、wikipedia『長崎刑務所』最終更新2020年2月13日(木)12:54)

⑤近代の都市遺跡として

ア)長崎区役所一長崎市役所(桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯)遺跡

'1878年(明治11年)10月28日長崎県、郡区町村編制法の公布により、従来の大小区制を廃止して長崎市街一円を長崎区とする。議政機関として区会が設けられ、執行機関として区役
所を勝山小学校内に設置し、10.21 初代区長に家永恭種を任命。

・1878年(明治11年)11月20日長崎区役所を開庁。

・1882年佃勗台15年)7月7日初めて長崎区議会を開設、議長に西道仙が選任される。

,1884年佃助台17年)4月一桜町に区役所・戸長事務取扱所及び議事堂完成。(町年寄高嶋家跡一帯)

・1884年(明治17年)5月1日区役所・戸長事務取扱所及び議事堂の開庁式をあげ、5月4日から移転執務。

・1889年(明治22年)4月1日長崎区に市制が施行され、長崎市が誕生。

,1889年田月j台22年)8月9日長崎市役所が開庁される。

・1889年佃月j台22年)8月10日開庁式を行う。(旧長崎区役所庁舎をそのまま引き継ぎ、市役所庁舎に当てられナニ)。

( 1/4 )

、
ン



イ)桜町囚獄(桜町東側東部:糖屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺跡

'明治五壬申正月0872年)諸役所図の牢屋の絵図の腸山町側の牢番居宅の部分に「明治五壬申正月払下げ地坪百八十七坪共」また総坪数七百四十四坪余の下に「内払下引正残り五百五+七坪余」と明治維新以降の変化が朱書で容き込ま
れている。この絵図が明治になっても役所で使用されていたことがわかる。(『長崎絵図帖の世界』PI04)

・1874年(明治7年)4月一桜町囚獄を長崎本獄に改称。

・1876年(明治9年)1月一長崎監獄に改称。

'1882年(明治15年)一長崎村片淵郷に移転。(長崎監獄を、西南戦争に際して設置された片淵の長崎軍団仮病院の跡に移転。『長崎絵図帖の世界』P44PI04)

.1908年(明治41年)4月一旧北高来郡諌早村(諌早市野中町)1こ、五大監獄(千葉監獄・奈良監獄.金沢監獄.長崎監獄.鹿児島監獄)のーつとして開設。

.1922年(大正11年)10月一長崎刑務所に改称。(以上Vvikipedie『長崎刑務所』最終更新2020年2月13日(木)

'1927年(昭和2年)9月に、長崎市松山町・岡町・橋口町にまたがる雑木林を造成し新設されナ=。(vvikiP8die『長崎刑務所浦上刑務支所跡』最終更新2019年12月5日(木)22:05)

・1988郊(昭和63年)4月一長崎刑務所、移転計画決定。

'1992年(平成4年)一現在地(諌早市小川町)1こ移転。(・・旧刑務所を設計した山下啓次郎はジャズピアニスト山下洋輔の祖父一以上WlklP8d治『長崎刑務所』最終重新2020年2月13日(木)12:54)

'2007年(平成19年)一旧長崎刑務所、一部(正門など)を残して解体。(vvlk;D8di臼『旧長崎刑務所』最終更新2017年11月26日(日)04:56)

ウ)長崎西彼杵郡役所(桜町東側東部.籠屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺跡

.1878年(明治11年)10月28日長崎県で郡区町村編制法の施行により、西彼杵郡等が発足。郡役所が下長崎村に設置。

・1897年(明治30年)4月1日郡制を施行。

・1923年(大正12年)4月1日郡会が廃止。郡役所は存続。

・1926年(大正15年)7月1日郡役所が廃止。以降は地域区分名称となる。

エ)長崎税務監督局一長崎税務署(桜町東側西北部)遺跡

・1896年(明治29年)全国に23の税務管理局と520の税務署が創設される。

.1902年(明治35年)全国に18の税務監督局が設置され、税務署が513となる。(九州では、長崎税務監督局、熊本税務監督局、鹿児島税務監督局)

.1909年(明治42年)11月5日長崎税務監督局(長崎・佐賀両県の税務署を指揮監督)、行政整理によって廃止され、熊本税務監督局に併合される。

オ)長崎商業会議所一長崎商工会議所(桜町1番地:桜町東側北部:籬屋舗(牢屋敷)跡北部:サンフランシスコ教会跡北部)遺跡

・1879年(明治12年)10月1日築町107番地の松田商行において長崎商法会議所発足。

・1883年(明治16年)5月政府は、区町村や連合区町村に商工会を設置することができる旨を布達。

・1883年(明治16年)12月長崎商法会議所を改編し、長崎商工会を設立。事務所を桜町40番戸に置く。

'1893年(明治26年)12月27日農商務大臣後藤魚二郎より長崎商業会議所設立認可指令下される。商業会議所条例に基づき、長崎商工会を長崎商業会議所に改組。事務所を大村町(現在の万才町)の長崎貿易商集会所に置く。

・1903年(明治36年)4月商業会議所法施行にともない、長崎商業会議所を改組。

.1919年(大正8年)11月15日長崎商業会議所、大村町の長崎貿易商集会所から桜町1番地の元長崎税務監督局跡(当時長崎税務暑:桜町東側西北部)1こ移る。

・1920年(大正9年)3月社屋の大改造工事に着工。

・1922年(大正11年)2月10日社屋の大改造工事、第3期まで全部落成。

(長崎商業会議所屋当該改築にっき、その地所を真方、即ち、長崎西彼杵郡役所(篭屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)北部、へ盛土して拡張か)

'1928年(昭和3年)8月6日昭和3年1月商工会議所法が施行、認可を申請、8月6日付をもって認可があり、長崎商業会諺所を新法に基づく長崎商工会縫所へ改組。

.1943年(昭和18年)9月6日昭和18年3月商工経済会法が公布、同年6月施行されて、同年9月6日長崎県商工経済会発足。

・1943年(昭和18年)9月28日長崎商工会議所を解散。

カ)長崎原爆被災遺跡として

'1945年(昭和20年)8月9日爆心地帯の火災に次いで正午過ぎ、旧市内で第2次火災が発生。(旧市内の火災地帯では、主要官庁街の市役所と県庁を結ぷ高台が中心となったが、ここでは最大風速8mの現場風を生じて猛威を振るい、更に東側
のがけ下の築町'本下町から酒屋町.今魚町に延焼し、夜中にかけて約30力町が全焼この第2次火災で県庁・長崎地方敷判所・長崎区裁判所・同検事局・本博多郵便局.市水道課(袋町).長崎新聞社.日本勧業銀行長崎支店.長崎女子商業学校な
ど次々に延焼し、火勢は長崎市庁舎に迫ったが、庁舎防衛の消火活動と風向きの一転によって、危うく類廃を免れナニ。

・旧桜町は、東側北部に強制疎開がある処、1まぼ長崎原爆被災による類焼を免れた、と推定します。

⑥現代の都市遺跡として

ア)桜町の立体交差「桜橋」(旧桜町、旧内中町、旧小川町の北部一帯を掘削破壊)

・1954年(昭和29年)3月26日桜町の立体交差「桜橋」完成し、開通式を挙行。

イ)長崎市役所(旧桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯→旧桜町西側北部:町年寄高嶋家跡一帯)

・1958年(昭和33年)3月29日午後9時35分ごろ市議会事務局付近から出火、長崎市役所庁舎2階の大半を消失

.1959年(昭和34年)4月1日長崎市制70周年・長崎市庁舎落成・開校389年記念式典を長崎市庁舎屋上で挙行。(旧桜町の旧長崎市庁舎の北側一帯の強制疎開地)

ウ)長崎商工会議所(旧桜町東側北部:西彼杵郡役所跡北部:寵屋舗(牢屋敷)跡北部:サンフランシスコ教会跡北部)

・1946年(昭和21年)10月社団法人日本商工会議所の発足。同年10月8日社団法人長崎商工会議所の発足。

・1950年(昭和25年)3月所屋の火災とその復旧。

.1950年(昭和25年)11月30日昭和25年5月(社団法人)商工会議所法の制定施行により、同年11月30日に認可を受けて、社団法人長崎商工会議所を再発足。

・1954年(昭和29与)7月1日昭和28年10月1日新商工会議所法が施行、特殊法人長崎商工会楼所へ改組発足。

・1963年(昭和38年)3月7日国道34号線の拡張工事で、長崎商工会議所の取り壊し始まる。

・1964年(昭和39年)2月17日長崎商工会謙所、長崎駅前大黒町の「長崎交通産業ビル」を開所式、移転。

・1980年(昭和55年)12月長崎商工会議所、桜町新所屋「長崎商工会館」竣工。

・1981年(昭和56年)1月長崎商工会議所、桜町新所屋「長崎商工会館」落成式

エ)長崎市庁舎別館(旧桜町東側東部:西彼杵郡役所跡:長崎商業会議所一商工会議所跡東部:籍屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)

・1966年(昭和41年)1月21日長崎市庁舎別館落成。

オ)長崎刑務所

・1988年(昭和63年)4月一長崎刑務所、移転計画決定。

'1992年(平成4年)一現在地(諌早市小川町)1こ移転。(一旧刑務所を設計した山下啓次郎はジャズピアニスト山下洋輔の祖父一以上Wikipedie『長崎刑務所』最終更新2020年2月13日(木)12:54)

'2007年(平成19年)一旧長崎刑務所、一部(正門など)を残して解体。(wikipediBr旧長崎刑務所』最終更新2017年11月26日(日)04:56)
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2.私達当会の長崎地域の桜町地区遺跡群の現状への想定

(1)"土地の造形"(土地造成の遺跡)の現状への想定

私達当会は、桜町地区の旧桜町の"土地の造形"(土地造成の遺跡)の現状にっいて、近代に於いて、「長崎区役所一長崎市役所」の建築、「長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商業会議
所」の建築と土地造成があり、現代に於いて、1954年(昭和29年)桜町の立体交差「桜橋」の完成により、北部の一端が完全に掘削され、1959年(昭和34年)「長崎市役所本館」竣工、19
66年(昭和41年)「長崎市役所別館」落成の建築があり、土地の形質の変更が想定できる処、中央道路の西側並びに東側共に、全体として、中世から近世にかけての西洋式城塞都市の市
中としての"土地の造形"が、大略、遺存している、と想定します。

私達当会は、旧桜町東側の"土地の造形"にっいて、近世までの造形は、旧桜町東側西部が中央道標高を基準とする標高(高)1こ対し、旧桜町東側東部は東部道路標高を基準とする標高
(低)であると推定する処、1919年(大正8年)から1922年(大正11年)の旧桜町東側西北部の元長崎税務監督局跡(当時長崎税務署)への長崎商業会議所の入居と改築に際して、桜町
東側北部一帯に於いて、元長崎税務監督局敷地に連続して、東部への盛土による建築地所の拡張があり、1966年(昭和41年)1月21日長崎市庁舎別館落成へ向けて、当該の盛土部分
の掘削があり、概略復旧した可能性がある、と想定します。

(2)遺跡の現状への想定

私達当会は、桜町地区の旧桜町の遺跡の現状にっいて、一帯の、"土地の造形"(土地造成の遺跡)が、大略、遺存する、と想定する処より、本紙"1.長崎地域の桜町地区遺跡群の性格"1こ
記す、石器時代遺跡、縄文時代遺跡、弥生時代遺跡、古代遺跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遺跡、長崎原子爆弾被爆遺跡、現代遺跡、都市長崎遺跡、が一定の密度を保持して遺存する可
能性がある、と想定します。

3.私達当会の長崎地域の桜町地区遺跡群への認識

(1)私達当会は、長崎地域の桜町地区遺跡群について、以下、認識します。

①私達当会は、当該の遺跡群にっいて、先史時代より今日まで、人類の活動が、広い時代に亘って重層し、様々に関連した活動により幅襲した性格を保持する、豊かな遺跡群である、と認
識します。

②私達当会は、当該の遺跡群にっいて、都市長崎遺跡として、中世末期から江戸初期までに、ローマ・カトリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西
洋式の城塞都市、即ち、要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎奉行在所の城下町、長崎惣町八十箇町のうち長崎奉行
支配の「内町」(『寛永長崎港図』1こ見える)1こついて、その南端に位置する外浦町の岬の教会と広場一帯、又、糸割符宿老会所~長崎奉行所~長崎奉行所西役所等に相対し、二の堀、三ノ
堀に囲まれ、その北端を形成する処、重要遺跡である、と認識します。

③私達当会は、当該の遺跡群にっいて、サンフランシスコ教会、籠屋舗(牢屋敷)、町年寄高嶋家、等、日本地域に於ける人類の特異な活動を証徴する複数の遺跡を包含する処、重要遺跡
である、と認識します。

私達当会は、桜町の牢屋敷にっいて、(南)馬町囚獄、又、桜馬場西坂両所の牢屋敷を、桜町屋敷地に囚獄屋舗を移した、とされ、又、大村の本小路に大村牢が作られた、とされ、桜馬場に
牢屋が並存した可能性が指摘され、溜牢が馬込郷(古溜)、浦上村かっくい原の溜牢(新溜)が造られ、長崎代官付属の牢屋が小島郷の高島秋帆旧邸の南に建設された、とされる処、当該
の桜町の牢屋敷は、明治以降の行政に継承され、桜町囚獄となり、長崎本獄、長崎監獄に改称、長崎監獄を、西南戦争に際して片淵に設置された長崎軍団仮病院の跡に移転、、1908年
(明治41年)長崎監獄を、北高来郡諌早村に五大監獄のひとっとして開設、1922年(大正11年)長崎監獄を、長崎刑務所と改称、1927年(昭和2年)長崎刑務所浦上刑務支所を浦上地区
の雑木林を造成して新設したとされ、1945年(昭和20年)8月9日長崎刑務所浦上刑務支所は、アメリカ軍による長崎原子爆弾投下に被爆、1992年(平成4年)長崎刑務所を諌早市小川
町に移転し、現在、之が、存続する、と理解します。

私達当会は、当該の桜町の牢屋敷の存在にっいて、江戸の御公儀(幕府)1こよって、江戸初期に、それまでの施設を集約整備され、後、同時代の図面史料も精密であり、当時の行政上の
性格が推し測られ、且っ、近代現代の日本の行政機関としての監獄ノ刑務所に、近世初期より、連続して、直接に組織を継承する、唯一最古の明らかな発端である、と想定し得る処、又、長崎
地域に於いて、江戸幕府から明治政府への行政機構の推移が断絶ではなく連続的であることを示唆し、歴史上、且っ、学術上、極めて重要であり、同時に、希少である、と認識します。

④私達当会は、当該の遺跡群にっいて、近代の長崎市役所庁舎、長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商業会議所一長崎商工会議所、現代の桜橋と立体交差、長崎市役所本館、長崎市
役所別館、長崎市議会、桜町公園等、を認識します。

私達当会は、長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、本紙3-(1)一①、②、③、④を同時に包含し、且っ、遺跡の存在と実態を補完し傍証する詳細な記録資料が複数現存し、一体として、
希少であり、重要遺跡である、と認識します。

4.私達当会の皆様への長崎地域の桜町地区遺跡群についての提案と要望

(1)遺跡の構想について

①私達当会は、皆様に、長崎の丘の脊梁を主たる"土地の造形"とする、ローマ仂トリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、西洋式の城塞都市の遺跡、又隣接するー
帯、又近隣の関連地域にっいて、本来の遺跡と歴史の関係の在り方に従い、漸次、踏査、資料調査より、発掘調査へと、漸次、計画的に、遺跡調査を実施し、その全体と個別遺跡の性格を
明らかにしっつ、様々な開発との調整を行い、遺跡の現状保存を実施することにより、又は、憶測の余地のない再建によって、遺跡の全体を修復しっつ顕現すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、当該の西洋式の城塞都市の構成に於いて、南端を構成する岬の教会一糸割符宿老会所一長崎奉行所(西役所)等
遺跡群と相対し、且っ、発展し拡張する市中の北端を構成する重要拠点と認識し、岬の教会一糸割符宿老会所一長崎奉行所(西役所)等遺跡群と同等の扱いにより、一体の遺跡の調査と保
存と活用を形成すること、を提案し要望します。

(2)長崎地域の桜町地区遺跡群の遺跡としての調査と保存と活用につぃて

①私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、現状保存することを提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡調査を選択すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関する現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡調査にっいて、上層の遺跡の現状保存を前提として、より下層の遺跡
を調査すること、を提案し要望します。

(3)長崎地域の桜町地区遺跡群の土壌汚染の可能性と当該の調査について

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関し、長崎区役所庁舎一長崎市役所庁舎、長崎商業会議所一長崎商工会議所、長崎市役所本館、長崎市役所別館、その他の
過去の土地の利用について、土壌汚染、並びに、水質汚濁の由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚染状況調査、を実施すること、割是案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の土地の利用に関する、土壌汚染、並びに、水質汚濁のの由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚染状況調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁の対策、
並びに、当該の土地の遺跡の調査、保存、活用が、夫々、同時に、完全に両立する方法を選択すること、を提案し要望します。

(4)第三者による調査指導委員会の設置と調査主体の連携

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関する、遺跡の構想と現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に関する調
査と対策にっいて、地上地下の建築物その他の建造物の解体と撤去、並びに、資料並びに発掘掘削等調査、対策に於いて、第三者による調査指導委員会を設置し、調査指導委員会と調
査主体が情報交換し連携して、遺跡地の調査と活用と対策の方針と方法と行為と進捗とその管理を行うこと、を提案し要望します。

(5)遺跡、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に関する調査、保存、活用、対策の過程の一般公開

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関する、遺跡の構想と現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に関する調
査と対策にっいて、地上地下の建築物その他の建造物の解体と撤去、並ぴに、資料並びに発掘掘削等調査、対策に於いて、遺跡地の調査と活用と対策の方針と方法と行為と進捗とその
管理を、同時的に、一般公開し、且っ、相互に情報交換すること、を提案し要望します。
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5.私達当会の皆様への長崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に関連する提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる事象を優先して、様々な行為を認識すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に関連して、以下の変更を、提案し要望します。

(1)長崎市が計画する長崎市役所別館土地への公用車駐車場(約170台)建設につぃて

①私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画し実施中の新しい長崎市役所庁舎の建設にっいて、公用車駐車場設置を念頭に、比較的、広い用地面積を確保し
やすい、浦上川河口東岸域へ変更すること、例えぱ、MICE施設との合築、又は、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場地に於ける民間再開発地域に於ける用地確保と建築、又は、各
種民間施設との合築を計画し実施すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画し実施中の新しい長崎市役所庁舎の設計を変更し、公用車駐車場にっいて、当該庁舎内に設置すること、を提案し
要望します。

③私達当会は、皆様に、当該の公用車駐車場にっいて、現在の市営桜町駐車場を代用すること、を提案し要望します。

(2)長崎市が計画する長崎市役所本館土地への文化芸術ホール建設につぃて

私達当会は、皆様に、当該の文化芸術ホールの建設にっいて、私達当会が、皆様に、『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日改訂5版:2020年(令和2
年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭)で提案し要望している、長崎水辺の森公園一水辺のプロムナードー長崎県美術館一帯に於ける、オペラリ、ウスーシンフォニー"
ホール(仮称)『長崎音楽堂』の新設に施設共用すること、を提案し要望します。

6.私達当会が、皆様に、桜町で、提案し要望している『長崎アーツ・センター構想』1こつぃて

私達当会は、皆様に、『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日改訂5版:2020年(令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭)で提案
している『長崎アーツ・センター構想』1こついて、桜町地区遺跡群に於ける遺跡保存を優先して、之を、第二義案に取り下げ、長崎水辺の森公園地区への発展案と変更し、一帯に於ける、抽象
文化分野芸術との連携、活動の発展を期待します。

私達当会は、私達人類の遺跡と歴史の真実について、之を、私達人類の存在の本源で在り得る、と認識します。

私達当会は、遺跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最大の活用となる、と認識します。

フ.私達当会の遺跡群の調査と保存と活用への理解

(1)遺跡の調査について

私達当会は、遺跡の調査について、私達人類が、私達人類の活動の痕跡である、遺跡の実態と諸事象との諸関係とその性格を確認すること、と理解します。

(2)遺跡の保存について

私達当会は、遺跡の保存について、私達人類が、遺跡の損壊と損耗を免れる措置を執ること、その結果として、遺跡が損壊と損耗を免れること、と理解します。

(3)遺跡の活用について

私達当会は、遺跡の活用にっいて、遺跡がそこに在ること、同時に、私達人類がその遺跡の存在を、意識し、認知し、認識すること、と理解します。

8.参考資料

(わ長崎惣町絵図(長崎歴史文化博物館)
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27 東中町、小川町

(3)最新精密長崎市街地圖昭和26年(長崎歴史文化博物館)

(4)長崎商工會議所絵ハガキ(長崎) (長崎歴史文化博物館)15801

(5)長崎西彼杵郡役所絵ハガキ(長崎) (長崎歴史文化博物館)68901

附市内著名録名所案内霞賣元聖文社
26 櫻町、勝山町、八百屋町、内中町 21

(6)『長崎おもいで散歩昭和30年代の街角』 1994年10月12日初版発行 2004年7月8日4版発行著者真木満発行者真木雄司発行所有限会社春光社

(フ)『長崎市史年表』昭和56年3月20日発行編集長崎市史年表編さん委員会発行長崎市役所長崎市桜町2番22号印刷藤木博英社長崎市万屋町5番13号

(8)『桜町遺跡オフィスビル建設に伴う埋蔵文化財発掘報告書1998年3月長崎市埋蔵文化財調査協議会』

(9)『桜町遺跡サンガーデン桜町マンション建設に伴う埋蔵文化財発掘報告書2000年長崎市埋蔵文化財調査協議会』 2000年5月31日発行長崎市埋蔵文化財調査協議会

(10)『アルバム長崎百年華の長崎秘蔵絵葉書コレクション』 2005年2月25日初版発行編著ブライアン・バークガフ二 Br怡n Burke、Ga仟ney 発行人松田嶋一編集人堀憲昭
発行所株式会社長崎文献社

(11)『復元!江戸時代の長崎』 2009(平成21)年8月30日初版発行編著者布袋厚発行所株式会社長崎文献社
PI04-PI05 第四章絵図にみる町のうつりかわり 6 幻の内中町秀吉の時代につくられた町の運命
P128-P129 第五章長崎の名所・旧跡いま・昔 7 そこに拷問所があったいまの長崎市役所別館は「桜町牢屋」の跡

(12)『長崎惣町復元図』 2009(平成21)年8月30日初版発行 2012年2月20日第3番発行編著者布袋厚発行所株式会社長崎文献社

長崎大正八年七月十日霞行

袋町、今魚町、本大工町、引地町、酒屋町(2)

(13)『中世長崎の基礎的研究』 20T1年12月11日発行著者外山幹夫発行者田中大発行所有限会社思文閣出版

(14)『一米軍撮影一長崎被爆荒野被爆70周年に問う「戦争と平和」』発行日 2015年(平成27)7月30日初版第一刷
編著長崎文献社発行人柴田義孝編集人堀憲昭発行所株式会社長崎文献社
P38-P39 原爆投下前の長崎市の航空写真 P40-P41原爆投下後の長崎市の航空写真

(15)『長崎絵図帖の世界』発行日初版2018年5月20日著者大弁昇発行人片山仁志編集人堀憲昭発行所株式会社長崎文献社

(長崎歴史文化博物館)
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長崎桜町長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商業会議所一長崎商工会議所

長崎商業会議戸斤 Nagasakichamber
Mコ.'
ン々?'t

長崎商業会議所の建物が大正8年、桜町に完成。昭和39年に解体

されるまでその威容を誇った。跡地には現在、長崎市役所別館が

建っている。
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Ofcommerce 養生ヤ考・る厶池知和具
The Nagasakl chamber of commerce building was
Completed in sakura・machiin 1919 but torn down in ] 964

Nagasaki city Ha11 Annex novv occupies the site
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

゛

人文学

、2019年X令和元年) 12月14(臼イ土'曜日)

2019年(令和元年)12月14日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

■■^●卑^●●^●●^■●^●●^●●^●●^●.^..^..^..^..^..^..^,.^.■^,.^.卑^.■^..^..^,■^..^暫.^..^.■^..^..^..^圏.^●●^■●^●■^●●^●●^●.

[・,・批評,ク忽考一批評的講考・・・1
・・・rバ,居力といづ序在ぞの古のの問い直ι一・まず西欧近允ガ性み出ιた舶余的で憲迦的なrン(居力概念ぞの吉の壬r入類ノといづ

f種ノへと儷続ずる新ιい地早Z芝朗かなゲ九ばならない。ぞのため仁ぱf入類=入居力芝こ九までの履史の#組み芝超えて位置づゲ
直さなゲ九ばならない。・・・重要なのぱ一入戈学の本寛芝なず、イ〆ージの緬矣で吉数理言語で吉なく目然言語の粛理的な創芝性
仁塞づいた批評的毎考芝吉って谷えることである。
・一念味ぱあらガ、じめあるのでぱない。rメ,居カガ^在/こ篇味芝与え返ず。・・・^笑ノのため/:でぱなく力九わ九のrいまノのため/こ。

謎めいた混魂芝全ずるrいまノのため/こ。

私達当会は、私達人類が、人類の他者たる宇宙と地球の自然と遺跡の改変を回避し、

人類自身に由来しその所産たる人類の概念の変革により、私達人類の人類たる幸福と利益を得ることを提案し要望します。

私達当会は、是が、持続可能性(sustalnabinty:持続可能(sustalnable)な社会)への、正面の入口である、と仮定します。
私達当会は、人類について、太古より是により、神話、寓話、神概念、信仰、について、之をその事象と推測します。

私達当会は、私達人類が他者を改変して自己の幸福と利益を得る処(モデル:model:概念、模型、模範)、之に殺人と戦争とジェノサイドと生物種の絶滅の契機と様式が在ると仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みの不可逆性に対する、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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(i)私達当会は、宇宙と地球の人類の異なる地域の人類の"共通の体験"が、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、と理解します。

(iD私達当会は、宇宙と地球の人類の、世界に対する現在の興味が、"異国趣味"を脱し、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結ぴつき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」、へと推移しつつある、と理解します。
(iii)私達当会は、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"が、それぞれの人類相互の理解と信頼を得る契機となる、と理解します。

《遺跡について》

(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、と理解します。

(iD私達当会は、遺跡について、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びっき"や"多様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」
する、と理解します。

(iiD私達当会は、遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。
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《地域史を世界と結ぴつけ、新しいグローバルヒストリーを考える試み⇔「人文学のグローバル化」》

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

」.",'『1、^、→『鬼、ー..ー,J I

^●■^●■^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●昆^●●^●●^..^..^..^..^..^..^..^■■^■.^..^..^..^..^■.^..^..

1一ι,ま蕩舛の厚舶留でぽ・・莫西に弁遁ずる条鴛や艾随芝趣り憲こず尉き,弦'がっている。 i
触届史壬董穿ι帯びっゲ.噺ιいグローノ1ンιとス'リ^考える友みだ。1 :

吏ウェールス冷齒の旧祭炭緬プbプ'ヴォン仁あるeツグt'ツ'酉立石炭輝勳甫で今・一董穿塵儘遭屋仁豊"才九たψ本作兵衡r1892~1g84李ノの作 1
品だ・一学喜盧のケリ゛ンプyン圧ぱ^'の座史ぱウZールズバのアイデンディディー仁痩iサいてし.る.作兵衡の憲壬見るιf,,マノの生各ぱぞこ舌月じι力:
かるノιぎづ.なぜ西津ι篤掌の共達幽ご目芝府ゲるのか。近允伽:ιεなづ老会の焚化ぽ'.董罪の入々仁ιつτ憲遷肘な経農えゞつた。子のこι芝実倭きゼ 1
る優示ぱ、触堀の主暦史芝グ々ーノシιな戈斯仁つな芦'.轟ιι,毎京芝艀る奥旋ιなる。...

ウェーノιズでば 10卒ぽι衡から忽履仁凄る日本の輿庸遍や史寿芝発飼ずる尉き●甥まった。18卒更に中心都坊力ーディフ市のウェールズ酉立厚^、 1
で身か九た0佐'UN角ノ凄ぽ日本の左霧デザイン仁光ぞ当てた傭成で、3力方商仁尉6万バ,仇埼。市昆の5バ仁1メ0働九たこι仁なる。:
:庄目才れたのぱ竿董轟立ι契酉趣床芝簾憲ずる舌のより.rウェーノιズι三本の交黄芝楽簾ずる'勧やZと'yードだったノι・.企留仁毎力った厨立歴史昆俗.
1煤舶倉r日本ノの三木慶寄声貞畿授ぱ廚ず.:

1 -・r日本との交隷史/こ光芝笥てるこしで.ウェーノιズな卓なる室酉の一鱈方でぽなく慰留ι直侵帯びっι■たネーションt盲.国昆ノ立のだιι.づメッをージ
:芝弗ずるこしが甜たノι惇勳倉のディどツβ・アンダーyン甜優ぱ廚ず。!
! g本扇運の攻鳶品芝触堀のアイデニ,ディディーι惜びっゲて便示ずる尉きぽ熨国の慰触材に舌広がる。ダラム犬学菓津趣痴留ぽ5河仁舌、目廟の劃継コb '
'クション壬童った企盲凄芝南ぐ。・一子れらぱダラムのあるイングラン'噐凌廓の匿劣所で達6れた.

r白バの女昆が多ι,ダラムで日本ιの劒ら九ぎる肩侠芝留分ずればこの准属●侈得立歴史悲歩ιτ甘たι超創こ気づいて香らづ芦っかゲ仁なるか舌ι九 i
'なιリ。学婁貞のbイチェノι・バフクbイ氏ぱそづ期痔ずる。

〆 1
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私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みの不可逆性に対する、人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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舛におゲる三本牙究者の疹成ぱ、三本留内での戈ι牙究仁ιつて舌死暦仁留力る局磨だ.
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

「全てを残してこそーー・」

私達アフり力に出現した現生人類は、様々な存在、事叡並ぴに現象を改変しっつ、約7万年前に、その一部がアフり力を出て以降、地球の各地と宇宙に拡散し、繁栄を続けています。

2020年(令和2年)2月2日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

世界フォ^ム(WEF)は、2020年2月21日~24日に、50回目の、世界軽済フォーラム(VVEF)の年次総会(ダボス会議:ダボス:スィス東部)を開催し、世界各国の首脳や企業経営者達がー
堂に集いました。"資本主義の再定義が主題になった、50年前の1970年、経済学者ミルトン・フリードマン氏は「企業の唯一の目的は株主価値を最大化することだ」とエッセーで訴え、その後は
米英が主導し、短期的な利益の追求が資本主義の原動力になってきた、だが、潮目は変わりっつぁる、(企業経営者達も発言し、)社会全体の利益貢献を打ち出した1973年の宣言に基づき、
社会の分断や環境問題に向き合う「ステークホルダー資本主義」(格差是正や環境問題への貢献より長期的な成長をめざす、会社と環境.顧客.仕入れ先.株主,社員.地域社会等の関係を顧慮
する)を指針に掲げた、(今回の会議は「株主至上主義」の見直しをグローバルな場で再確認する機会になったといえる、)資本主義の再定蓑は、単なる抽象論を超えて進む可能性がある,.
(2020年(令和2年)1月23日木曜日日本経済新聞第3面記事『「ダボス会議、格差,環境が転機」資本主義再定義探る旧MのCEO「全ての関係者に配慮」』より)"、と云います。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類の存在のために、私達人類による、宇宙と地球の、様々な存在、亭象並ぴに現象の改変即ち破壊に相対して、様々な存在、事象並ぴに現象の理解
並ぴに保全、回復を行為しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、今回の世界経済フォーラム(WEF)の年次総会(ダボス会議)で指針とした「ステークホルダー資本主蓑」の概念は、数理経済学者宇沢弘文(1928年7月21日:鳥取県米子市一2
014年9月18日:東京都)が、1968年4月にアメリカと世界の経済学会(即ち、1956年(昭和31年)9月よりスタンフォード大学セラハウスでの研究生活(研究助手:28歳)、1960年9月より力
りフォルニア大学バークレー校経済学部並びに数学科(助教授)、1961年9月スタンフォード大学に着任(終身在職権がある准教授)、1964年3月シカゴ大学経済学部に着任(教授:35歳)、1
966年9月よりケンブリツジ大学チャーチル・カレツジに滞在、1967年よりシカゴ大学)、から東京大学経済学部に着任(助教授:現在の准教授に相当:40歳:1969年に教授)して日本に帰国し
た頃から思索し、段階的に行為し、又、2005年にケンブリツジ大学出版局から出版し広く世界に向けて発信した『Economic Theo,y and Global wamin底(経済理諭と地球温暖化:2003
年:ケンブリツジ大学出版局)』『Economic Analy8is of social common caplteK社会的共通資本の経済解析:2005年:ケンブリッジ大学出版局)』、又、2014年の逝去に至る迄、精
力的に活動し、提唱した、と伝える、「社会的共通資本(:soclal common capital)」の療念に通じる方向性がある、と仮定します。

私達当会は、同時に、宇沢弘文はその経済学で、複数の異なる態様の人類の社会とその関係を認識し前提としたと考え得る処、「ステークホルダー資本主義」は、様々な指標を設定しっつ単一
の概念的普遍的な人類の社会を想定し行為する可能性がある、と仮定します。

遺跡、又は、文化財について

(宇沢弘文

私達当会は、遺跡の保全、継承、活用にっいて、「ステークホルダー資本主蓑」並ぴに「社会的共通資本」の行為の対象のーつであり得る、と仮定します。

^ "如部岬令"粛翠叱新,ん

『資本主義と闘った男 HIROFUMI UZAWA Against capitalism 宇沢弘文と経済学の世界』佐々木実Mino,usasaki二0一九年三月二七日第一刷発行株式会社講談社)

私達当会は、皆様に、遺跡にっいて、私達人類が、人類の歴史上の通念、並ぴに、人類による事象の解釈たる人類の歴史学としての概念や人類の様々な学術上の概念の説明の手段としての
遺跡の理解のみならず、社会的共通資本、又、様々な存在、亭象並ぴに現象としての遺跡の理解を、様々な又新しい学問学術上の成果をも照会しっつ、発見し、顕現すること、を提案し要望します。

r1戈佐尉侠麺藩ノ昭和ニナ五享五月三ナ日岳携勞二百ナ四号遍冬改圧'1芋成二六享六月一三日嵒傘勞六え号勞一重総々グ rこ'の薩廷の目的ノ勞一条この濫廷ぱ、戈佐尉芝侠存ι、互っ、
その暦房芝図り、吉って国昆の戈佐的向上仁董ずるとι舌/:、哲象戈佐の達歩/:貢猷ずること芝目的ιずる。戊'佐尉の足病ノ勞二楽この岳傘で大丈佐尉ノιぱ、次/:掲ゲる舌の芝いづ。ー...rg下'
r方形戈佐尉ノといラ。ノニー'r捌下'r無形戈佐尉ノιいづ。ノ三一・r馴下'r昆俗戈佐尉ノとし.づ。ノ四見づか、寺賃、都城尉、城券、旧宅ぞの他の遺尉で霽ガ仰/二とって厘史ι戈ぱ学衡上価倉の高い舌
の、庭園、蕎契、湾谷、海訴、ψ岳ぞの他の名勝地で霊オ如仁ιつて妾衡上戈ぱ観實上価倉の高い吉の逆び仁動物イ堂'痘触、魯廼地及び護笑地芝含む。ノ、麺勃r目生地壬含むソ及び触貫衡物r痔晃な自
然の現家の堂'Cているt地芝含む。ノで霊ガ仰/:とって学傭ι価倉の高い舌のr製下^念物ノといづ。ノ五一・rα下大丈光的農翻ノといづ。ノ六一・r以下'r伝巍肘産燈勃詳ノιいう。/ Zこの症傘の規足
r'ーの規宏芝農ぐ。ノ中大重更戈佐尉ノ/ゴ丈国宝芝含む舌のとずる。3この薩建の規宏r・ーの規足芝厩ぐ。ノ中使尉名鮮天然記念物ノ仁ぱ、痔別史餅名庸天然記念勃芝含む吉のとずる。徽府及び地
方公共団衛の左疹ノ勞三粢政府及び地方公共団衛ぱ、戈佐尉ガ仂ガ轡の屋史、戈佐芋の圧ιい理修のため欠ぐことのできない吉のであり、互っ、痔笑の戈佐の府上発展の選建芝なず舌のであること
芝詔哉ι、その侠存オ醤勿仁庁われるよづ仁、周到の庄篇芝舌ってこの冴傘の趣旨の触底仁身めなゲ九ばならない。^昆、所方簀の心樟ノ勞四条一殿国昆ぱ、政府及び地方公共団衛ガにの嵒衛
の目的芝運成ずるため仁庁づ芳置仁尉実仁好力ιなゲればならない。 2戈佐尉の所方寺その他の甜侮者ぱ.戈佐尉ガ債重な国昆的尉盆であふ=と芝盲登ι.これ芝公共のため/:犬勿/二俣疹ずるとと吉
仁、できるだゲこ九芝公用ずる芋その戈佐的活房仁努めなゲ九ばならない。 3震府及び地方公共団倣ぱ、この薩窪の巍行仁笥って甜侠者の所方疹ぞの他の尉蓙修芝卓重ιなゲれぽならない。ー.ノ

私達当会は、特定の当該の事象並ぴに現象にっいて、当該の事象並びに現象に関係する人類が之を大切にしようとする気持ちが、他の人類の共感を誘導し、そこに祝祭、即ち、喜ぴと悲しみの
共感、が生起する、と仮定します。

私達当会は、この私達人類の祝祭への作用が、遺跡の保全、即ち、遺跡の遺跡としての認知と飼査と保存と公開と継承と活用、又、全ての文化財の保全の構造である、と仮定します。

私達現代の人類、又は、現代の人類の個体は、個別の文化財、又は、その文化財に関連する財に、私達人類の祝祭を発見し、又は、形成することができるでしょうか?

入類捌肋の地球一先史野代r旧石艀呼允一紹戈券代一動生僻代ノー苫代一中董一近董一近代一須爆殻趨一現允一天共笋実閏侠煙ネッβワークm6tw。所ノ微毎と巨視

目然・遁卸・風土'・戈佐'戈明'昆俗・週去・現庄・夫築との謝話入類との皇ましい現庄と天笑のため仁
私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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